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■
ま
え
が
き 

「
吽
（h

[
/

・

、
フ
ー
ム
・
う
ん
）」
は
、
サ
ス
ク
リ
ッ
ト
「
フ
ム

h
u
m

」
の
「
ウ

u

」
が
変
化
し
て
長
音
化
し
「
フ
ー
ム

h
[
/

」
に
な
っ
た

も
の
で
、「
フ
ムh

u
m

」
の
原
意
は
ほ
ら
貝
の
音
や
牛
の
鳴
く
声
の
よ
う
な
う
な
り
音
（「
フ
ー
ン
」「
ヴ
ォ
―
」「
モ
ー
」）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

が
悉
曇
で
は
「

h
a

」
と
「

[

」
と
「

m

」
の
三
字
合
成
で
表
記
さ
れ
、「
吽
字
」
あ
る
い
は
「
吽
字
門
」
と
言
う
場
合
は
お
よ
そ
こ
の
悉
曇

表
記
の
イ
メ
ー
ジ
で
言
わ
れ
て
い
る
。 

原
語
「
フ
ー
ムh

[
/

」
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
な
ど
の
イ
ン
ド
古
典
で
は
「
除
滅
」「
調
伏
」「
退
散
」
を
祈
る
密
語
と
し
て
、
祭
詞
の
祈
り
な
ど

に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
チ
ャ
ー
ン
ド
ー
グ
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
で
は
、
シ
ヴ
ァ
神
・
バ
イ
ラ
ヴ
ァ
（
シ
ヴ
ァ
神
の
凶
暴
な
性
格
）
を
倒
し
、

不
運
・
不
幸
・
恐
怖
・
苦
痛
を
除
去
す
る
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
仏
教
で
は
、
各
種
の
真
言
の
末
尾
に
付
け
ら
れ
、
例
え
ば
「
光
明
真
言
」

（
お
ん 

あ
ぼ
き
ゃ
べ
い
ろ
し
ゃ
の
う 

ま
か
ぼ
だ
ら 

ま
に 

は
ん
ど
ま 

じ
ん
ば
ら 

は
ら
は
り
た
や 

う
ん
）
や
、
不
動
明
王
な
ど
忿
怒
尊
の
真
言

に
は
「
フ
ー
ム
・
パ
ッ
トh

[/
 p

h
aw

（
う
ん
は
っ
た
）」
で
用
い
ら
れ
、「
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー 

sv
qh

q

（
そ
わ
か
）」「
パ
ッ
トp

h
aw

（
は
っ
た
）」「
ブ
ル
ム

b
h
r[

/

（
ぼ
ろ
ん
）」
な
ど
と
同
様
に
い
わ
ば
聖
音
で
あ
る
。
真
言
の
冒
頭
に
よ
く
見
ら
れ
る
「
オ
ー
ム

o
/

（
お
ん
）」
も
「
帰
依
」「
稽
首
礼
」
を

意
味
す
る
聖
音
で
あ
る
。 

こ
の
「
フ
ー
ムh

[
/

」
が
、
漢
訳
仏
典
で
は
「
吽
（
う
ん
）」
と
音
訳
さ
れ
、
さ
ら
に
口
を
開
い
て
声
を
発
す
る
最
初
の
音
「
阿
（
あ
）」
と
口
を

結
ん
だ
、
す
な
わ
ち
声
の
最
後
の
「
吽
（
う
ん
）」
と
が
、「
あ
・
う
ん
の
呼
吸
」（
師
匠
と
弟
子
の
啐
啄
同
時
、
相
撲
の
立
ち
合
い
）
や
金
剛
力
士

像
の
「
阿
形
」
と
「
吽
形
」
に
も
な
っ
た
。 

 

然
る
に
、
宗
祖
大
師
は
こ
の
よ
う
な
点
に
は
論
及
せ
ず
、「
吽
字 

」
を
「 

 
h

（
訶
・
カ
）」
と
「 

 
a

（
阿
・
ア
）」
と
「

 
[

（
汙
・

ウ
ー
）」
と
「

 
m

a

（
麼
・
マ
）」
の
四
字
合
成
と
し
、
そ
れ
に
密
教
的
な
深
秘
釈
を
加
え
、
総
じ
て
は
顕
密
二
教
論
、
す
な
わ
ち
密
教
教
理
の

優
位
性
の
論
証
に
仕
立
て
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
四
字
、
本
来
「
吽
字 

」
は
「

h
a

」「
[

」「

m

」
の
三
字
合
成
で
あ
る
が
、
宗
祖
大



師
は
「

h
a

」
の
な
か
に
「

（a

）」
が
あ
る
と
み
な
し
、「 

 h

」
と
「 

 
a

」
と
「

 
[

」
と
「

 
m

a

」
の
四
字
合
成
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
悉
曇
の
空
点
「

 
m

・
ム
」
を
「

 
m

a

・
麼
」
と
し
て
い
る
。
宗
祖
大
師
は
「
訶
字
」「
阿
字
」「
汙
字
」「
麼
字
」
の
四
字
と
そ
の
字

義
で
あ
る
「
因
」「
本
不
生
」「
損
減
」「
吾
我
」
を
解
説
し
、
さ
ら
に
詳
し
く
密
教
の
大
日
如
来
の
不
二
一
如
の
立
場
で
は
そ
の
字
義
も
不
可
得
だ

と
説
き
、
そ
れ
が
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
実
義
（
本
当
の
意
味
）
だ
と
結
論
づ
け
る
。 

 

時
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
悉
曇
で
字
母
と
言
い
、
母
音
を
摩
多
、
子
音
を
体
文
と
言
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
つ
字
義
（
意
味
）

が
あ
る
、
例
え
ば
、「

 
a

）」
の
字
義
は
「
本
不
生
」
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
（
一
切
諸
法
）
は
縁
起
生
（
因
縁
所
生
）
で
あ
っ
て
無
自
性
・
空
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
自
体
で
生
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
が
「a

」
を
冒
頭
に
付
け
た
「an

u
tp

qd
a

」

（「
生
じ
な
い
」）
あ
る
い
は
「qd

i-an
u
tp

qd
a

」（
本
初
不
生
）
で
あ
る
。「a

」
を
頭
に
付
け
た
語
は
ほ
か
に
い
く
ら
で
も
あ
る
の
に
、「

」
の
字

義
が
な
ぜ
「an

u
tp

qd
a

」（
不
生
）
な
の
か
、
こ
れ
は
『
大
日
経
疏
』
の
善
無
畏
・
一
行
の
時
代
に
は
確
立
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
く
、
私
に
は
そ
の

根
拠
が
わ
か
ら
な
い
。「

 
h
a

）」
の
字
義
で
あ
る
「
因
」
も
同
様
で
、「
因
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
「h

etu

」
で
あ
る
。「h

」
が
頭
に
付
く
語
は

「h
ari

」「h
asta

」「h
]n

a

」「h
3d

ay
a

」「h
o
m

a

」
な
ど
ま
だ
い
ろ
い
ろ
あ
る
。「

[

」
も
「

 
m

a

」
も
同
様
で
、
す
な
わ
ち
摩
多
・
体
文
の
字
義

す
べ
て
が
、
そ
の
字
義
と
原
語
が
ど
う
し
て
選
ば
れ
た
の
か
、
根
拠
が
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

し
か
し
と
も
あ
れ
、
宗
祖
大
師
は
当
時
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
学
力
や
悉
曇
の
実
力
を
フ
ル
に
発
揮
し
、「

訶
」「

阿
」「

汙
」「

麼
」

の
四
字
の
意
味
と
密
教
的
実
義
を
展
開
し
、
さ
ら
に
は
「
吽
字
」
そ
の
も
の
の
総
合
的
な
解
釈
や
総
括
に
お
い
て
密
教
の
優
位
性
を
説
き
、
最
後

に
「
吽
字
」
の
六
義
を
明
か
し
、「
吽
字
」
に
利
他
行
、
す
な
わ
ち
『
大
日
経
』
の
大
悲
胎
蔵
の
慈
悲
行
（
菩
提
心
因
・
大
悲
爲
本
・
究
竟
方
便
）

が
具
有
さ
れ
て
い
る
と
説
く
。 

な
お
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
悉
曇
の
「
摩
多
」（
母
音
）・「
体
文
」（
子
音
）、
総
じ
て
「
五
十
字
門
」
は
次
の
通
り

で
あ
る
。「
字
門
」
と
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
字
母
）
の
字
相
や
字
義
の
こ
と
で
あ
る
。 

 



●
摩
多
（
母
音
）
及
び
字
義 

十
六
字 

○
通
摩
多
（
十
二
字
） 

①
「

アa

」（
本
不
生
）
②
「

ア
ー 

q

」（
寂
静
）
③
「

イi

」（
根
本
）
④
「

イ
ー 

]

」（
宍
禍
）
⑤
「

ウu

」（
譬
喩
） 

⑥
「

ウ
ー 

[

」（
損
滅
）
⑦
「

エ
ー 

e

」（
求
）
⑧
「

ア
イai

」（
自
在
）
⑨
「

オ
ー 

o

」（
瀑
流
） 

⑩
「

ア
ウau
」（
変
化
）
⑪
「

ア
ムa/

」（
辺
際
）
⑫
「

ア
クa4

」（
離
）。 

○
別
摩
多
（
四
字
） 

⑬
「

リ3

」（
神
通
）
⑭
「

リ
ー 

r ̥̄

」（
類
例
）
⑮
「

リ 
=

」（
染
）
⑯
「

リ
ー 

l ̥̄

」（
沈
没
）。 

 

●
体
文
（
子
音
）
及
び
字
義 

三
十
五
字
、
た
だ
し
「
ラ
ムlla/

」（
都
除
）
は
数
え
な
い
の
で
三
十
四
字
。 

⑰
「

カk
a

」（
作
業
）
⑱
「

キ
ャk

h
a

」（
等
空
）
⑲
「

ガg
a

」（
行
）
⑳
「

ギ
ャg

h
a

」（
一
合
）
㉑
「

ギ
ョ
ウx

a

」（
支
分
） 

㉒
「

シ
ャca

」（
遷
変
）
㉓
「

シ
ャch

a
」（
影
像
）
㉔
「

ジ
ャja

」（
生
）
㉕
「

ジ
ャjh

a

」（
戦
敵
）
㉖
「

ジ
ョ
ウ 

`
a

」（
智
） 

㉗
「

タwa

」（
慢
）
㉘
「

タwh
a

」（
長
養
）
㉙
「

ダf
a

」（
怨
対
）
㉚
「

ダf
h
a

」（
執
事
）
㉛
「

ダz
a

」（
諍
論
） 

㉜
「

タta

」（
如
如
）
㉝
「

タth
a

」（
住
処
）
㉞
「

ダd
a

」（
施
与
）
㉟
「

ダd
h
a

」（
法
界
）
㊱
「

ナn
a

」（
名
字
） 

㊲
「

ハp
a

」（
第
一
義
）
㊳
「

ハp
h
a

」（
不
堅
）
㊴
「

バb
a

」（
縛
）
㊵
「

バb
h
a

」（
有
）
㊶
「

マm
a

」（
吾
我
） 

㊷
「

 

ヤy
a

」（
乘
）
㊸
「

 

ラra

」（
塵
垢
）
㊹
「

 
ラla
」（
相
）
㊺
「

 

ヴ
ァv

a

」（
言
説
） 

㊻
「

シ
ャ1a

」（
本
性
寂
）
㊼
「

シ
ャ2a

」（
性
純
）
㊽
「

サsa

」（
諦
） 

㊾
「

カh
a

」（
因
果
）
㊿
「

ク
シ
ャk

2a

」（
尽
） 

  

ま
た
、
末
尾
の
方
で
よ
く
登
場
す
る
悉
曇
の
「
空
点
」「
三
昧
点
（
画
）」
な
ど
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 



          

後
期
高
齢
の
せ
い
か
、
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
入
力
や
漢
字
変
換
の
ミ
ス
に
鈍
感
に
な
っ
た
。
誤
字
・
脱
字
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
容
赦
を
。 

         

 

 

 

吽字 

三昧点（「ウー、[」） 

空点（「ム、m」） 



■
「
吽
字
義
」 

原
文
・
書
き
下
し
・
註
記
・
私
訳
・
付
記 

 

■
字
粗 

◆
字
相
の
概
説 

【
原
文
】 

一
吽
字
相
義
分
二
。
一
解
字
相
。
二
釋
字
義
。
初
解
字
相
者
又
分
四
。
四
字
分
離
故
。
金
剛
頂
釋
此
一
字
具
四
字
義
。
一
賀
字
義
。
二
阿
字
義
。

三
汙
字
義
。
四
麼
字
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

一
つ
の
吽
字
を
相
と
義
二
つ
に
分
か
つ
。
一
に
字
相
を
解 げ

し
。
二
に
字
義
を
釋
す
。
初
め
に
字
相
を
解
す
と
は
、
又
、
四
つ
に
分
か
つ
。
四
字
に

分
離
す
る
が
故
に
。『
金
剛
頂
』
に
、「
此
の
一
字
を
釋
す
る
に
四
字
の
義
を
具
す
。
一
に
賀
字
の
義
、
二
に
阿
字
の
義
、
三
に
汙
字
の
義
、
四
に

麼
字
の
義
な
り
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
相
：「
吽
字
」（
悉
曇
表
記
）
の
外
形
。 

②
義
：「
吽
字
」（
悉
曇
表
記
）
の
意
味
。 

②
四
字
：「

ha

（
賀
字
）」、「

a

（
阿
字
）」、「

 
[

（
汙
字
）」、「

m
a

（
麼
字
）」。 

③
『
金
剛
頂
』：『
金
剛
頂
経
』
系
の
『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
昧
耶
経
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
釈
』（『
理
趣
釈
』）。 

 



【
私
訳
】 

「
吽
字 

」
の
一
字
を
外
形
（
字
相
）
と
意
味
（
字
義
）
の
二
つ
に
分
け
る
。
最
初
に
字
の
外
形
を
解
説
し
。
次
に
字
の
意
味
を
解
釈
す
る
。

最
初
に
字
の
外
形
を
解
説
す
る
の
に
、
ま
た
、
四
つ
に
分
け
る
。
四
つ
の
字
に
分
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。『
金
剛
頂
経
』
系
の
『
大
楽
金
剛
不
空

真
実
三
昧
耶
経
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
釈
』（『
理
趣
釈
』）
で
「
吽
字
」
を
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
の
一
字
に
四
つ
の
字
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と

言
う
。（
す
な
わ
ち
）
一
に
賀
字
の
義
、
二
に
阿
字
の
義
、
三
に
汙
字
の
義
、
四
に
麼
字
の
義
で
あ
る
。 

 

◆
字
相
の
各
説 

◇
賀
（
訶
）
字 

【
原
文
】 

一
賀
字
義
者
。
中
央
本
尊
體
是 

其
字
也
。
所
謂
賀
字
是
因
義
也
。
梵
云
係
怛
嚩
二
合
即
是
因
縁
義
。
因
有
六
種
。
及
因
縁
義
中
因
有
五
種
。
如
阿

毘
曇
廣
説
。
若
見
訶
字
門
即
知
一
切
諸
法
無
不
從
因
縁
生
。
是
爲
訶
字
字
相
。 

 

【
書
き
下
し
】 

一
に
賀
字
の
義
と
は
、
中
央
の
本
尊
の
體
、
是
れ
其
の
字
な
り
。
謂
わ
ゆ
る
賀
字
は
是
れ
因
の
義
な
り
。
梵
に
係
怛
嚩

け

い

と

ば

二
合
と
云
う
。
即
ち
是
れ

因
縁
の
義
な
り
。
因
に
六
種
有
り
。
及
び
因
縁
の
義
の
中
の
因
に
五
種
有
り
。
阿
毘
曇
に
廣
く
説
く
が
如
し
。
若
し
訶
字
門
を
見
れ
ば
、
即
ち
一

切
の
諸
法
の
因
縁
從
り
生
ぜ
ざ
る
無
き
を
知
る
。
是
れ
を
訶
字
の
字
相
と
爲
す
。 

 

【
註
記
】 

①
中
央
の
本
尊
：
中
核
・
本
体
・
基
体
。 



②
因
：
因
縁
の
因
・
因
業
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「h

etu

」。
こ
の
「h

etu

」
の
「h

e

」
は
「h
a

」
か
ら
転
じ
た
も
の
。 

③
係
怛
嚩
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
「h

etav
a4

」。
男
性
名
詞
「h

etu

」
の
複
数
、N

om
in

a
tiv

e

。
な
ぜ
複
数
の
表
記
を
用
い
る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。 

④
二
合
：
悉
曇
で
二
字
に
よ
る
合
語
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
記
号
。
語
尾
変
化
で
あ
る
「「h

etav
a4

」
を
「h

etu

」
と
「a4

」
と
い
う
二
字
の
合
語
と

見
た
の
か
？ 

⑤
阿
毘
曇
：
ア
ビ
ダ
ル
マ
。
こ
こ
は
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』 

 

【
私
訳
】 

最
初
に
、「
賀
字 

」
の
意
味
と
言
っ
た
の
は
、（
マ
ン
ダ
ラ
の
）
中
央
の
本
尊
の
よ
う
に
、「

」「

」「

」「

」
の
四
字
の
う
ち
の
）

本
体
と
な
っ
て
い
る
の
が
そ
の
「
賀
字 

」
で
あ
る
。「
賀
字
」
は
い
わ
ゆ
る
「
因
」
の
意
味
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「
ヘ
ー
タ
ヴ
ァ
ハ

h
etav

a4

」
と
言
う
。
す
な
わ
ち
「
因
縁
」
の
意
味
で
あ
る
。「
因
」
に
は
六
通
り
あ
る
。
さ
ら
に
は
「
因
縁
」
と
言
う
意
味
の
「
因
」
に
は
五
通
り

が
あ
る
。
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
広
く
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
も
し
「
訶 

」
字
門
で
見
れ
ば
、
一
切
諸
法
は
「
因
縁
」
か
ら
生
じ
な
い
も
の
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
知
る
。
こ
れ
が
「
訶
字
」
の
外
形
の
解
釈
で
あ
る
。 

 

◇
阿
字 

【
原
文
】 

 

二
阿
字
義
者
。
訶
字
中
有
阿
聲
。
即
是
一
切
字
之
母
一
切
聲
之
體
一
切
實
相
之
源
。
凡
最
初
開
口
之
音
皆
有
阿
聲
。
若
離
阿
聲
則
無
一
切
言
説
。

故
爲
衆
聲
之
母
。
若
見
阿
字
則
知
諸
法
空
無
。
是
爲
阿
字
字
相
。 

 

【
書
き
下
し
】 

 

二
に
阿
字
の
義
と
は
、
訶
字
の
中
に
阿
の
聲
有
り
。
即
ち
是
れ
一
切
字
の
母
、
一
切
聲
の
體
、
一
切
實
相
の
源
な
り
。
凡
そ
最
初
に
口
を
開
く
の



音
に
皆
阿
の
聲
有
り
。
若
し
阿
の
聲
を
離
る
れ
ば
則
ち
一
切
の
言
説
無
し
。
故
に
衆
聲
の
母
と
爲
す
。
若
し
阿
字
を
見
れ
ば
則
ち
諸
法
の
空
無
を

知
る
。
是
れ
を
阿
字
の
字
相
と
爲
す
。 

 

【
私
訳
】 

 

二
に
「
阿
字 
」
の
意
味
と
言
っ
た
の
は
、「
訶
字 

」
の
な
か
に
「
阿 

」
の
声
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
阿 

」
は
あ
ら
ゆ
る

字
の
母
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
声
の
本
体
で
あ
り
、（『
大
日
経
疏
』
に
）「
あ
ら
ゆ
る
真
実
態
の
本
源
で
あ
る
。
お
よ
そ
、
口
を
開
い
て
最
初
に
出
る

音
に
は
皆
「
阿
」
の
声
が
あ
る
。
若
し
「
阿
」
の
声
が
な
け
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
コ
ト
バ
は
な
い
。
そ
の
故
に
声
と
い
う
声
の
母
で
あ
る
」
と
言
う
。

も
し
「
阿
字
」
を
見
れ
ば
諸
法
の
空
や
無
（
不
生an

u
tp

qd
a

）
を
知
る
。
こ
れ
が
「
阿
字
」
の
外
形
で
あ
る
。 

 

◇
汙
字 

【
原
文
】 

三
汙
字
是
一
切
諸
法
損
減
義
。
若
見
汙
字
則
知
一
切
法
無
常
苦
空
無
我
等
。
是
則
損
減
即
是
字
相
也
。 

 

【
書
き
下
し
】 

三
に
汙
字
は
、
是
れ
一
切
諸
法
の
損
減
の
義
な
り
。
若
し
汙
字
を
見
れ
ば
則
ち
一
切
法
の
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
等
を
知
る
。
是
れ
則
ち
損
減
、

即
ち
是
れ
字
相
な
り
。 

 

【
註
記
】 

①
損
減
：
す
り
減
る
こ
と
。
一
切
諸
法
に
自
性
（
実
体
）
が
あ
る
と
見
る
執
著
が
減
少
す
る
こ
と
。 

 



【
私
訳
】 

三
に
「
汙
字

」
は
、
一
切
諸
法
に
自
性
（
実
体
）
が
あ
る
と
い
う
執
著
が
減
少
す
る
（
損
減
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
も
し
「
汙
字 

」

を
見
れ
ば
、
一
切
諸
法
が
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
こ
れ
が
「
損
減
」
で
、
す
な
わ
ち
「
汙
字
」
の
外
形
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

四
麼
字
義
者
。
梵
云
怛
麼
此
翻
爲
我
我
有
二
種
。
一
人
我
二
法
我
。
若
見
麼
字
門
則
知
一
切
諸
法
有
我
人
衆
生
等
。
是
名
増
益
。
是
則
字
相
。
一

切
世
間
但
知
如
是
字
相
。
未
曾
解
字
義
。
是
故
爲
生
死
人
。
如
來
如
實
知
實
義
。
所
以
號
大
覺
。 

 

【
書
き
下
し
】 

四
に
麼
字
の
義
と
は
、
梵
に
怛
麼

と

ま

と
云
う
。
此
れ
翻
じ
て
我
と
爲
す
。
我
に
二
種
有
り
。
一
に
人
我
、
二
に
法
我
な
り
。
若
し
麼
字
門
を
見
れ
ば

則
ち
一
切
諸
法
に
我
・
人
・
衆
生
等
有
る
を
知
る
。
是
れ
を
増 ぞ

う

益 や
く

と
名
づ
く
。
是
れ
則
ち
字
相
な
り
。
一
切
世
間
は
但
だ
是
く
の
如
く
の
字
相
を

知
り
、
未
だ
曾
て
字
義
を
解
せ
ず
。
是
の
故
に
生
死
の
人
と
爲
す
。
如
來
は
實
の
如
く
實
義
を
知
る
。
所
以
に
大
覺
と
號
す
。 

 

【
註
記
】 

①
怛
麼
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「
ト
マ(

q)
tm

an

」。 

②
人
我
：
人
や
生
き
も
の
（
有
情
）
に
具
わ
っ
て
い
る
自
我
。 

③
法
我
：
人
や
生
き
も
の
以
外
（
非
情
）
の
「
五
蘊
」
や
外
界
の
一
切
法
の
実
体
（
自
性
）。 

④
増
益
：
実
体
（
自
性
）
の
な
い
も
の
を
あ
る
が
如
く
に
ま
す
ま
す
執
着
す
る
こ
と
。 



⑤
眞
實
義
：
世
間
は
法
界
と
等
同
と
い
う
真
実
義
。 

⑥
大
覺
：
如
来
の
別
称
。 

 

【
私
訳
】 

四
に
「
麼
字 
」
の
意
味
と
言
っ
た
の
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「(

q)
tm

an

」
と
言
う
。
こ
れ
を
翻
訳
し
た
の
が
「
我
」
で
あ
る
。
こ
の
「
我
」

に
二
通
り
あ
る
。
一
に
人
我
、
二
に
法
我
で
あ
る
。
も
し
「
麼
字 

」
門
を
見
れ
ば
、
一
切
諸
法
に
我
・
人
・
衆
生
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
こ
れ

を
「
増
益
」
と
名
づ
く
。
こ
れ
が
外
形
で
あ
る
。
一
切
の
世
間
は
た
だ
こ
の
よ
う
な
外
形
を
知
り
、
未
だ
そ
の
字
の
深
い
意
味
を
理
解
し
て
い
な

い
。
そ
の
故
に
生
死
輪
廻
の
人
と
言
う
。
如
來
は
さ
な
が
ら
に
（
世
間
も
）
真
実
義
（
で
あ
る
こ
と
）
を
知
る
。
だ
か
ら
「
大
覚
」
と
言
う
。 

 

■
字
義 

◆
字
義
の
概
説 

【
原
文
】 

二
解
字
義
有
四
。
訶
阿
汚
麼
四
字
差
別
故 

 

【
書
き
下
し
】 

二
に
字
義
を
解
す
る
に
四
つ
有
り
。
訶
・
阿
・
汙
・
麼
、
四
字
の
差
別
あ
る
が
故
に
。 

 

【
私
訳
】 

二
に
、
吽
字
の
意
味
を
解
説
す
る
の
に
四
通
り
が
あ
る
。
訶
字
・
阿
字
・
汙
字
・
麼
字
と
い
う
四
字
の
ち
が
い
が
あ
る
が
か
ら
で
あ
る
。 

 



◆
字
義
の
各
説 

◇
訶
字 

【
原
文
】 

初
訶
字
實
義
者
。
所
謂
訶
字
門
一
切
諸
法
因
不
可
得
故
。
何
以
故
。
以
諸
法
展
轉
待
因
成
故
。
當
知
最
後
無
依
。
故
説
無
住
爲
諸
法
本
。
所
以
然

者
以
種
種
門
觀
諸
法
因
縁
悉
不
生
故
。
當
知
萬
法
唯
心
。
心
之
實
相
即
是
一
切
種
智
。
即
是
諸
法
法
界
。
法
界
即
是
諸
法
之
體
不
得
爲
因
。
以
是

言
之
因
亦
是
法
界
。
縁
亦
是
法
界
。
因
縁
所
生
法
亦
是
法
界
。
阿
字
門
從
本
歸
末
畢
竟
到
如
是
處
。
今
亦
訶
字
門
亦
從
末
歸
本
畢
竟
到
如
是
處
。

阿
字
從
本
不
生
生
一
切
法
。
今
亦
訶
字
以
無
因
待
爲
諸
法
因
。
終
始
同
歸
。
則
中
間
旨
趣
皆
可
知
矣
。
是
名
訶
字
實
義  

 

【
書
き
下
し
】 

初
め
に
訶
字
の
實
義
と
は
、
謂
わ
ゆ
る
訶
字
門
の
一
切
諸
法
因
不
可
得
の
故
に
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。「
諸
法
は
展
轉
し
て
因
を
待
っ
て
成
ず
る

を
以
っ
て
の
故
に
。
當
に
知
る
べ
し
、
最
後
は
依
無
き
が
故
に
無
住
を
説
き
諸
法
の
本
と
爲
す
。
然
る
所
以
は
、
種
種
の
門
を
以
っ
て
諸
法
の
因

縁
を
觀
ず
る
に
、
悉
く
不
生
の
故
に
。
當
に
知
る
べ
し
、
萬
法
は
唯
心
な
り
。
心
の
實
相
は
即
ち
是
れ
一
切
種
智
な
り
。
即
ち
是
れ
諸
法
法
界
な

り
。
法
界
は
即
ち
是
れ
諸
法
の
體
な
り
。
因
と
爲
る
を
得
ず
。
是
れ
を
以
っ
て
之
を
言
わ
ば
、
因
は
亦
た
是
れ
法
界
、
縁
は
亦
た
是
れ
法
界
、
因

縁
所
生
の
法
も
亦
た
是
れ
法
界
な
り
。
阿
字
門
は
本
從
り
末
に
歸
し
、
畢
竟
じ
て
是
く
の
如
く
の
處
に
到
る
。
今
亦
た
、
訶
字
門
も
亦
た
末
從
り

本
に
歸
し
、
畢
竟
じ
て
是
く
の
如
く
の
處
に
到
る
。
阿
字
は
本
不
生
從
り
一
切
法
を
生
ず
。
今
亦
、
訶
字
は
無
因
待
を
以
っ
て
諸
法
の
因
と
爲
す
。

終
始
同
じ
く
歸
す
。
則
ち
中
間

ち
ゅ
う
げ
ん

の
旨
趣

し
い
し
ゅ

、
皆
知
る
可
し
」。
是
れ
を
訶
字
の
實
義
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
訶
字
門
：「

」
の
字
相
と
字
義
。 



②
種
種
の
門
：
さ
ま
ざ
ま
な
学
派
。 

③
萬
法
唯
心
：
一
切
諸
法
は
心
作
用
の
顕
わ
れ
だ
と
い
う
唯
識
の
説
。 

④
一
切
種
智
：
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
等
同
な
在
り
様
と
個
別
具
体
的
な
在
り
様
、
空
と
宥
の
、
不
二
一
体
を
知
る
仏
の
智
慧
。 

⑤
本
不
生
：
阿
字
本
不
生
。
阿
字
の
外
形
的
な
字
相
は
「
本
不
生
」（
一
切
諸
法
は
空
で
あ
っ
て
自
ら
生
じ
な
い

an
u
tp

qd
a

）
で
あ
る
が
、
実
義
で

は
阿
字
か
ら
一
切
諸
法
が
生
じ
る
。 

⑥
無
因
待
：
訶
字
の
外
形
的
な
字
相
は
「
因
」
か
ら
生
じ
な
い
も
の
は
な
い
の
だ
が
、「
無
因
待
」（「
因
」
を
待
た
な
い
こ
と
）
を
以
っ
て
一
切
諸

法
の
「
因
」
と
す
る
）。 

⑦
中
間
の
旨
趣
：
阿
字
と
訶
字
の
中
間
の
文
字
。 

 

【
私
訳
】 

最
初
に
「
訶
字 

」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
（
実
義
）
か
ら
言
う
と
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、「
訶
字
」
門
は
（
字
相
で
は
「
因
」
か
ら
生
じ
な
い
も

の
は
な
い
の
だ
が
）
一
切
諸
法
の
「
因
」
が
あ
る
と
か
な
い
と
か
捉
え
よ
う
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、（『
大
日
経
疏
』

第
七
に
言
う
よ
う
に
）「
諸
法
は
次
々
と
展
開
し
て
伝
わ
り
、
そ
の
「
因
」
と
と
も
に
成
り
立
っ
て
い
る
（
の
で
、
そ
も
そ
も
固
定
的
な
「
因
」
な

ど
な
い
）
か
ら
で
あ
る
。
よ
く
知
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
が
、（
原
因
の
も
と
を
ど
ん
な
に
た
ど
っ
て
も
）
最
後
は
拠
り
所
と
な
る
「
因
」
な
ど
な

い
の
で
、
諸
法
は
住
せ
ず
と
言
っ
て
諸
法
の
基
本
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
派
が
諸
法
の
直
接
間
接
の
原
因
を
観
察
し

て
、
い
ず
れ
も
が
本
来
不
生
と
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
よ
く
知
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
が
、
一
切
諸
法
は
（
存
在
す
る
の
で
は
な
く
）

た
だ
心
作
用
の
顕
わ
れ
（
表
象
）
で
あ
る
。
心
の
真
実
の
在
り
様
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
等
同
な
在
り
様
と
個
別
具
体
的
な
在
り
様
、「
空
」
と
「
有
」

の
不
二
一
体
を
知
る
仏
の
智
慧
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
諸
法
は
法
界
で
あ
り
。
法
界
は
諸
法
の
本
体
で
あ
り
、
諸
法
の
「
因
」
に
は
な
ら
な
い
（
諸

法
が
「
因
」
か
ら
生
じ
る
こ
と
は
な
い
）。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、「
因
」
も
法
界
で
あ
り
、
縁
も
法
界
で
あ
り
、
因
縁
所
生
の
諸
法
も
法
界
で
あ

る
。「
阿
字
」
門
は
、
本
の
「
阿
字 

」
か
ら
最
後
の
「
吽
字 

」
ま
で
、
畢
竟
こ
の
よ
う
な
本
来
の
所
に
到
る
。
今
ま
た
、「
訶
字
」
門
も



最
後
か
ら
最
初
ま
で
、
畢
竟
こ
の
よ
う
な
本
来
の
所
に
到
る
。「
阿
字
」
は
、「
本
不
生
」
か
ら
一
切
諸
法
を
生
み
出
す
。
今
ま
た
、「
訶
字
」
の
外

形
的
な
字
相
は
「
因
」
か
ら
生
じ
な
い
も
の
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
実
義
で
は
「
無
因
待
」（「
因
」
を
待
た
な
い
こ
と
）
を
以
っ
て
一
切

諸
法
の
「
因
」
と
す
る
。
終
り
の
「
訶
字
」
も
初
め
の
「
阿
字
」
も
同
じ
く
「
本
不
生
」
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。「
訶
字
」
と
「
阿
字
」
の
中
間
の

文
字
も
、
皆
同
様
に
知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
を
「
訶
字
」
の
本
当
の
意
味
（
実
義
）
と
言
う
。 

 

◇
阿
字 

【
原
文
】 

次
阿
字
實
義
者
有
三
義
。
謂
不
生
義
空
義
有
義
。
如
梵
本
阿
字
有
本
初
聲
。
若
有
本
初
則
是
因
縁
之
法
。
故
名
爲
有
。
又
阿
者
無
生
義
。
若
法
攬

因
縁
成
則
自
無
有
性
。
是
故
爲
空
。
又
不
生
義
者
即
是
一
實
境
界
即
是
中
道
。
故
龍
猛
云
。
因
縁
生
法
亦
空
亦
假
亦
中
。
又
大
論
明
薩
婆
若
有
三

種
名
。
一
切
智
與
二
乘
共
。
道
種
智
與
菩
薩
共
。
一
切
種
智
是
佛
不
共
法
。
此
三
智
其
實
一
心
中
得
。
爲
分
別
令
人
易
解
故
作
三
種
名
。
即
是
阿

字
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

次
に
、
阿
字
の
實
義
と
は
、
三
義
有
り
。
謂
わ
く
、
不
生
の
義
・
空
の
義
・
有
の
義
な
り
。
梵
本
の
阿
字
の
如
き
は
本
初
の
聲
有
り
。
若
し
本
初

有
る
は
則
ち
是
れ
因
縁
の
法
な
り
。
故
に
名
づ
け
て
有
と
爲
す
。
又
、
阿
と
は
、
生
じ
る
こ
と
無
し
の
義
な
り
。
若
し
法
、
因
縁
を
攬 と

っ
て
成
ず

る
は
則
ち
自
ら
性
有
る
こ
と
無
し
。
是
の
故
に
空
と
爲
す
。
又
、
不
生
の
義
と
は
、
即
ち
是
れ
一 い

ち

實 じ
つ

の
境
界
、
即
ち
是
れ
中
道
な
り
。
故
に
龍
猛

云
わ
く
、「
因
縁
生
の
法
は
亦
た
空
、
亦
た
假 げ

、
亦
中
な
り
」
と
。
又
、『
大
智
度
論
』
に
薩
婆
若
を
明
か
す
に
三
種
の
名
有
り
。
一
切
智
は
二
乘



と
共 ぐ

う

す
。
道
種
智
は
菩
薩
と
共
す
。
一
切
種
智
は
是
れ
佛
の
不
共
法
な
り
。
此
の
三
智
は
其
れ
實
に
は
一
心
中
に
得
。
分
別
し
て
人
を
し
て
易
解

せ
し
め
ん
が
爲
の
故
に
三
種
の
名
を
作
す
。
即
ち
是
れ
阿
字
の
義
な
り
。 

 

【
註
記
】 

①
一
實
：
唯
一
絶
対
の
真
実
。
中
道
。 

②
龍
猛
：
イ
ン
ド
大
乗
中
観
派
の
開
祖
、
龍
樹
。 

③
因
縁
生
の
法
は
亦
た
空
、
亦
た
假
、
亦
中
な
り
：『
中
論
』「
観
四
諦
品
」
が
説
く
「
空
・
仮
・
中
の
三
諦
」。 

④
薩
婆
若
：
一
切
（
種
）
智
。 

 

【
私
訳
】 

次
に
、「
阿
字 

」
の
本
当
の
意
味
（
実
義
）
と
は
、（『
大
日
経
疏
』
巻
七
に
言
う
）
三
通
り
が
あ
る
。「
不
生
」
と
い
う
意
味
と
「
空
」
と
い
う

意
味
と
「
有
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
阿
字
」
に
は
「
本
初
」
を
意
味
す
る
「qdi

」
と
い
う
音
が
あ
る
。
も
し
存
在
す
る
も
の
の
原
初
（
本
初
）

が
実
在
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
法
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
れ
を
「
有
」
と
言
う
。
ま
た
、「
阿 

」
と
は
、
生
じ
る
こ
と
無
し

（an
u
tp

qd
a

）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
も
し
あ
る
法
が
因
縁
所
生
で
あ
る
な
ら
実
体
（
自
性
）
が
な
い
。
だ
か
ら
「
空
」
と
言
う
。
ま
た
、「
不
生
」

の
意
味
と
い
う
の
は
、
唯
一
絶
対
の
真
実
の
境
界
、
つ
ま
り
（
中
観
派
が
説
く
）「
中
道
」
で
あ
る
。
そ
の
故
に
龍
猛
菩
薩
が
言
う
に
、「
因
縁
所

生
の
諸
法
は
空
で
あ
り
、
ま
た
仮
で
あ
り
、
ま
た
中
で
あ
る
」
と
。
ま
た
、『
大
智
度
論
』
に
は
一
切
（
種
）
智
（
薩
婆
若
）
を
明
ら
か
に
す
る
の

に
三
種
の
名
称
が
あ
る
。
一
つ
に
は
（
空
の
）
一
切
智
は
声
聞
・
縁
覚
の
二
乘
と
共
通
す
る
智
慧
。
二
つ
目
の
（
化
他
の
）
道
種
智
は
菩
薩
に
共

通
す
る
智
慧
。（
空
と
宥
の
不
二
一
体
を
知
る
）
一
切
種
智
は
仏
だ
け
の
（
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
に
は
共
通
し
な
い
）
不
共
法
で
あ
る
。
こ
の
三
つ

の
智
慧
は
、
実
は
一
心
の
中
に
体
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
別
々
に
し
て
人
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
三
通
り
の
名
称
に
し
た
の
で
あ
る
。



こ
れ
が
「
阿
字
」
の
意
味
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

又
所
謂
阿
字
門
一
切
諸
法
本
不
生
者
。
凡 

三
界
語
言
皆
依
於
名
。
而
名
依
於
字
。
故
悉
曇
阿
字
亦
爲
衆
字
之
母
。
當
知
阿
字
門
眞
實
義
亦
復
如
是
。

遍
於
一
切
法
義
之
中
也
。
所
以
者
何
。
以
一
切
法
無
不
從
衆
縁
生
。
從
縁
生
者
悉
皆
有
始
有
本
。
今
觀
此
能
生
之
縁
。
亦
復
從
衆
因
縁
生
。
展
轉

從
縁
誰
爲
其
本
。
如
是
觀
察
時
則
知
本
不
生
際
。
是
萬
法
之
本
。
猶
如
聞
一
切
語
言
時
即
是
聞
阿
聲
。
如
是
見
一
切
法
生
時
即
是
見
本
不
生
際
。

若
見
本
不
生
際
者
是
如
實 
知
自
心
。
如
實
知
自
心
即
是
一
切
。
智
智
。
故
毘
盧
遮
那
唯
以
此
一
字
爲
眞
言
也
。
而
世
間
凡
夫
不
觀
諸
法
本
源
故
妄

見
有
生
。
所
以
隨
生
死
流
不
能
自
出
如
彼
無
智
畫
師
自
運
衆
綵
作
可
畏
夜
叉
之
形
。
成
已
還
自
觀
之
心
生
怖
畏
頓
躄
于
地
。
衆
生
亦
復
如
是
。
自

運
諸
法
本
源
畫
作
三
界
。
而
還
自
沒
其
中
。
自
心
熾
然
備
受
諸
苦
。
如
來
有
智
畫
師
既
了
知
已
。
即
能
自
在
成
立
大
悲
漫
荼
羅
。
由
是
而
言
。
所

謂
甚
深
祕
藏
者
衆
生
自
祕
之
耳
。
非
佛
有
隱
也
。
是
則 

阿
字
之
實
義
也
。 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、（『
大
日
経
疏
』
第
七
に
）「
謂
わ
ゆ
る
阿
字
門
の
一
切
諸
法
本
不
生
と
は
、
凡
そ
三
界
の
語
言
は
皆
名
に
依
る
。
而
し
て
名
は
字
に
依
る
。
故

に
悉
曇
の
阿
字
を
亦
た
衆
字
の
母
と
爲
す
。
當
に
知
る
べ
し
、
阿
字
門
の
眞
實
義
も
亦
た
復
た
是
く
の
如
し
。
一
切
法
義
の
中
に
遍
ず
る
な
り
。

所
以
は
何

い
か
ん

ん
。
一
切
法
は
衆
縁
從
り
生
ぜ
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
っ
て
、
縁
從
り
生
ず
る
者
は
悉
く
皆
始
め
有
り
本
有
り
。
今
、
此
の
能
生
の
縁
を

觀
ず
る
に
、
亦
た
復
た
衆
の
因
縁
從
り
生
ず
。
展
轉

ち
ん
で
ん

し
て
縁
に
從
う
。
誰
か
其
の
本
と
爲
る
。
是
く
の
ご
と
く
觀
察
す
る
時
、
則
ち
本
不
生
際
は

是
れ
萬
法
の
本
と
知
る
。
猶
し
一
切
の
語
言
を
聞
く
時
に
即
ち
是
れ
阿
の
聲
を
聞
く
が
如
し
。
是
く
の
如
く
、
一
切
法
の
生
じ
る
を
見
る
時
、
即



ち
是
れ
本 ほ

ん

不
生
際

ぷ
し
ょ
う
ざ
い

を
見
る
な
り
。
若
し
本
不
生
際
を
見
る
者
は
、
是
れ
「
實
の
如
く
自
心
を
知
る
」。
實
の
如
く
自
心
を
知
る
は
即
ち
是
れ
一
切
智

智
な
り
。
故
に
毘
盧
遮
那
は
唯
だ
此
の
一
字
を
以
っ
て
眞
言
と
爲
す
な
り
。
而
し
て
、
世
間
の
凡
夫
は
諸
法
の
本
源
を
觀
ぜ
ざ
る
が
故
に
妄
り
に

生
じ
る
こ
と
有
り
と
見
る
。
所
以
に
、
生
死
の
流
れ
に
隨
い
自
ら
出
る
こ
と
能
わ
ず
。
彼
の
無
智
の
畫
師
、
自
ら
衆
綵

し
ゅ
さ
い

を
運
ん
で
畏
る
べ
き
夜
叉

の
形
を
作 な

し
、
成
し
已
っ
て
還
っ
て
自
ら
之
を
觀
て
心
に
怖
畏
を
生
じ
て

頓
た
ち
ま
ち

に
地
に
躄
う
る
が
如
し
。
衆
生
も
亦
た
復
た
是
く
の
如
し
。
自
ら

諸
法
の
本
源
を
運
ん
で
三
界
を
畫
作
し
、
而
し
て
還
っ
て
自
ら
其
の
中
に
沒
し
、
自
心
に
熾 し

然 ね
ん

に
し
て
備

つ
ぶ
さ

に
諸
苦
を
受
く
。
如
來
の
有
智
の
畫
師

は
既
に
了
知
し
已
り
、
即
ち
能
く
自
在
に
大
悲
漫
荼
羅
を
成

立

じ
ょ
う
り
ゅ
う

す
。
是
れ
に
由
っ
て
言
わ
ば
、
謂
わ
ゆ
る
甚
深
祕
藏
と
は
、
衆
生
の
自
ら
之
を

祕
す
の
み
。
佛
の
隱
く
す
こ
と
有
ら
非
る
な
り
」
と
。
是
れ
則
ち
阿
字
の
實
義
な
り
。 

 

【
註
記
】 

①
阿
字
門
：「

」
の
字
相
と
字
義
。 

②
名
：
コ
ト
バ
の
分
節
。 

③
悉
曇
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
梵
字
表
記
。 

④
衆
綵
：
種
種
の
い
ろ
ど
り
。
多
色
。 

⑤
熾
然
：
さ
か
ん
に
。 

 



【
私
訳
】 

又
、（『
大
日
経
疏
』
第
七
に
）「
い
わ
ゆ
る
「
阿
字 

」
門
（
の
字
義
）
が
、
一
切
諸
法
は
も
と
も
と
自
ら
生
じ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、

総
じ
て
言
え
ば
、
凡
夫
・
衆
生
の
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
（
三
界
）
の
言
語
は
す
べ
て
（
如
来
の
）
コ
ト
バ
の
分
節
に
依
っ
て
い
て
、
し
か
も
、

そ
の
分
節
は
文
字
で
凡
夫
・
衆
生
の
三
界
に
現
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
悉
曇
で
書
く
「

」
字
を
あ
ら
ゆ
る
文
字
の
字
母
と
し
て
い
る
。
よ
く

知
っ
て
お
く
べ
き
で
、「
阿
字
」
門
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
も
ま
た
こ
れ
と
同
じ
で
、
そ
れ
は
一
切
諸
法
の
意
味
の
な
か
に
満
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
わ
け
は
何
か
と
言
え
ば
、
一
切
諸
法
は
諸
々
の
縁
か
ら
生
じ
な
い
も
の
は
な
い
の
だ
か
ら
、
縁
か
ら
生
ず
る
モ
ノ
に
は
み
な
始
め
（
の
縁
）

が
あ
り
本
（
に
な
る
縁
）
が
あ
る
。
今
、
こ
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
生
み
出
す
能
生
の
縁
を
観
察
す
る
と
、
ま
た
多
く
の
因
縁
か
ら
生
じ
て
い
る
。

次
々
と
連
な
り
転
じ
て
縁
に
従
っ
て
い
る
。
ど
の
縁
が
そ
の
本
源
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
観
察
す
る
と
、
も
と
も
と
一
切
諸
法
は
自
ら
生

じ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
本
不
生
際
は
一
切
諸
法
の
本
源
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
言
語
で
言
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
、
一
切
の
言
語
を
聞
く

時
、
そ
の
な
か
に
「

」
の
声
を
聞
く
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
切
法
の
生
じ
る
を
見
る
時
、
本
不
生
際
を
見
る
の
で
あ
る
。
も
し

本
不
生
際
を
見
る
人
は
、（『
大
日
経
』
住
心
品
に
言
う
）「
実
の
如
く
自
心
を
知
る
」
の
で
あ
る
。「
実
の
如
く
自
心
を
知
る
」
と
は
「
一
切
智
智
」

（
仏
智
）
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
毘
盧
遮
那
如
来
は
た
だ
「
阿
字 

」
の
一
字
を
そ
の
真
言
と
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
世
間
の
凡
夫
は
諸
法
の

本
源
を
観
察
な
ど
し
な
い
か
ら
、
み
だ
り
に
一
切
諸
法
は
自
ら
生
じ
る
も
の
と
見
て
い
る
。
だ
か
ら
、
生
死
の
輪
廻
に
漂
い
、
自
力
で
そ
こ
か
ら

出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
る
で
、
仏
道
に
無
知
な
絵
師
が
、
自
ら
い
ろ
い
ろ
な
色
を
持
ち
出
し
て
畏
る
べ
き
夜
叉
の
絵
を
画
き
、
画
き
終
っ
て

自
ら
そ
れ
を
見
て
心
に
恐
怖
を
抱
き
、
に
わ
か
に
地
べ
た
に
い
ざ
っ
て
歩
く
の
と
同
じ
で
あ
る
。
衆
生
も
ま
た
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
自
ら
諸
法

の
本
源
を
持
ち
出
し
て
三
界
を
画
き
、
そ
し
て
そ
の
な
か
に
自
ら
埋
没
し
、
さ
か
ん
に
自
ら
の
心
に
諸
々
の
苦
を
み
な
受
容
し
て
い
る
。
如
來
と

い
う
智
慧
あ
る
絵
師
は
す
で
に
本
不
生
際
を
充
分
に
知
っ
て
い
て
、
自
在
に
大
悲
利
他
の
曼
荼
羅
を
造
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
言
え
ば
、
い
わ

ゆ
る
甚
深
祕
藏
と
い
う
の
は
、
衆
生
が
自
ら
こ
れ
を
祕
し
て
い
る
だ
け
で
、
仏
が
隱
し
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
「
阿
字
」

の
ほ
ん
と
う
の
意
味
な
の
で
あ
る
。 

 



【
原
文
】 

又
經
云
。
阿
字
者
是
菩
提
心
義
。
是
諸
法
門
義
。
亦
無
二
義
。
亦
諸
法
果
義
。
亦
是
諸
法
性
義
是
自
在
義
。
又
法
身
義
。
如
是
等
義
皆
是
阿
字
實

義
也
。
又
守
護
國
界
主
陀
羅
尼
經
説
。
爾
時
一
切
法
自
在
王
菩
薩
摩
訶
薩
白
佛
言
。 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、（『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
）
經
』
に
云
わ
く
、「
阿
字
と
は
、
是
れ
菩
提
心
の
義
、
是
れ
諸
法
門
の
義
、
亦
た
無
二
の
義
、
亦
た
諸
法
果
の
義
、

亦
た
是
れ
諸
法
性
の
義
、
是
れ
自
在
の
義
、
又
、
法
身
の
義
な
り
」
と
。
是
く
の
如
き
等
の
義
、
皆
是
れ
阿
字
の
實
義
な
り
。
又
、

『
守
護
國
界
主
陀
羅
尼
經

し
ゅ
ご
こ
っ
か
い
し
ゅ
だ
ら
に
き
ょ
う

』
に
説
く
、「
爾
の
時
、
一
切
法
自
在
王
菩
薩
摩
訶
薩
、
佛
に
白
し
て
言
さ
く
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
『
守
護
國
界
主
陀
羅
尼
經
』：
宗
祖
大
師
の
長
安
に
お
け
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
師
、
醴
泉
寺
の
般
若
三
蔵
・
牟
尼
室
利
三
蔵
の
共
訳
。
陀
羅
尼

の
霊
力
に
よ
っ
て
国
主
を
守
護
す
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
衆
生
を
守
る
こ
と
と
国
家
鎮
護
を
説
く
密
教
経
典
。 

②
一
切
法
自
在
王
菩
薩
摩
訶
薩
：
一
切
法
に
お
い
て
無
自
性
・
空
の
自
在
を
得
た
菩
薩
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
、『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』
に
言
う
に
、「
阿
字
と
は
、
こ
れ
菩
提
心
の
意
味
、
諸
々
の
法
門
の
意
味
、
無
二
の
意
味
、
仏
法
の
成
果
の
意

味
、
諸
々
の
真
実
性
の
意
味
、
自
在
の
意
味
、
ま
た
、
法
身
の
意
味
で
あ
る
」
と
。
こ
の
よ
う
な
意
味
が
「
阿
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
あ
る
。

ま
た
『
守
護
國
界
主
陀
羅
尼
経
』
に
説
く
、「
そ
の
時
一
切
法
自
在
王
菩
薩
摩
訶
薩
、
佛
に
白
し
て
言
さ
く
。（
以
下
、
阿
字
の
百
義
を
説
く
）」
と
。 

 



◇
汙
字 

【
原
文
】 

三
汙
字
實
義
者
。
所
謂
汙
字
門
一
切
諸
法
損
減
不
可
得
故
。
是
名
字
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

三
に
、
汙
字
の
實
義
と
は
、
謂
わ
ゆ
る
汙
字
門
は
一
切
諸
法
損
減
不
可
得
の
故
に
、
是
れ
を
字
義
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
汙
字
門
：
汙
字
の
字
相
と
字
義
。 

②
一
切
諸
法
損
減
不
可
得
：
一
切
諸
法
へ
の
執
着
が
損
傷
し
た
り
縮
小
し
た
り
す
る
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
味
。「
損
減
」
は
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
で
「[

n
a

」。「
不
足
」「
未
満
」「
過
少
」
な
ど
の
意
味
で
あ
る
が
、
仏
典
で
は
「
損
減
」「
減
」
と
漢
訳
さ
れ
る
。 

 

【
私
訳
】 

三
に
、「
汙
字

」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
と
は
、
す
な
わ
ち
、「
汙
字

」
門
は
一
切
諸
法
損
減
不
可
得
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
字
義
と
言
う
。 

 

【
原
文
】 

復
次
一
心
法
界
猶
如
一
虚
常
住
。
塵
數
智
慧
譬
如
三
辰
本
有
。
雖
云
高
山
干
漢
曾
臺
切
天
。
而
不
損
減
者
大
虚
之
徳 

也
雖
云
劫
水
漂
地
猛
火
燒
臺
。

而
不
増
益
者
大
虚
之
徳
也
。
一
心
虚
空
亦
復
如
是
。
雖
云
無
明
住
地
無
邊
際
。
我
慢
須
彌
無
頭
頂
。
而
一
心
虚
空
本
來
常
住
不
損
不
減
。
是
則
汙

字
實
義
也
。
雖
六
師
外
道
撥
無
因
果
。
三
密
虚
空
本
來
湛
然
無
損
無
減
。
是
名
汙
字
實
義
。 

 



【
書
き
下
し
】 

復
た
次
に
、
一
心
法
界
は
猶
し
一
虚
の
常
住
の
如
く
、
塵
數
の
智
慧
は
譬
え
ば
三
辰
の
本
有
の
如
し
。
高
山
漢
を
干
か
し
、
曾
臺
天
を
切
る
と
云

う
と
雖
も
、而
し
て
損
減
せ
ざ
る
は
大
虚
の
徳
な
り
。
劫 こ

っ

水 す
い

地
を
漂

う
る
お

し
猛
火
臺
を
燒
く
と
云
う
と
雖
も
、而
し
て
増
益
せ
ざ
る
は
大
虚
の
徳
な
り
。 

一
心
の
虚
空
亦
た
復
た
是
く
の
如
し
。
無
明
の
住
地
邊
際
無
く
、
我
慢
の
須
彌
頭
頂
無
し
と
云
う
と
雖
も
、
而
し
て
一
心
の
虚
空
は
本
來
常
住
に

し
て
損
せ
ず
、
減
せ
ず
。
是
れ
則
ち
汙
字
の
實
義
な
り
。
六
師
外
道
因
果
を
撥
無
す
と
雖
も
、
三
密
の
虚
空
は
本
來
湛
然
と
し
て
損
も
無
く
減
も

無
し
。
是
れ
を
名
汙
字
の
實
義
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
一
心
法
界
：
衆
生
の
不
二
の
心
に
宿
る
真
実
の
世
界
（
法
界
）。 

②
一
虚
：
唯
一
の
虚
空
。 

③
三
辰
：
日
辰
・
月
辰
・
星
辰
。 

④
漢
：
天
。 

⑤
曾
臺
：
高
台
。 

⑥
劫
水
：
世
界
の
終
末
の
水
災
劫
に
起
る
大
洪
水
。 

⑦
六
師
外
道
：
釈
尊
と
同
じ
時
代
の
六
人
の
思
想
家
。
プ
ー
ラ
ナ
・
カ
ッ
サ
パ
（
道
徳
否
定
論
）、
パ
ク
ダ
・
カ
ッ
チ
ャ
ー
ヤ
ナ
（
要
素
集
合
論
）、

ア
ジ
タ
・
ケ
ー
サ
カ
ン
バ
リ
ン
（
唯
物
論
）、
マ
ッ
カ
リ
・
ゴ
ー
サ
ー
ラ
（
邪
命
外
道
、
宿
命
論
）、
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
・
ベ
ー
ラ
ッ
テ
ィ
ブ
ッ
ダ
（
不

可
知
論
）、
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
（
ニ
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
ブ
ッ
ダ
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
）。 

⑧
湛
然
：
静
寂
不
動
で
あ
る
こ
と
。 

 



【
私
訳
】 

ま
た
次
に
、
衆
生
の
不
二
の
心
に
宿
る
真
実
の
世
界
（
法
界
）
は
、
ち
ょ
う
ど
唯
一
の
虚
空
が
常
住
不
変
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、（
真
実
の
世
界
の
）

塵
の
数
ほ
ど
の
無
数
の
智
慧
は
、
譬
え
ば
日
辰
・
月
辰
・
星
辰
が
も
と
も
と
あ
る
の
と
お
な
じ
で
あ
る
。
高
い
山
は
天
を
犯
し
、
高
台
は
天
を
切

る
と
言
う
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
自
ら
損
傷
し
た
り
縮
小
し
た
り
し
な
い
の
は
広
大
な
虚
空
の
徳
で
あ
る
。
世
界
の
終
末
の
水
災
劫
に
起
る
大
洪

水
が
大
地
に
満
ち
、
大
火
災
が
高
台
を
焼
く
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
で
も
増
大
し
た
り
満
ち
た
り
し
な
い
の
は
広
大
な
虚
空
の
徳
で
あ
る
。
衆
生
の

不
二
の
心
に
宿
る
虚
空
は
以
上
の
通
り
で
、「
無
明
」
の
心
位
は
限
界
が
な
く
我
執
は
須
弥
山
の
頂
上
さ
え
も
な
い
く
ら
い
だ
と
言
っ
て
も
、
そ
れ

で
も
衆
生
の
不
二
の
心
に
宿
る
虚
空
は
も
と
も
と
常
住
に
し
て
損
傷
も
せ
ず
、
縮
小
も
し
な
い
。
こ
れ
が
「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
あ
る
。

六
師
外
道
は
仏
教
の
説
く
因
果
の
道
理
を
否
定
す
る
が
、
密
教
の
言
う
「
三
密
」
は
、
虚
空
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
静
寂
不
動
で
損
傷
も
な
く
、

縮
小
も
な
い
。
こ
れ
が
「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

諸
二
乘
等
擧
無
我
之
利
斧
斫
身
心
之
柴
薪
。
然
猶
一
心
本
法
寧
有
損
減
。
故
名
汙
字
不
損
減
。
又
大
乘
空
觀
之
猛
火
燒
人
法
執
著
之
塵
垢
無
有
遺

餘
。
三
密
不
損
猶
如
火
布
垢
盡
衣
淨
。
汙
字
實
義
亦
復
如
是 

復
次
或
破
遍
計
之
蜃
樓
壞
依
他
之
幻
城
。
三
密
本
法
豈
有
毀
傷
乎
。
汙
字
實
義
應

如
是
知
。
又
有
人
厭
有
爲
之
非
眞
欣
無
爲
之
離
妄
。
絶
言
語
道
於
癈
詮
之
門
。
滅
心
行
處
於
寂
滅
之
津
。
於
此
三
密
本
法
何
曾
絶
減
。
汙
字
實
義

應
當
知
之
。 

 

【
書
き
下
し
】 

諸
々
の
二
乘
等
、
無
我
の
利 り

斧 ふ

を
擧
げ
、
身
心
の
柴 さ

い

薪 し
ん

を
斫
る
。
然
れ
ど
も
猶
、
一
心
の
本
法
は
寧
ろ
損
減
有
ら
ん
。
故
に
汙
字
の
不
損
減
と
名

づ
く
。
又
、
大
乘
の
空
觀
の
猛
火
、
人
法
執
著
の
塵
垢
を
燒
き
遺
餘
有
る
こ
と
無
け
れ
ど
も
、
三
密
の
損
せ
ざ
る
こ
と
、
猶
し
火
布
の
垢
盡
き
て



衣
淨
き
が
如
し
。
汙
字
の
實
義
亦
た
復
た
是
く
の
如
し
。
復
た
次
に
、
或
い
は
遍
計

へ
ん
げ

の
蜃
樓

し
ん
ろ
う

を
破
し
、
依 え

他 た

の
幻 げ

ん

城
じ
ょ
う

を
壞
す
れ
ど
も
、
三
密
の
本

法
は
豈
に
毀
傷

き
し
ょ
う

有
ら
ん
や
。
汙
字
の
實
義
、
應
に
是
く
の
如
く
知
る
べ
し
。
又
、
人
有
っ
て
有
爲

う

い

の
眞
に
非
ざ
る
を
厭
い
、
無
爲

む

い

の
妄
を
離
る
る

を
欣
ん
で
、
言
語
の
道
を
癈 は

い

詮 せ
ん

の
門
に
絶
し
、
心
行
の
處
を
寂
滅
の
津
に
滅
す
れ
ど
も
、
此
の
三
密
の
本
法
の
於
い
て
何
ぞ
曾
て
絶
減
せ
ん
。
汙

字
の
實
義
、
應
に
當
に
之
を
知
る
べ
し
。 

 

【
註
記
】 

①
利
斧
：
鋭
い
斧
。 

②
柴
薪
：
柴
と
薪
、
燃
料
。
五
蘊
の
比
喩
。 

③
火
布
：
火
浣
布
。
中
国
南
部
の
火
山
に
棲
む
火
ネ
ズ
ミ
の
毛
で
作
っ
た
耐
火
性
の
布
。
石
綿
。 

④
遍
計
：
遍
計
所
執
性
。
唯
識
が
言
う
「
三
性
」
の
一
つ
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
私
た
ち
の
主
観
が
妄
執
に
よ
っ
て
認
識
し
た
虚
妄
、
と
い
う
見
方
。 

⑤
蜃
樓
：
蜃
気
楼
、 

⑥
依
他
：
依
他
起
性
。
唯
識
が
言
う
「
三
性
」
の
一
つ
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
因
縁
に
よ
っ
て
他
に
依
存
し
て
生
ず
る
、
と
い
う
見
方
。 

⑦
幻
城
：
乾
闥
婆
城
。
乾
闥
婆
神
の
幻
術
に
よ
っ
て
空
中
に
現
わ
れ
た
幻
の
楼
城
。
蜃
気
楼
。 

⑧
有
爲
：
有
爲
法
。
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
。 

⑨
無
爲
：
無
爲
法
。
生
滅
転
変
し
な
い
常
住
不
変
の
も
の
。 

⑩
癈
詮
：
癈
詮
談
旨
。
言
語
で
言
い
表
わ
せ
な
い
、
の
意
。
言
亡
慮
絶
。 

 



【
私
訳
】 

声
聞
・
縁
覚
の
修
行
に
励
む
諸
々
の
二
乘
の
人
は
、「
無
我
」
と
い
う
鋭
い
斧
を
持
ち
上
げ
て
、
身
心
の
（
我
執
の
）
燃
料
の
「
五
蘊
」
を
砕
く
。

し
か
し
な
お
、
衆
生
の
不
二
の
心
に
宿
る
真
実
の
仏
法
（
密
教
）
に
は
損
傷
や
縮
小
が
な
い
。
だ
か
ら
、「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
を
不
損
減

と
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
乘
（
中
観
派
）
の
空
觀
の
猛
火
は
、
人
・
法
へ
の
執
著
の
塵
や
垢
れ
を
焼
き
、
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
が
、

生
仏
不
二
の
「
三
密
」（
平
等
）
は
損
減
は
し
な
い
。
ち
ょ
う
ど
中
国
南
部
の
火
山
に
棲
む
火
ネ
ズ
ミ
の
毛
で
作
っ
た
耐
火
性
の
布
（
火
布
）
が
、

火
で
焼
け
ば
垢
れ
が
な
く
な
る
だ
け
で
燃
え
ず
、
そ
の
火
布
で
で
き
た
衣
服
の
汚
れ
が
と
れ
て
淨
め
ら
れ
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。「
汙
字
」
の

ほ
ん
と
う
の
意
味
は
ま
た
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
次
に
、（
唯
識
派
が
）「
遍
計
所
執
性
」
を
説
い
て
実
在
し
な
い
蜃
気
楼
を
破
壊
し
、「
依

他
起
性
」
を
説
い
て
幻
の
城
（「
乾
闥
婆
城
」）
を
破
壞
す
る
け
れ
ど
も
、
生
仏
不
二
の
「
三
密
」（
平
等
）
に
ど
う
し
て
損
傷
な
ど
あ
る
で
あ
ろ
う

か
。「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
に
知
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
人
が
、
因
縁
所
生
の
有
爲
法
は
真
実
で
は

な
い
と
そ
れ
を
嫌
い
、
常
住
不
変
の
無
爲
法
は
妄
執
を
離
れ
て
い
る
と
そ
れ
を
欣
こ
び
、
コ
ト
バ
で
言
い
表
わ
す
方
法
を
コ
ト
バ
で
は
言
い
表
せ

な
い
（
廃
詮
談
旨
・
言
亡
慮
絶
）
と
い
う
考
え
方
で
拒
絶
し
、
心
の
は
た
ら
く
処
を
寂
滅
の
境
地
に
滅
除
す
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
「
三
密
」
平
等

の
ほ
ん
と
う
の
仏
法
（
密
教
）
に
お
い
て
、
拒
絶
や
減
除
な
ど
ど
う
し
て
あ
る
だ
ろ
う
か
。「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
と
は
、
ま
さ
し
く
こ
の

よ
う
に
知
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

所
謂
損
減
者
苦
空
無
常
無
我
故
。
四
相
遷
變
故
。
不
得
自
在
故
。
不
住
自
性
故
。
因
縁
所
生
故
。
相
觀
待
故
。
以
是
六
義
故
名
諸
法
損
減
。
今
所

謂
汙
字
實
義
者
不
如
是
也
。
經
云
。
汙
字
報
身
義
。
此
報
者
非
因
縁
酬
答
之
報
果
。
相
應
相
對
故
名
曰
報
也
。
此
則
理
智
相
應
故
曰
報
。
心
境
相

對
故
曰
報
也
。
法
身
智
身
相
應
無
二
故
名
報
。
性
相
無
礙
渉
入
故
曰
報
。
體
用
無
二
相
應
故
曰
報
也
。
是
故
常
樂
我
淨
汙
字
實
義
無
損
減
故
。
一

如
不
動
汙
字
實
義
無
異
相
遷
變
故
。
十
自
在
是
汙
字
實
義
無
罣
礙
故
。
本
住
體
性
汙
字
實
義
不
改
轉
故
。
遠
離
因
縁
汙
字
實
義
本
來
不
生
等
虚
空

故
。
超
過
觀
待
汙
字
實
義
同
一
性
故
。
復
次
因
縁
生
法
必
帶
四
相
。
帶
四
相
故
變
壞
無
常
。
變
壞
無
常
故
苦
空
無
我
。
苦
空
無
我
故
不
得
自
在
。



不
得
自
在
故
不
住
自
性
。
不
住
自
性
故
高
下
相
望
尊
卑
重
重
。
若
以
劣
望
勝
劣
則
爲
損
。
以
下
比
上
下
則
名
減
。
如
是
損
減
其
數
無
量
。
誠
是
背

本
向
末
違
源
順
流
之
所
致
也
。
是
故
三
界
六
道
。
長
迷
一
如
之
理
。
常
醉
三
毒
之
事
。
荒
獵
幻
野
無
心
歸
宅
。
長
眠
夢
落
覺
悟
何
時
。
今
以
佛
眼

觀
之
。
佛
與
衆
生
同
住
解
脱
之
床
。
無
此
無
彼
無
二
平
等
。
不
増
不
減
周
圓
周
圓
。
既
無
勝
劣
増
益
之
法
。
何
有
上
下
損
減
之
人
。
果
名
汙
字
實

義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

謂
わ
ゆ
る
損
減
と
は
、
苦
・
空
・
無
常
・
無
我
の
故
に
、
四
相
遷
變

せ
ん
ぺ
ん

の
故
に
、
不
得
自
在
の
故
に
、
不
住
自
性
の
故
に
、
因
縁
所
生
の
故
に
、
相
觀
待

そ
う
か
ん
た
い

の
故
に
、
是
の
六
義
を
以
っ
て
の
故
に
、
諸
法
の
損
減
と
名
づ
く
。
今
、
謂
わ
ゆ
る
汙
字
の
實
義
と
は
、
是
く
の
如
く
な
ら
ず
な
り
。『（
守
護
国

界
主
陀
羅
尼
）
經
』
に
云
わ
く
。「
汙
字
は
報
身
の
義
な
り
」
と
。
此
の
報
と
は
、
因
縁
酬

し
ゅ
う

答 と
う

の
報
果
に
非
ず
。
相
應
・
相
對
の
故
に
名
づ
け
て

報
と
曰
う
な
り
。
此
れ
則
ち
理
智
相
應
す
る
が
故
に
報
と
曰
う
。
心
境
相
對
す
る
が
故
に
報
と
曰
う
な
り
。
法
身
智
身
相
應
し
て
無
二
な
る
が
故

報
と
名
づ
く
。
性

し
ょ
う

相 ぞ
う

無
礙
に
し
て
渉
入
す
る
が
故
に
報
と
曰
う
。
體 た

い

用 ゆ
う

無
二
に
し
て
相
應
す
る
が
故
に
報
と
曰
う
な
り
。
是
の
故
に
、
常
樂
我
淨

は
汙
字
の
實
義
な
り
。
損
減
無
き
が
故
に
。
一
如
不
動
は
汙
字
の
實
義
な
り
。
異
相
遷
變
無
き
が
故
に
。
十
自
在
は
是
れ
汙
字
の
實
義
な
り
。
罣

礙
無
き
が
故
に
。
本
住
體
性
は
汙
字
の
實
義
な
り
。
改
轉
せ
ざ
る
が
故
に
。
遠
離
因
縁
は
汙
字
の
實
義
な
り
。
本
來
不
生
に
し
て
虚
空
に
等
し
き

が
故
に
。
超
過
觀
待
は
汙
字
の
實
義
な
り
。
同
一
性
の
故
に
。
復
た
次
に
、
因
縁
生
の
法
は
必
ず
四
相
を
帶
す
。
四
相
を
帶
す
る
が
故
に
變
壞

へ
ん
ね

無

常
な
り
。
變
壞
無
常
の
故
に
苦
・
空
・
無
我
な
り
。
苦
・
空
・
無
我
な
る
が
故
に
不
得
自
在
な
り
。
不
得
自
在
な
る
が
故
に
不
住
自
性
。
不
住
自

性
な
る
が
故
に
高
下
相
望
し
て
尊
卑
重
重
な
り
。
若
し
劣
を
以
っ
て
勝
に
望
め
ば
、
劣
は
則
ち
損
と
爲
る
。
下
を
以
っ
て
上
に
比
す
れ
ば
、
下
則



ち
減
と
名
づ
く
。
是
く
の
如
く
、
損
減
は
其
の
數
無
量
な
り
。
誠
に
是
れ
本
に
背
き
末
に
向
か
い
、
源
に
違
い
流
れ
に
順
ず
る
の
致
す
所
な
り
。 

是
の
故
に
、
三
界
・
六
道
は
長
く
一
如
の
理
に
迷
い
、
常
に
三
毒
の
事
に
酔
い
、
幻
野
に
荒
獵

こ
う
り
ょ
う

し
て
心
は
宅
に
歸
る
こ
と
無
く
、
夢
落

ぼ
う
ら
く

に
長

じ
ょ
う

眠 み
ん

す
。
覺
悟
何
れ
の
時
ぞ
。
今
、
佛
眼
を
以
っ
て
之
を
觀
る
に
、
佛
と
衆
生
と
同
じ
く
解
脱
の
床
に
住
す
。
此
れ
も
無
く
無
も
無
く
、
無
二
平
等
な

り
。
不
増
不
減
に
し
て
、
周
圓
周
圓
な
り
。
既
に
勝
劣
増
益
の
法
無
く
、
何
ぞ
上
下
損
減
の
人
有
ら
ん
。
是
れ
を
汙
字
の
實
義
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
四
相
遷
變
：
生
じ
・
留
ま
り
・
変
異
し
・
滅
す
る
（
四
相
）
を
転
変
す
る
こ
と
。 

②
相
觀
待
：
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
相
依
相
待
の
関
係
に
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
で
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
（
中
観
）。 

③
酬
答
：
報
い
る
、
返
礼
・
謝
礼
・
返
答
・
応
答
。 

④
性
相
：
本
性
（
体
）
と
外
形
（
相
）。 

⑤
常
樂
我
淨
：
無
常
を
常
、
苦
を
楽
、
無
我
を
我
、
不
浄
を
浄
と
見
る
衆
生
の
邪
見
。
仏
教
が
否
定
す
る
四
顛
倒
を
密
教
は
生
仏
不
二
の
立
場
で

肯
定
す
る
。 

⑥
一
如
不
動
：
真
如
の
真
実
不
変
。 

⑦
異
相
遷
變
：
生
・
住
・
異
・
滅
の
四
相
が
変
転
す
る
こ
と
。 

⑧
十
自
在
：
命
（
寿
命
）
自
在
・
心
自
在
・
資
具
（
荘
厳
）
自
在
・
業
自
在
・
受
生
自
在
・
解
（
解
脱
）
自
在
・
願
自
在
・
神
力
自
在
・
法
自
在
・

智
自
在
。 

⑨
本
住
體
性
：
本
来
住
す
べ
き
法
界
の
本
性
。 

⑩
遠
離
因
縁
：
因
縁
生
を
遠
離
し
て
い
る
こ
と
。 

⑪
超
過
觀
待
：
二
項
対
立
を
超
越
し
た
不
二
一
体
。 



⑫
高
下
相
望
：
高
低
を
比
べ
る
。 

⑬
周
圓
：
あ
ま
ね
く
丸
い
。 

 

【
私
訳
】 

こ
こ
に
述
べ
て
い
る
「
損
減
」
と
は
、（
次
の
六
通
り
の
見
方
が
あ
る
） 

１
、（
世
間
は
）
苦
で
あ
る
、
一
切
法
は
み
な
空
で
あ
る
、
諸
行
は
無
常
で
あ
る
、
諸
法
は
無
我
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
見
方
。 

２
、
生
じ
・
留
ま
り
・
変
異
し
・
滅
す
る
、
の
四
相
を
転
変
す
る
か
ら
、
と
い
う
見
方
。 

３
、
煩
悩
に
よ
っ
て
自
在
を
得
ら
れ
な
い
か
ら
、
と
い
う
見
方
。 

４
、
無
自
性
・
空
の
故
に
自
性
（
事
物
・
事
象
の
実
体
）
に
執
着
で
き
な
い
か
ら
、
と
い
う
見
方
。 

５
、
因
縁
所
生
の
故
に
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
因
と
縁
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
見
方
。 

６
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
相
依
相
待
の
関
係
に
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
で
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
見
方
。 

こ
の
六
通
り
の
見
方
を
も
っ
て
、（
一
般
的
に
は
）
諸
法
の
「
損
減
」
と
言
う
。 

 

（
然
る
に
）
今
、（
密
教
の
立
場
で
）「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
を
言
う
と
、
以
上
の
よ
う
な
見
方
で
は
な
い
。『（
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
）
經
』

に
「
汙
字
と
は
報
身
の
意
味
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
て
、
こ
の
「
報
」
と
い
う
の
は
、（
過
去
世
に
お
け
る
修
行
の
善
因
善
果
と
い
っ
た
）
因
縁

の
報
い
と
し
て
の
結
果
で
は
な
い
。 

１
、
二
項
二
律
が
互
い
に
二
而
不
二
の
関
係
で
相
応
・
相
対
し
て
い
る
意
味
で
「
報
」
と
言
う
。 

２
、
真
如
・
法
如
の
真
実
の
理
法
と
そ
の
真
実
を
悟
っ
た
智
慧
と
が
不
二
で
相
応
し
て
い
る
と
言
う
意
味
で
「
報
」
と
言
う
。 

３
、
心
（
認
識
主
体
）
と
境
（
認
識
対
象
）
と
が
不
二
の
関
係
で
相
対
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
報
」
と
言
う
。 

４
、
法
身
と
智
身
と
が
不
二
の
関
係
で
相
応
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
報
」
と
言
う
。 



５
、
諸
法
の
本
性
（
体
）
と
外
形
（
相
）
と
が
妨
げ
る
も
の
な
く
相
即
相
入
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
報
」
と
言
う
。 

６
、
本
体
（
体
）
と
は
た
ら
き
（
用
）
と
が
不
二
一
体
の
関
係
で
相
応
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
報
」
と
言
う
。 

 

（
密
教
で
は
こ
の
よ
う
な
見
方
を
す
る
の
で
）、 

１
、
諸
行
無
常
で
は
な
く
「
常
」、
苦
で
は
な
く
「
楽
」、
無
我
で
は
な
く
「
我
」、
汚
で
は
な
く
「
浄
」
と
い
う
の
が
汙
字
の
ほ
ん
と
う
の
意
味

な
の
で
あ
る
。（
一
般
的
に
言
う
）「
損
減
」
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

２
、
不
二
一
如
の
真
実
不
変
は
汙
字
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
あ
る
。
生
・
住
・
異
・
滅
の
四
相
が
変
転
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

３
、
十
通
り
の
「
自
在
」
は
汙
字
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
あ
る
。
心
の
妨
げ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

４
、
本
来
住
す
べ
き
法
界
の
本
性
は
汙
字
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
あ
る
。
常
住
不
変
だ
か
ら
で
あ
る
。 

５
、 

因
縁
生
を
遠
離
し
て
い
る
こ
と
は
汙
字
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
あ
る
。
諸
法
は
本
不
生
で
あ
り
生
滅
の
な
い
虚
空
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。 

６
、
二
項
対
立
を
超
越
し
た
不
二
一
体
は
汙
字
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
あ
る
。
同
一
性
だ
か
ら
。 

 

ま
た
次
に
、
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
諸
法
は
必
ず
生
・
住
・
異
・
滅
の
四
相
を
帯
び
て
い
る
。
四
相
を
帯
び
て
い
る
か
ら
変
化
し
た
り
壊
れ
た
り

し
て
無
常
で
あ
る
。
変
壊
無
常
で
あ
る
か
ら
苦
で
あ
り
空
で
あ
り
無
我
で
あ
る
。
苦
・
空
・
無
我
で
あ
る
か
ら
自
在
を
得
な
い
。
自
在
を
得
な
い

か
ら
自
性
（
事
物
・
事
象
の
実
体
）
に
執
着
で
き
な
い
。
自
性
（
事
物
・
事
象
の
実
体
）
に
執
着
で
き
な
い
か
ら
高
低
を
比
べ
た
り
尊
卑
を
較
べ

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
も
し
、
劣
っ
て
い
る
者
を
勝
れ
た
者
に
比
べ
れ
ば
、
劣
は
す
な
わ
ち
損
で
あ
る
。
下
の
者
を
上
の
者
に
比
べ
れ
ば
、

下
は
す
な
わ
ち
減
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
損
減
」
は
そ
の
数
は
無
数
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
こ
れ
は
、
本
初
に
背
を
向
け
末
節
に
向
か
い
、
水
源

と
反
対
に
水
の
流
れ
に
ま
か
せ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
「
三
界
」
や
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・

天
の
「
六
道
」
は
、
長
く
不
二
一
如
の
道
理
に
迷
い
、
常
に
貪
・
瞋
・
痴
の
「
三
毒
」
の
事
物
・
事
象
に
酔
い
、
実
在
し
な
い
幻
の
野
に
意
味
な

く
さ
ま
よ
い
、
心
は
真
実
の
家
に
帰
る
こ
と
な
く
、
夢
の
世
界
に
長
く
惰
眠
し
て
い
る
。
悟
る
こ
と
な
ど
い
つ
に
な
ろ
う
か
。
今
、
仏
の
ま
な
ざ



し
で
以
上
の
よ
う
に
（
密
教
の
立
場
で
）
観
察
す
る
と
、
仏
と
衆
生
と
同
じ
く
解
脱
の
境
地
に
住
し
て
い
る
。
此
も
な
く
彼
も
な
く
、
無
二
平
等

で
あ
る
。
増
大
す
る
こ
と
も
ば
く
減
少
す
る
こ
と
も
な
く
、
あ
ま
ね
く
丸
い
。
す
で
に
諸
法
に
勝
劣
・
増
益
は
な
く
、
上
下
・
損
減
を
言
う
人
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

【
付
記
】 

「
汙
字

」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
「[

n
a

」
の
最
初
の
文
字
で
「
損
減
」
を
字
義
と
す
る
。「[

n
a

」
は
「
少
な
い
」「
不
足
の
」、「
過
少
の
」「
劣
る
」、

「
欠
」「
少
」、「
減
」「
損
減
」、「
未
満
」
と
い
っ
た
意
味
を
も
つ
（『
梵
和
大
辞
典
』）。
こ
の
字
義
の
「
損
減
」
に
は
、
一
般
的
な
仏
教
の
理
解
で

は
六
通
り
の
意
味
（「
六
義
」）
が
あ
る
が
、
密
教
の
立
場
で
は
『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』
が
言
う
「
報
身
」
で
、
そ
の
「
報
」
と
は
先
ず
「
過

去
世
に
お
い
て
行
じ
た
修
行
の
報
果
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
二
項
二
律
の
相
応
不
二
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
と
言
っ
て
六
通
り
の
二
而
不
二

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
密
教
的
立
場
で
先
に
言
っ
た
「
六
義
」
を
解
釈
す
る
と
、 

 

１
、
仏
教
の
一
般
的
な
理
解
の
無
常
は
密
教
で
は
常
、
苦
は
楽
、
無
我
は
我
、
不
浄
は
浄
と
、
二
而
不
二
に
価
値
転
換
す
る
の
が
、「
汙
字
」
の

ほ
ん
と
う
の
意
味
（
実
義
）
な
の
で
あ
る
。 

２
、
二
項
二
律
を
相
対
的
に
見
ず
不
二
一
如
に
見
る
密
教
の
真
実
不
変
の
立
場
。 

３
、
同
じ
く
十
自
在
も
密
教
で
は
真
実
不
変
。 

４
、
同
じ
く
本
来
住
す
べ
き
法
界
の
本
性
も
密
教
で
は
真
実
不
変
。 

５
、
相
対
的
な
因
縁
生
を
遠
離
し
て
い
る
こ
と
も
密
教
で
は
真
実
不
変
。 

６
、
中
観
派
が
言
う
相
依
相
待
の
縁
起
も
密
教
で
は
二
而
不
二
。 

す
な
わ
ち
、
密
教
で
は
相
対
関
係
を
超
越
す
る
の
で
、
諸
法
に
「
損
減
」
を
想
定
し
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。 

 



こ
の
「
損
減
」
と
い
う
概
念
、
仏
教
教
理
と
し
て
ど
こ
ま
で
重
要
な
の
か
、
私
に
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
宗
祖
大
師
は
こ
の
「
汙
字
」
門

の
「
損
減
」
に
つ
い
て
相
当
に
念
を
入
れ
て
い
る
。
次
の
「
旋
陀
羅
尼
門
に
約
し
て
釈
す
」
に
至
っ
て
は
、「
汙
字
」
門
に
「
損
減
」
な
き
こ
と
を

悉
曇
の
二
十
九
字
の
字
義
を
用
い
て
説
い
て
い
る
。 

 

【
原
文
】 

復
次
約
旋
陀
羅
尼
門
釋
者
。
一
切
諸
法
本
不
生
故
汙
字
門
無
損
減
。
諸
法
離
作
業
故
汙
字
門
亦
無
損
減
。
諸
法
等
虚
空
無
相
故
汙
字
門
亦
復
等
虚

空
無
損
減
。
諸
法
無
行
故
汙
字
門
亦
復
無
行
。
諸
法
無
一
合
相
故
汙
字
門
亦
復
無
一
合
相
。
諸
法
離
遷
變
故
汙
字
門
亦
離
遷
變
。
諸
法
無
影
像
故

汙
字
門
亦
無
影
像
。
諸
法
無
生
故
汙
字
門
亦
復
無
生
。
諸
法
無
戰
敵
故
汙
字
門
亦
無
戰
敵
。
諸
法
無
慢
故
汙
字
門
亦
無
憍
慢
。
諸
法
無
長
養
故
汙

字
門
亦
無
長
養
。
諸
法
無
怨
對
故
汙
字
門
亦
無
怨
對
。
諸
法
無
執
著
故
汙
字
門
亦
無
執
著
。
諸
法
如
如
不
可
得
故
汙
字
門
如
如
不
可
得
。
諸
法
住

處
不
可
得
故
汙
字
門
亦
無
住
處
。
諸
法
施
不
可
得
故
汙
字
門
亦
無
捨
施
。
諸
法
法
界
不
可
得
故
汙
字
門
亦
無
法
界
。
諸
法
第
一
義
不
可
得
故
汙
字

門
亦
無
勝
義
。
諸
法
不
堅
如
聚
沫
故
汙
字
門
亦
無
聚
沫
。
諸
法
縛
不
可
得
故
汙
字
門
亦
無
縛
脱
。
諸
法
有
不
可
得
故
汙
字
門
亦
復
無
有
。
諸
法
乘

不
可
得
故
汙
字
門
亦
復
無
乘
。
諸
法
塵
垢
不
可
得
故
汙
字
門
亦
無
塵
垢
。
諸
法
相
不
可
得
故
汙
字
門
亦
復
無
相
。
諸
法
離
言
説
故
汙
字
門
亦
無
言

説
。
諸
法
本
寂
故
汙
字
門
本
來
寂
靜
。
諸
法
性
鈍
故
汙
字
門
亦
復
性
鈍
。
諸
法
諦
不
可
得
故
汙
字
門
諦
不
可
得
。
諸
法
因
不
可
得
故
汙
字
門
因
不

可
得
。
因
不
可
得
則
本
初
不
生
。
本
初
不
生
則
不
増
不
減
。
不
増
不
減
則
大
般
涅
槃
果
海
。
台
般
涅
槃
果
海
則
如
來
法
身
。
是
名
汙
字
實
義  

 

【
書
き
下
し
】 

復
た
次
に
、
旋 せ

ん

陀
羅
尼
門

だ

ら

に

も

ん

に
約
し
て
釋
せ
ば
、 

一
切
諸
法
本
不
生
の
故
に
汙
字
門
に
損
減
無
し
。 



諸
法
は
離
作
業

さ
ご
う

の
故
に
汙
字
門
亦
た
損
減
無
し
。 

諸
法
は
等
虚
空
に
し
て
無
相
の
故
に
汙
字
門
亦
た
復
た
等
虚
空
に
し
て
損
減
無
し
。 

諸
法
は
無
行
の
故
に
汙
字
門
亦
た
復
た
無
行
な
り
。 

諸
法
は
無
一
合
相
の
故
に
汙
字
門
亦
た
復
た
無
一
合
相
な
り
。 

諸
法
は
遷
變
を
離
る
る
が
故
に
汙
字
門
亦
た
遷
變
を
離
る
る
な
り
。 

諸
法
は
影
像

よ
う
ぞ
う

無
き
が
故
に
汙
字
門
亦
た
影
像
無
き
な
り
。 

諸
法
は
生
ず
る
こ
と
無
き
が
故
に
汚
字
門
亦
た
復
た
生
ず
る
こ
と
無
し
。 

諸
法
戰
敵

せ
ん
じ
ゃ
く

無
き
が
故
に
汙
字
門
亦
た
戰
敵
な
し
。 

諸
法
慢
無
き
が
故
に
汙
字
門
亦
た
憍
慢
無
し
。 

諸
法
長
養
無
き
が
故
に
汙
字
門
亦
た
長
養
無
し
。 

諸
法
怨
對
無
き
が
故
に
汙
字
門
亦
た
怨
對
無
し
。 

諸
法
執
著
無
き
が
故
に
汙
字
門
亦
た
執
著
無
し
。 

諸
法
如
如
不
可
得
の
故
に
汙
字
門
も
如
如
不
可
得
な
り
。 

諸
法
住
處
不
可
得
の
故
に
汙
字
門
亦
た
住
處
無
し
。 

諸
法
施
不
可
得
の
故
に
汙
字
門
亦
た
捨
施
無
し
。 

諸
法
法
界
不
可
得
の
故
に
汙
字
門
亦
た
法
界
無
し
。 

諸
法
第
一
義
不
可
得
の
故
に
汙
字
門
亦
た
勝
義
無
し
。 



諸
法
不
堅
な
る
こ
と
聚
沫
の
如
く
が
故
に
汙
字
門
亦
た
聚
沫
無
し
。 

諸
法
縛
不
可
得
の
故
に
汙
字
門
亦
た
縛
脱
無
し
。 

諸
法
有
不
可
得
の
故
に
汙
字
門
亦
た
復
た
有
無
し
。 

諸
法
乘
不
可
得
の
故
に
汙
字
門
亦
た
復
た
乘
無
し
。 

諸
法
塵
垢
不
可
得
の
故
に
汙
字
門
亦
た
塵
垢
無
し
。 

諸
法
相
不
可
得
の
故
に
汙
字
門
亦
た
復
た
相
無
し
。 

諸
法
離
言
説
の
故
に
汙
字
門
亦
た
言
説
無
し
。 

諸
法
本
寂
の
故
に
汙
字
門
も
本
來
寂
靜
な
り
。 

諸
法
性
鈍
の
故
に
汙
字
門
亦
た
復
た
性
鈍
な
り
。 

諸
法
諦
不
可
得
の
故
に
汙
字
門
諦
不
可
得
な
り
。 

諸
法
因
不
可
得
の
故
に
汙
字
門
も
因
不
可
得
な
り
。 

因
不
可
得
は
則
ち
本
初
不
生
な
り
。
本
初
不
生
は
則
ち
不
増
不
減
な
り
。
不
増
不
減
は
則
ち
大
般
涅
槃
の
果
海
な
り
。
大
般
涅
槃
の
果
海
は
則
ち

如
來
法
身
な
り
。
是
れ
を
名
汙
字
の
實
義
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
旋
陀
羅
尼
門
：
陀
羅
尼
の
文
字
を
輪
の
形
で
つ
な
ぎ
旋
ら
せ
、
そ
の
文
字
の
字
義
を
順
逆
に
観
じ
体
得
す
る
観
法
。
字
輪
観
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
次
に
、
悉
曇
文
字
を
円
環
的
に
つ
な
ぎ
旋
ら
せ
、
そ
の
文
字
の
字
義
を
順
逆
に
観
じ
て
体
得
す
る
旋
陀
羅
尼
門
の
立
場
で
解
説
す
れ
ば
、 

 



▼
諸
法
は
本
不
生
（qd

i-an
u
tp

qd
a

）
で
あ
る
か
ら
、「
本
不
生
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
（

）
を
「
損
減 

[
n
a

」
し
な
い
。 

▼
諸
法
は
作
業
（k

qry
a

）
を
離
れ
て
い
る
か
ら
、「
作
業
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
し
な
い
。 

▼
諸
法
は
等
虚
空
（k

h
a

）
に
等
し
く
決
ま
っ
た
姿
・
か
た
ち
が
な
い
か
ら
、「
等
虚
空
」
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。

▼
諸
法
は
去
・
来
な
ど
の
行
（g

ati

）
が
な
い
か
ら
、「
行
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
一
つ
に
和
合
し
た
姿
・
か
た
ち
（g

h
an

a

）
で
は
な
い
か
ら
、「
一
合
相
」
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
遷
変
（cy

u
ti

）
を
離
れ
て
い
る
か
ら
、「
遷
変
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
影
像
（ch

qy
q

）
が
な
い
か
ら
、「
影
像
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
生
ず
る
こ
と
（jqti
）
が
な
い
か
ら
、「
生
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汚
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
戦
敵
（jh

alla

）
が
な
い
か
ら
、「
戦
敵
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
慢
（wax

k
a

）
が
な
い
か
ら
、「
驕
慢
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
長
養
（v

i-wh
ap

an
a

）
が
な
い
か
ら
、「
長
養
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
怨
対
（f

am
ara

）
が
な
い
か
ら
、「
怨
対
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
執
著
（f

h
qx

g
a

）
が
な
い
か
ら
、「
執
著
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
如
如
（tath

atq

）
で
認
識
で
き
な
い
か
ら
、「
如
如
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
住
処
（sth

qn
a

）
を
認
識
で
き
な
い
か
ら
、「
住
処
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
施
（d

qn
a

）
を
認
識
で
き
な
い
か
ら
、「
施
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
法
界
（d

h
arm

a-d
h
qtu

）
を
認
識
で
き
な
い
か
ら
、「
法
界
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
第
一
義
（p

aram
a-arth

a

）
を
認
識
で
き
な
い
か
ら
、「
第
一
義
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
聚
沫
（p

h
en

a

）
の
よ
う
に
堅
く
な
い
も
の
を
認
識
し
な
い
か
ら
、「
聚
沫
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」

せ
ず
。 



▼
諸
法
は
縛
（b

an
d
h
a

）
を
認
識
で
き
な
い
か
ら
、「
縛
脱
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
有
（b

h
av

a

）
を
認
識
で
き
な
い
か
ら
、「
有
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
乘
（y

qn
a

）
を
認
識
で
き
な
い
か
ら
、「
乘
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
塵
垢
（rajas

）
を
認
識
で
き
な
い
か
ら
、「
塵
垢
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
相
（lak

2az
a

）
を
認
識
で
き
な
い
か
ら
、「
相
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
言
説
（v

qc
）
を
離
れ
る
か
ら
、「
言
説
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
本
寂
（1qn

ti

）
で
あ
る
か
ら
、「
本
來
寂
靜
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
性
鈍
（jaf

a

）
で
あ
る
か
ら
、「
性
鈍
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
諦
（saty

a

）
を
認
識
で
き
な
い
か
ら
、「
諦
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
を
「
損
減
」
せ
ず
。 

▼
諸
法
は
因
（h

etu

）
を
認
識
で
き
な
い
か
ら
、「
因
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
「

」
は
汙
字
門
（[

）
を
「
損
減 

[
n
a

」
し
な
い
。] 

「

」
で
表
わ
す
「
因
不
可
得
」
は
す
な
わ
ち
「

」
で
表
わ
す
「
本
初
不
生
」
の
境
地
で
あ
る
。
本
来
不
生
不
滅
と
は
す
な
わ
ち
不
増
不
減
で

も
あ
る
。
不
増
不
減
は
す
な
わ
ち
大
般
涅
槃
の
境
地
で
あ
る
。
大
般
涅
槃
の
境
地
は
如
來
の
仏
身
で
あ
る
。
こ
れ
が
汙
字
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
で

あ
る
。 

 

【
付
記
】 

悉
曇
文
字
を
円
環
的
に
つ
な
ぎ
旋
ら
せ
、
そ
の
文
字
の
字
義
を
順
逆
に
観
じ
て
体
得
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
字
輪
観
」
を
宗
祖
大
師
は
旋
陀
羅
尼
門

と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
実
際
は
、
例
え
ば
「
十
八
道
念
誦
法
」
で
は
、「
お
ん 
ば
ら
だ
は
ん
ど
め
い 

う
ん
」
と
い
う
真
言
の
一
字
一
字
の
字
義
が

不
可
得
と
観
じ
ら
れ
て
い
る
。 

  
 

観
ぜ
よ
、
我
が
心
に
八
葉
の
白
蓮
華
有
り
、
上
に
満
月
輪
有
り
、
其
の
上
に
「
お
ん 
ば
ら
だ
は
ん
ど
め
い 

う
ん
」
の
字
有
り
。 



 
 

（
そ
の
一
々
の
字
義
即
ち
順
逆
に
観
ぜ
よ
而
已
） 

 
 

お
ん
字
流
注
不
可
得
な
り
。
お
ん
字
流
注
不
可
得
な
る
が
故
に
、
ば
字
言
説
不
可
得
な
り
。
ば
字
言
説
不
可
得
な
る
が
故
に
、 

ら
字
塵
汚
不
可
得
な
り
。
ら
字
塵
汚
不
可
得
な
る
が
故
に
、
だ
字
施
与
不
可
得
な
り
。
だ
字
施
与
不
可
得
な
る
が
故
に
、 

は
ん
字
勝
義
不
可
得
な
り
。
は
ん
字
勝
義
不
可
得
な
る
が
故
に
、
ど
め
い
字
我
執
不
可
得
な
り
。
ど
め
い
字
我
執
不
可
得
な
る
が
故
に
、 

う
ん
字
因
業
不
可
得
な
り
。（
以
上
、
順
観
） 

う
ん
字
因
業
不
可
得
な
り
。
う
ん
字
因
業
不
可
得
な
る
が
故
に
、
ど
め
い
字
我
執
不
可
得
な
り
。
ど
め
い
字
我
執
不
可
得
な
る
が
故
に
、 

は
ん
字
勝
義
不
可
得
な
り
。
は
ん
字
勝
義
不
可
得
な
る
が
故
に
、
だ
字
施
与
不
可
得
な
り
。
だ
字
施
与
不
可
得
な
る
が
故
に
、 

ら
字
塵
汚
不
可
得
な
り
。
ら
字
塵
汚
不
可
得
な
る
が
故
に
、
ば
字
言
説
不
可
得
な
り
。
ば
字
言
説
不
可
得
な
る
が
故
に
、 

お
ん
字
流
注
不
可
得
な
り
。（
以
上
、
逆
観
） 

 

こ
こ
で
は
、
真
言
・
陀
羅
尼
で
は
な
く
、
悉
曇
文
字
の
「

」
及
び
「

」「

」「

」「

」・「

」「

」「

」「

」・「

」「

」

「

」「

」・「

」「

」「

」「

」・「

」「

」「

」「

」・「

」「

」「

」「

」・「

」「

」「

」「

」（
二

十
九
字
）
を
順
逆
に
観
じ
る
観
法
を
修
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
義
の
不
可
得
を
体
得
し
、「
汙
字
」
門
に
「
損
減
」
な
き
こ
と
は
明
白
で
あ
る
、
と

言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
密
教
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、「
汙
字
」
門
に
そ
の
字
義
の
「
損
減
」
が
な
い
こ
と
が
ほ
ん
と
う
の
「
汙
字
」
の
意
味
で
、

同
様
に
悉
曇
す
べ
て
の
字
門
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
字
義
が
不
可
得
だ
と
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
。
宗
祖
大
師
は
、「

」
以
外
の
母
音
の
「

」（
寂

静
）・「

」（
根
本
）・「

」（
宍
禍
）・「

」（
譬
喩
）・「

」（
求
）・「

」（
自
在
）・「

」（
瀑
流
）・「

」（
変
化
）・「

」

（
辺
際
）・「

」（
遠
離
）・「

」（
神
通
・「

」（
類
例
）・「

」（
染
）・「

」（
沈
没
）
と
、
子
音
の
「

」（
支
分
）・「

」（
智
）・

「

」（
諍
論
）・「

」（
名
字
）・「

」（
吾
我
）
に
つ
い
て
ふ
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
「
以
下
同
文
」
と
い
う
意
味
の
省
略
で
あ
ろ
う
。 

然
る
に
、「
汙
字
」
門
の
実
義
論
は
ま
だ
執
拗
に
続
く
。 

 



【
原
文
】 

三
界
業
報 

六
道
苦
身 

即
生
即
滅 

念
念
不
住 

無
體
無
實 

如
幻
如
影 

分
段
變
易 

因
縁
生
法 

九
百
生
滅 

如
焔
如
流 

藏
海
常
住 

七
波
推
轉 
爾
許
無
常 

能
毀
能
損 

於
此
本
有 

何
勞
何
憂 

汚
字
實
義 

應
如
是
知 

日
月
星
辰 

本
住
處
空 

雲
霧
蔽
虧 

烟
塵
映
覆 

愚
者
視
之 
謂
無
日
月 

本
有
三
身 

亦
復
如
是 

無
始
以
來 

本
住
心
空 

覆
以
妄
想 

纒
以
煩
惱 

事
均
篋
境 

理
同
礦
珠 

妄
者
視
之 

謂
無
本
覺 

愚
盲
撥
無 

非
損
而
何 

於
彼
本
身 

損
減
不
得 

汚
字
實
義 

應
如
是
知 

 

【
書
き
下
し
】 

三
界
の
業
報 

六
道
の
苦
身 

即
生
即
滅
に
し
て 

念
念
不
住
な
り 

體
も
無
く
實
も
な
く 

幻
の
如
く
影 よ

う

の
如
し 

分
段
變 へ

ん

易
に
ゃ
く 

因
縁
生
の

法
は 

九
百
を
生
滅
し
て 

焔
の
如
く
流
の
如
く 

藏
海
は
常
住
な
る
も 

七
波
推
轉
す 

爾
許

そ
こ
ば
く

の
無
常 

能
く
毀
し
能
く
損
す
る
も 

此
の
本

有
に
於
い
て 

何
ぞ
勞
し
何
ぞ
憂
え
ん 

汙
字
の
實
義 

應
に
是
く
の
如
く
知
る
べ
し 

日
月
星
辰
は 

本
よ
り
處
空
に
住
す
る
も 

雲
霧
は

蔽
虧

へ
い
き

し 

烟
塵
は
映 え

い

覆 ふ

す 

愚
者
は
之
を
観
て 

日
月
無
し
と
謂
う 

本
有
の
三
身
も 

亦
た
復
た
是
く
の
如
し 

無
始
よ
り
以
來

こ
の
か
た 

本
よ
り
心

は
空
に
住
す
る
も 

覆
う
に
妄
想
を
以
っ
て
し 

纒 ま
と

う
に
煩
惱
を
以
っ
て
す 

事
は
篋

き
ょ
う

鏡
き
ょ
う

に
均
し
く 

理
は
礦 こ

う

珠 し
ゅ

に
同
じ 

妄
者
は
之
を
視

て 

本
覺
無
し
と
謂
う 

愚
盲
の
撥 は

つ

無 む 

損
に
非
ら
ず
し
て
何 い

か

ん 

彼
の
本
身
に
於
い
て 

損
減
不
得
な
り 

汚
字
の
實
義 

應
に
是
く
の
如
く

知
る
べ
し 

 



【
註
記
】 

①
業
報
：
宿
業
の
報
い
。 

②
苦
身
：
受
苦
の
身
の
上
。 

③
念
念
：
時
々
刻
々
。 

④
分
段
：
分
段
生
死
。
身
体
の
大
小
や
寿
命
の
長
短
に
よ
っ
て
輪
廻
を
さ
ま
よ
う
衆
生
の
生
死
。 

⑤
變
易
：
身
体
や
寿
命
の
差
な
く
自
在
に
改
変
で
き
る
菩
薩
の
生
死
。 

⑥
藏
：
蔵
識
・
ア
ー
ラ
ヤ
識
。 

⑦
七
：
六
識
と
末
那
識
。
前
七
識
。
妄
識
。 

⑧
本
有
：
法
界
の
法
爾
自
然
。 

⑨
日
月
星
辰
：
太
陽
・
月
・
星
座
。 

⑩
蔽
虧
：
覆
い
隠
す
。 

⑪
映
覆
：
映
し
覆
う
。 

⑫
本
有
の
三
身
：
衆
生
本
有
の
法
身
・
報
身
・
応
身
。 

⑬
篋
鏡
：
箱
の
な
か
の
鏡
。 

⑭
礦
珠
：
原
石
の
ま
ま
の
珠
。 

⑮
本
覺
：
も
と
も
と
覚
っ
て
い
る
こ
と
、
本
来
成
仏
。 

⑯
愚
盲
：
凡
夫
・
衆
生
。 

 

【
私
訳
】 

凡
夫
・
衆
生
が
生
死
を
く
り
返
す
輪
廻
の
「
三
界
」（
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
）
の
宿
業
の
報
い 

「
六
道
」（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人



間
・
天
）
を
さ
ま
よ
う
受
苦
の
身
の
上 

生
じ
て
は
滅
し
滅
し
て
は
生
じ 

時
々
刻
々
と
ど
ま
る
こ
と
な
し 

本
体
も
な
く
実
体
も
な
く 

た
だ
、

在
る
よ
う
に
見
え
て
実
際
は
な
い
幻
や
影
と
同
じ 

身
体
の
大
小
や
寿
命
の
長
短
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
輪
廻
を
さ
ま
よ
う
「
分
段
生
死
」（
衆
生
）

と
、
身
体
や
寿
命
の
差
な
く
自
在
に
改
変
で
き
る
「
変
易
生
死
」（
菩
薩
） 

因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
諸
法
は 

九
百
回
生
滅
し
て
も 

火
炎
の
如

く
流
水
の
如
く 
心
の
奥
に
あ
る
第
八
識
の
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
海
は
常
住
不
変
で
あ
る
が 

六
識
と
末
那
識
の
七
種
の
妄
識
の
荒
波
が
押
し
寄
せ
る 

わ
ず
か
な
無
常
の
風
で
も 

人
の
心
を
壊
し
傷
つ
け
る
が 

こ
の
法
界
の
法
爾
自
然
に
お
い
て
は 

気
づ
か
い
し
た
り
憂
え
る
こ
と
は
な
い 

「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
を 

ま
さ
に
以
上
の
よ
う
に
知
る
べ
き
で
あ
る 

太
陽
・
月
・
星
座
は 

も
と
も
と
處
空
に
輝
く
も
の
だ
が 

雲
や
霧
が
覆
い
隠
し 

煙
や
塵
が
映
し
覆
う 

外
道
（
愚
者
）
は
こ
れ
を
見
て 

太

陽
も
月
も
な
い
と
言
う 

本
来
具
有
し
て
い
る
は
ず
の
法
身
・
報
身
・
応
身
も
同
様
で
あ
る 

始
め
の
な
い
太
古
か
ら 

本
来
心
は
空
に
住
し
て

い
る
は
ず
だ
が 

妄
想
で
覆
わ
れ 
煩
惱
に
ま
と
わ
り
つ
か
れ
て
い
る 

現
象
の
世
界
（
事
）
は
箱
の
な
か
の
鏡
と
同
じ 

真
理
の
世
界
（
理
）

は
原
石
の
ま
ま
の
宝
石
と
同
じ
で 

迷
妄
に
さ
ま
よ
う
人
は
こ
れ
を
見
て 

本
来
得
て
い
る
サ
ト
リ
も
な
い
と
言
う 

外
道
（
愚
盲
）
の
否
定
は 

損
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う 

外
道
の
本
来
の
仏
身
に
お
い
て 

「
損
減
」
は
不
可
得
で
あ
る 

「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
を 

ま
さ
に
こ
の

よ
う
に
知
る
べ
き
で
あ
る 

 

【
付
記
】 

こ
こ
か
ら
韻
文
に
よ
っ
て
「
凡
夫
・
外
道
」「
声
聞
・
縁
覚
（
二
乗
）」「
唯
識
（
法
相
）」「
中
観
（
三
論
）」「
天
台
」「
華
厳
」
の
順
に
、
密
教
の

立
場
か
ら
「
損
減
」
の
不
可
得
、
す
な
わ
ち
「
汙
字
」
の
実
義
が
説
か
れ
る
。
ま
ず
最
初
に
「
凡
夫
・
外
道
」
に
つ
い
て
説
か
れ
た
。 

 

【
原
文
】 

決
定
二
乘 

妄
生
滅
想 

燒
滅
身
智 

同
彼
大
虚 

沈
醉
昧
酒 

不
覺
不
醒 

決
定
不
定 

輕
重
有
差 

空
歴
劫
數 

損
無
過
此 

本
有
三
身 

儼
然
不
動 

遍
空
諸
佛 

驚
覺
開
示 

乃
起
化
城 

迴
趣
寶
所 

草
木
也
成 
何
況
有
情 

妄
執
不
了 

爲
損
是
多 



汚
字
實
義 

當
如
是
知 

 

【
書
き
下
し
】 

決
定

け
つ
じ
ょ
う

の
二
乘
は 
妄
り
に
滅
想
を
生
じ 

身
智
を
燒
滅
し
て 

彼
の
大
虚
に
同
じ 

昧
酒
に
沈
醉
し
て 

覺
ら
ず
醒
め
ず 

決
定
と
不
定
と 

輕
重
に
差
有
る
も 

空
し
く
劫
數
を
歴
て 

損
此
れ
に
過
ぎ
た
る
は
な
し 

（
密
教
が
言
う
）
本
有
の
三
身
は 

儼 げ
ん

然 ぜ
ん

と
し
て
動
ぜ
ず 

空
に
遍

す
る
諸
佛 

驚
覺

き
ょ
う
が
く

し
開
示
す
れ
ば 
乃
ち
化 け

城
じ
ょ
う

よ
り
起
っ
て 

寶
所
に
迴
趣
す 

草
木
也 ま

た

成
ず 

何 い
か

に
況
ん
や
有
情
を
や 

妄
り
に
不
了

ふ
り
ょ
う

を

執
す
れ
ば 

損
を
爲
す
こ
と
是
れ
多
し 
汙
字
の
實
義 

當
に
是
く
の
如
く
知
る
べ
し 

 

【
註
記
】 

①
決
定
の
二
乗
：
生
来
声
聞
・
縁
覚
の
二
乘
に
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
人
。 

②
滅
想
：
身
心
の
滅
す
る
こ
と
を
思
い
描
く
こ
と
。 

③
身
智
：
灰
身
滅
智
。
身
を
す
べ
て
焼
い
て
灰
に
し
煩
悩
を
滅
す
る
智
慧
。
上
座
部
の
最
高
の
境
地
。 

④
儼
然
：
確
固
と
し
て
。 

⑤
空
：
虚
空
。 

⑥
驚
覺
：
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
。 

⑦
化
城
：
前
出
の
幻
城
。
乾
闥
婆
城
、
蜃
気
楼
。 

⑧
寶
所
：
真
実
の
宝
処
、
サ
ト
リ
。 



⑨
有
情
：
こ
こ
は
、
草
木
に
対
し
て
人
間
の
意
味
。 

⑩
不
了
：
不
了
義
。
不
完
全
な
教
え
。
小
乗
。 

 

【
私
訳
】 

生
来
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乘
に
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
人
は 

や
た
ら
身
心
の
滅
す
る
こ
と
を
思
い
描
き 

身
を
す
べ
て
焼
い
て
灰
に
し
煩

悩
を
滅
す
る
智
慧
（「
灰
身
滅
智
」）
は 

大
虚
空
と
同
じ
で
あ
る 

そ
の
等
虚
空
の
智
慧
の
う
ま
酒
に
酔
い
沈
み 

覚
る
こ
と
も
な
く
醒
め
る
こ

と
も
な
い 

二
乘
に
決
定
さ
れ
て
い
る
の
と
そ
う
で
な
い
の
と 

軽
重
に
差
は
あ
る
が 

空
し
く
長
い
年
月
が
過
ぎ
て 

こ
れ
以
上
の
損
が
あ
ろ

う
か 

（
密
教
が
言
う
）
本
来
具
有
し
て
い
る
法
・
報
・
応
の
三
身
は 

確
固
と
し
て
動
じ
な
い 

虚
空
に
遍
満
す
る
諸
佛
が 

二
乘
を
目
覚
め

さ
せ
て
真
実
を
開
示
す
れ
ば 

彼
ら
は
幻
の
城
（「
乾
闥
婆
城
」
）
か
ら
め
ざ
め 

真
実
の
宝
処
（
サ
ト
リ
）
に
お
も
む
く 

草
木
で
も
成
仏
す
る 

ま
し
て
人
間
が
成
仏
し
な
い
わ
け
が
な
い 
み
だ
り
に
不
完
全
な
教
え
（
小
乗
）
に
固
執
す
れ
ば 

損
と
な
る
こ
と
が
多
い 

「
汙
字
」
の
ほ
ん

と
う
の
意
味
を 

こ
の
よ
う
に
知
る
べ
き
で
あ
る 

 

【
付
記
】 

次
い
で
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
に
つ
い
て
、
小
乗
の
「
損
減
」
と
密
教
の
立
場
か
ら
の
「
汙
字
」
の
実
義
が
説
か
れ
た
。
上
座
部
が
説
く
「
灰
身

滅
智
」
な
ど
は
「
損
減
」
の
典
型
で
あ
る
。「
み
だ
り
に
不
完
全
な
教
え
（
小
乗
）
に
固
執
す
れ
ば 

損
と
な
る
こ
と
が
多
い
」
と
言
っ
て
い
る
。 

 

【
原
文
】 

正
因
所
生 

報
果
色
身 

萬
徳
莊
嚴 

四
智
圓
滿 

但
有
相
續 

非
是
凝
然 
生
者
必
滅 

一
向
記
故 

此
是
權
劍 

能
殺
能
害 

本
有
三
密 

如
日
麗
天 

如
空
四
智 

似
金
埋
地 

猛
風
之
因 

利
钁
之
縁 

誰
能
生
之 

誰
能
造
之 

汚
字
實
義 

當
如
是
知 

 



【
書
き
下
し
】 

正
因
所
生 

報
果
の
色 し

き

身 し
ん 

萬
徳
莊
嚴
し 

四
智
圓
滿
す
る
も 

但
だ
相
續
有
っ
て 

是
れ
凝
然
に
非
ら
ず 

生
ず
る
者
必
ず
滅
す 

一
向
記
の

故
に 

此
れ
は
是
れ
權
劍

ご
ん
け
ん

と
し
て 

能
く
殺
し
能
く
害
す 

本
有
の
三
密
は 

日
の
天
に
麗
し
き
の
如
く 

如
空
の
四
智
は 

金
を
地
に
埋
む
る

に
似
た
り 

猛
風
の
因 
利
钁

り
か
く

の
縁 

誰
か
能
く
之
を
生
じ 

誰
か
能
く
之
を
造
る 

汙
字
の
實
義 

當
に
是
く
の
如
く
知
る
べ
し 

 

【
註
記
】 

①
正
因
：
伝
統
教
学
（
小
田
慈
舟
博
士
）
に
倣
い
「
無
漏
の
種
子
」
に
と
る
。 

②
報
果
の
色
身
：
長
い
修
行
の
報
い
と
し
て
の
報
身
。
四
智
を
具
有
す
る
自
受
用
身
。 

③
凝
然
：
じ
っ
と
動
か
な
い
こ
と
。 

④
一
向
記
：
ど
ん
な
経
典
に
も
決
っ
て
そ
う
記
さ
れ
て
い
る
。 

⑤
權
劍
：
仮
の
剣
。
仮
の
教
え
。 

⑥
如
空
の
四
智
：（
大
日
）
如
来
の
四
智
。 

⑦
利
钁
：
鋭
利
な
鍬
。 

 

【
私
訳
】 

唯
識
が
説
く
無
漏
の
種
子
か
ら
生
じ
た 

長
い
修
行
の
報
い
と
し
て
の
人
間
の
姿
・
か
た
ち
か
ら
な
る
仏
身
（
有
為
法
）
は 

あ
ら
ゆ
る
仏
徳
で

身
が
か
ざ
ら
れ 

「
大
円
鏡
智
」「
平
等
性
智
」「
妙
観
察
智
」「
成
所
作
智
」
の
「
四
智
」
を
具
有
し
て
い
る
が 

た
だ
そ
の
在
り
様
が
続
く
だ
け



で 

不
動
で
は
な
い 

生
ず
る
者
は
必
ず
滅
す 

唯
識
の
論
書
に
も
決
っ
て
そ
う
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る 

生
者
必
滅
は
仮
の
教
え
と
し
て 

よ
く
凡
夫
衆
生
を
殺
し
よ
く
危
害
を
与
え
る 

（
密
教
が
言
う
）
誰
も
が
本
来
具
有
し
て
い
る
三
密
は 

太
陽
が
天
空
に
輝
く
の
と
同
じ
く 

如

来
の
四
智
は 

金
を
地
に
埋
め
て
も
か
が
や
い
て
い
る
の
に
似
て
い
る 

猛
列
な
風
の
因
も 

鋭
利
な
鍬
の
縁
も 

誰
が
よ
く
こ
れ
を
生
じ
さ
せ 

造
る
こ
と
が
で
き
る
の
か 

「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
を 

ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
知
る
べ
き
で
あ
る 

 

【
付
記
】 

次
い
で
、
唯
識
（
法
相
）
の
教
理
の
「
損
減
」
と
、
密
教
の
立
場
か
ら
の
「
汙
字
」
の
実
義
が
説
か
れ
た
。 

 

【
原
文
】 

眞
如
法
性 

心
之
實
常 

凡
有
心
者 

誰
無
此
理 

心
智
即
理  

非
心
外
理 

心
理
是
一 

濕
鑒
豈
別 

如
性
等
遍 

心
行
狭
劣 

權
誘
嬰
兒 

迷
者
不
知 

揮
此
權
戟 

破
彼
眞
佛 

是
名
損
減 

常
遍
本
佛 

不
損
不
虧 

汙
字
實
義 

汝
等
應
知 

 

【
書
き
下
し
】 

眞
如
法
性

ほ
っ
し
ょ
う

は 

心
の
實 じ

つ

常
じ
ょ
う

な
り 

凡
そ
心
有
る
者 

誰
か
此
の
理
無
か
ら
ん 

心
智
は
即
ち
理
な
り  

心
外

し
ん
げ

の
理
に
非
ず 

心
と
理
は
是
れ

一
な
り 

濕
と
鑒 か

ん

と
豈
に
別
な
ら
ん 

如
性
等
し
く
遍
ず
る
も 

心
行
狭
劣

き
ょ
う
れ
つ

な
り 

權 か
り

に
嬰
兒
を
誘
う
に 

迷
者
は
知
ら
ず 

此
の
權
戟

ご
ん
げ
き

を
揮

っ
て 

彼
の
眞
佛
を
破
す 

是
れ
を
損
減
と
名
づ
く 

常
遍
の
本
佛
は 

損
ぜ
ず
虧 き

せ
ず 

汙
字
の
實
義 

汝
等
應
に
知
る
べ
し 

 



【
註
記
】 

①
眞
如
法
性
：
法
爾
自
然
の
真
実
。 

②
實
常
：
真
実
常
住
。 

③
濕
：
湿
気
。
転
じ
て
澄
む
水
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
映
す
喩
え
。 

④
鑒
：
鏡
。
鏡
が
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
映
す
喩
え
。 

⑤
心
行
：
心
の
は
た
ら
き
。 

⑥
狭
劣
：
狭
く
劣
っ
て
い
る
。
転
じ
て
否
定
が
多
い
こ
と
。 

⑦
權
戟
：
仮
の
枝
刃
の
つ
い
た
ホ
コ
。
中
観
派
の
論
理
。 

⑧
虧
：
欠
け
落
ち
る
こ
と
。 

 

【
私
訳
】 

法
爾
自
然
の
真
実
（
真
如
法
性
）
は 

心
に
真
実
世
界
と
し
て
常
住
し
て
い
る 

お
よ
そ
心
を
も
つ
者
で 

こ
の
道
理
を
持
た
な
い
人
は
い
な
い 

心
と
（
法
爾
自
然
の
）
智
と
は
道
理
そ
の
も
の
で
あ
る  
心
の
外
の
道
理
で
は
な
い 

心
と
道
理
は
一
如
で
あ
る 

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
映
す
喩

え
と
し
て
の
湿
気
（
澄
む
水
）
と
鏡
と
ど
う
し
て
別
で
あ
ろ
う
か 

真
如
性
（
仏
性
）
は
誰
で
も
等
し
く
具
有
し
て
い
る
が 

心
の
は
た
ら
き
が

狭
く
劣
っ
て
い
る
（
否
定
が
多
い
） 

仮
に
幼
子
を
誘
う
の
に 
迷
う
者
（
中
観
・
三
論
）
は
そ
の
方
法
を
知
ら
な
い 

自
ら
の
枝
刃
の
つ
い
た

仮
の
ホ
コ
（
中
観
）
を
ふ
る
っ
て 

本
有
の
仏
性
ま
で
破
壊
（
論
破
）
し
て
し
ま
う 

こ
れ
を
損
減
と
言
う 

（
密
教
が
言
う
）
常
に
法
界
に
遍

満
し
て
い
る
大
日
如
来
は 

損
傷
す
る
こ
と
も
な
く
欠
け
落
ち
る
こ
と
も
な
い 

「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
を 

あ
な
た
方
は
ま
さ
に
知
る

べ
き
で
あ
る 

 

【
付
記
】 



次
に
、
中
観
（
三
論
）
の
否
定
の
論
理
の
「
損
減
」
と
、
密
教
の
立
場
か
ら
の
「
汙
字
」
の
実
義
が
説
か
れ
た
。 

 

【
原
文
】 

水
外
無
波 
心
内
即
境 

草
木
無
佛 

波
則
無
濕 

彼
有
此
無 

非
權
而
誰 

遮
有
立
無 

是
損
是
減 

損
減
利
斧 

常
斫
佛
性 

雖
然
本
佛 

無
損
無
減 

 

【
書
き
下
し
】 

水
の
外
に
波
無
し 

心
の
内
は
即
ち
境
な
り 

草
木
に
佛
無
く
ば 

波
に
則
ち
濕
無
し 

彼
に
有
っ
て
此
れ
に
無
く
ば 

權
に
非
ず
し
て
誰
ぞ 

有
を
遮
し
て
無
を
立
て
れ
ば 

是
れ
損
是
れ
減
な
り 

損
減
の
利 り

斧 ふ

は 

常
に
佛
性
を
斫
く 

然
り
と
雖
も
本
佛
は 

損
も
無
く
減
も
無
し 

 

【
註
記
】 

①
草
木
：
山
川
草
木
悉
皆
成
仏
。 

①
權
：
通
常
は
仮
の
方
便
と
い
っ
た
い
み
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
『
訳
注 

吽
字
義
釈
』（
松
長
有
慶
博
士
）
に
倣
っ
て
「
偽
物
」
と
と
る
。 

②
有
を
遮
し
て
無
を
立
て
：
中
観
派
否
定
の
論
理
。 

 

【
私
訳
】 

水
が
な
い
と
こ
ろ
に
波
は
起
ら
な
い 

空
性
で
あ
る
心
の
中
も
認
識
対
象
（
境
）
で
あ
る
（
と
中
観
（
三
論
）
は
言
う
） 

（
唯
識
（
法
相
）
は
）

草
木
に
は
仏
性
は
な
い
と
言
う
が 

波
に
湿
気
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る 

人
に
仏
性
が
あ
っ
て
草
木
に
は
仏
性
が
な
い
と
な
ら 

そ
れ
は
ニ
セ
の
仮
説
で
な
く
て
誰
の
説
か 

有
を
否
定
し
て
無
を
肯
定
す
れ
ば 

そ
れ
は
損
傷
で
あ
り
減
少
で
あ
る 

（
密
教
の
立
場
で
言
え
ば
）



「
損
減
」
の
鋭
利
な
斧
は 

常
に
仏
性
を
く
だ
く
が 

大
日
如
来
は 

損
傷
も
な
く
減
少
も
な
い 

 

【
付
記
】 

中
観
（
三
論
）
と
唯
識
（
法
相
）
に
対
す
る
追
加
の
「
損
減
」
不
可
得
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

三
諦
圓
渉 

十
世
無
礙 
三
種
世
間 

皆
是
佛
體 

四
種
曼
荼 

即
是
眞
佛 

汚
字
實
義 

應
如
是
學 

 

【
書
き
下
し
】 

三
諦
圓

さ
ん
た
い
え
ん

渉
し
ょ
う

に
し
て 

十
世
無
礙
な
り 

三
種
世
間
は 

皆
是
れ
佛
體
な
り 

四
種
曼
荼
は 

即
ち
是
れ
眞
佛
な
り 

汙
字
の
實
義 

應
に
是
く

の
如
く
學
ぶ
べ
し 

 

【
註
記
】 

①
三
諦
圓
渉
：
天
台
の
三
諦
円
融
。
中
観
派
の
祖
龍
樹
の
『
中
論
』
に
説
か
れ
る
「
空
・
仮
・
中
の
三
諦
」
が
即
空
即
仮
即
中
と
融
合
し
合
っ
て

諸
法
の
真
実
相
を
明
か
し
て
い
る
と
い
う
主
張
。「
空
諦
」
は
、
一
切
諸
法
は
無
自
性
・
空
だ
と
い
う
真
実
。「
仮
諦
」
は
、
一
切
諸
法
は
縁
起

に
よ
っ
て
生
じ
る
仮
の
存
在
（
仮
設
）
だ
と
い
う
真
実
。「
中
諦
」
は
、
一
切
諸
法
は
無
自
性
・
空
の
故
に
「
有
」
で
も
な
く
「
無
」
で
も
な
く

「
中
」
だ
と
い
う
真
実
。 

②
十
世
：
十
世
間
。
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
各
々
三
世
が
あ
り
、
そ
れ
を
す
べ
て
総
合
す
る
世
間
を
加
え
て
十
世
間
（『
訳
注 

吽
字
義
釈
』

（
松
長
有
慶
博
士
）。 



③
三
種
世
間
：
衆
生
世
間
・
国
土
世
間
・
五
蘊
世
間
。 

④
四
種
曼
荼
：
四
種
曼
荼
羅
。
大
（
絵
図
）
曼
荼
羅
・
三
昧
耶
（
象
徴
）
曼
荼
羅
・
法
（
種
字
）
曼
荼
羅
・
羯
磨
（
木
造
・
鋳
造
）
曼
荼
羅
。 

 

【
私
訳
】 

（
天
台
で
は
）「
空
・
仮
・
中
の
三
諦
」
は
融
合
し
合
い 

（
華
厳
で
は
）
過
去
・
現
在
・
未
来
な
ど
の
十
の
世
間
は
妨
げ
が
な
く 

衆
生
（
人
間
）・

国
土
（
生
物
）・
五
蘊
（
人
や
生
き
も
の
以
外
）
の
三
種
の
世
間
は 

み
な
盧
舎
那
仏
の
仏
身
で
あ
る 

（
密
教
で
は
）「
大
」「
三
昧
耶
」「
法
」「
羯

磨
」
の
「
四
種
曼
荼
羅
」
は 
大
日
如
来
の
仏
身
で
あ
る 

「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
を 

ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
る 

 

【
付
記
】 

天
台
と
華
厳
の
教
理
の
「
損
減
」
と
、
密
教
の
立
場
か
ら
の
「
汙
字
」
の
実
義
が
説
か
れ
た
。 

 

【
原
文
】 

二
乘
智
劣 

爲
説
六
識 

大
乘
稍
勝 

乃
示
八
九 

執
滯
不
進 

奚
知
無
數 

不
解
密
意 

得
小
爲
足 

不
識
已
有 

貧
莫
過
此 

塵
刹
海
會 

即
是
我
寶 

汚
字
實
義 

當
如
是
學 

 

【
書
き
下
し
】 

二
乘
の
智
、
劣
な
れ
ば 

爲
に
六
識
を
説
く 

大
乘
稍
勝
る
も 

乃
ち
八
九
を
示
す 

執
滯

し
っ
た
い

し
て
進
ま
ず 

奚 い
か

ん
が
無
數

む
し
ゅ

を
知
ら
ん 

密
意
を
解

せ
ず 

小
を
得
て
足
れ
り
と
爲
す 

已
の
有
な
る
を
識
ら
ず 

貧
な
る
こ
と
此
れ
に
過
ぎ
た
る
は
な
し 

塵
刹
の
海
會

か
い
え

は 

即
ち
是
れ
我
が
寶
な



り 

汙
字
の
實
義 

當
に
是
く
の
如
く
學
ぶ
べ
し 

 

【
註
記
】 

①
六
識
：
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
。 

②
八
九
：
六
識
・
第
七
識
の
末
那
識
に
ア
ー
ラ
ヤ
識
（
第
八
識
）
と
阿
摩
羅
識
（
第
九
識
）
を
加
え
た
意
味
。 

③
執
滯
：
執
着
。 

④
無
數
：
無
数
の
識
。 

⑤
塵
刹
：
塵
の
数
ほ
ど
の
無
数
の
仏
国
土
。 

⑥
海
會
：
仏
尊
の
集
合
。 

 

【
私
訳
】 

声
聞
・
縁
覚
の
二
乘
の
智
慧
は
、
劣
っ
て
い
る
の
で 
彼
ら
に
眼
識
な
ど
の
六
識
が
説
か
れ
た 

大
乗
は
や
や
勝
っ
て 

第
八
識
（
ア
ー
ラ
ヤ
識
）

と
第
九
識
（
阿
摩
羅
識
）
ま
で
説
い
た
が 

そ
れ
に
執
着
し
て
そ
れ
以
上
は
進
ま
ず 

ど
う
し
て
無
数
の
識
が
あ
る
の
を
知
ら
な
い
の
か 

密
教

の
深
い
意
味
を
理
解
せ
ず 

浅
い
理
解
で
こ
と
足
れ
り
と
す
る 
已
に
無
数
の
心
作
用
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
ず 

理
解
が
貧
困
な
こ
と
こ
れ

に
過
ぎ
た
る
は
な
い 

塵
の
数
ほ
ど
の
無
数
の
仏
国
土
の
仏
尊
の
集
合
は 

わ
が
心
の
宝
で
あ
る 

「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
を 

ま
さ
に

こ
の
よ
う
に
学
ぶ
べ
し 

 

【
付
記
】 

仏
教
一
般
の
心
作
用
（
識
）
の
「
損
減
」
と
、
密
教
の
立
場
か
ら
の
「
汙
字
」
の
実
義
が
説
か
れ
た
。 

 



【
原
文
】 

同
一
多
如 

多
故
如
如 

理
理
無
數 

智
智
無
邊 

恒
沙
非
喩 

刹
塵
猶
小 

雨
足
雖
多 

並
是
一
水 

燈
光
非
一 

冥
然
同
體 

色
心
無
量 

實
相
無
邊  
心
王
心
數 

主
伴
無
盡 

互
相
渉
入 

帝
珠
錠
光 

重
重
難
思 

各
具
五
智 

多
而
不
異 

不
異
而
多 

故
名
一
如 

一
非
一
一 

無
數
爲
一 
如
非
如
常 

同
同
相
似 

不
説
此
理 

即
是
隨
轉 

無
盡
寶
藏 

因
之
秏
竭 

無
量
寶
車 

於
此
消
盡 

謂
之
損
減 

地
墨
四
身 

山
毫
三
密 

本
自
圓
滿 

凝
然
不
變 

汚
字
實
義 

斯
之
謂
歟  

 

【
書
き
下
し
】 

同
じ
く
一
多
は
如
な
り 

多
の
故
に
如
如
な
り 

理
理
無
數
な
り 

智
智
無
邊
な
り 

恒
沙

ご
う
し
ゃ

も
喩
え
に
非
ず 

刹
塵
も
猶
お
小

す
く
な

な
し 

雨
足

う
そ
く

多

し
と
雖
ど
も 

並
び
に
是
れ
一
水
な
り 

燈
光
一
に
非
ざ
る
も 

冥
み
ょ
う

然 ぜ
ん

と
し
て
同
體
な
り 

色
心
無
量
に
し
て 

實
相
無
邊
な
り 

心 し
ん

王 の
う

と

心
數

し
ん
じ
ゅ 

主
伴
無
盡
な
り 

互
い
に
相
渉
入
し 

帝 た
い

珠 し
ゅ

錠
光

じ
ょ
う
こ
う

の
如
し 

重
重
に
し
て
思
い
難
し 

各
々
五
智
を
具
す 

多
に
し
て
異
ら
ず 

異
ら

ず
し
て
多
な
り 

故
に
一
如
と
名
づ
く 

一
は
非
一
に
非
ず
し
て
一
な
り 

無
數
を
一
と
爲
す 

如
は
如
に
非
ず
し
て
常
な
り 

同
同
相
似
た
り 

此
の
理
を
説
か
ざ
る
は 

即
ち
是
れ
隨
轉
な
り 

無
盡
の
寶
藏 

之
に
因
っ
て
秏
竭

こ
う
か
つ

し 

無
量
の
寶
車 

此
に
於
い
て
消
盡
す 

之
を
損
減
と
謂

う 

地 ぢ

墨 も
く

の
四
身 

山
毫

さ
ん
ご
う

の
三
密 

本
自
り
圓
滿
し
て 

凝
然
と
し
て
不
變
な
り 

汚
字
の
實
義 

斯 こ

の
謂
い
か  

 

【
註
記
】 



①
一
多
：
華
厳
が
説
く
一
即
多
・
多
即
一
の
一
如
。
密
教
で
言
え
ば
、
生
仏
不
二
な
ど
の
二
爾
不
二
。 

②
恒
沙
：
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
の
数
。 

③
刹
塵
：
仏
国
土
を
塵
と
し
て
見
る
こ
と
。 

④
雨
足
：
あ
ま
あ
し
。 

⑤
冥
然
：
ほ
の
暗
い
こ
と
。 

⑥
心
王
心
數
：
六
識
（
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
）
と
末
那
識
・
ア
ー
ラ
ヤ
識
・
庵
摩
羅
識
の
九
識
が
「
心
王
」。
そ
の
ほ
か
の

心
作
用
が
「
心
数
」。 

⑦
帝
珠
：
帝
釈
天
の
宮
殿
に
飾
ら
れ
て
い
る
宝
石
を
ち
り
ば
め
た
網
の
宝
石
。
イ
ン
ド
ラ
・
ジ
ャ
ー
ラ
。 

⑧
錠
光
：
宝
石
の
粒
の
光
。 

⑨
五
智
：
法
界
体
性
智
・
大
円
鏡
智
・
平
等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
。 

⑩
常
：
不
変
の
道
理
。 

⑪
隨
轉
：
聞
く
人
の
根
機
に
随
っ
て
法
を
説
く
人
（
顕
教
）。  

⑫
秏
竭
：
減
っ
て
な
く
な
る
。 

⑬
地
墨
：『
法
華
経
』「
化
城
喩
品
」
第
七
に
説
か
れ
る
比
喩
で
、
三
千
大
千
世
界
の
地
を
す
り
つ
ぶ
し
て
そ
の
粒
子
を
墨
に
し
、
ｓ
れ
を
千
の
国

土
を
通
り
過
ぎ
た
ら
（
千
年
に
一
度
）
一
滴
下
に
落
す
。
墨
滴
が
な
く
な
る
ま
で
の
無
数
の
比
喩
。 

⑭
四
身
：
自
性
身
・
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
。 

⑮
山
毫
：『
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」
に
説
か
れ
る
比
喩
で
、
須
弥
山
を
い
く
つ
も
集
め
、
そ
れ
ら
を
つ
ぶ
し
て
作
っ
た
筆
。
無
尽
の
比
喩
。 

 

【
私
訳
】 

同
様
に
、（
華
厳
が
説
く
）
一
と
多
（
一
即
多
・
多
即
一
）
で
一
如
（
二
爾
不
二
、）
で
あ
る 

多
で
あ
る
か
ら
一
如
の
ま
た
一
如
で
あ
る 

理
の



ま
た
理
は
無
数
で
あ
り 

智
の
ま
た
智
も
無
辺
で
あ
る 

ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
の
数
も
喩
え
に
は
な
ら
な
い 

仏
国
土
を
塵
と
し
て
も
少
な
い
く
ら

い
で
あ
る 

降
り
し
き
る
雨
の
量
も
多
い
と
言
っ
て
も 

同
様
に
一
滴
の
水
で
あ
る 

灯
火
の
光
も
一
筋
だ
け
で
な
く
周
囲
を
照
ら
す
が 

ほ
の
暗
い
な
か
の
一
筋
の
光
に
過
ぎ
な
い 

認
識
の
対
象
と
な
る
物
質
的
な
も
の
も
認
識
主
体
の
心
も
無
量
で
あ
り 

諸
法
の
真
実
の
す
が
た
も

無
辺
で
あ
る 
六
識
（
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
）
と
末
那
識
・
ア
ー
ラ
ヤ
識
・
庵
摩
羅
識
の
九
識
（「
心
王
」）
と
そ
の
他
の

心
作
用
（「
心
数
」）
は 

主
と
伴
の
関
係
に
あ
っ
て
尽
き
る
こ
と
が
な
い 

相
互
に
渉
入
し
合
い 

帝
釈
天
の
宮
殿
に
飾
ら
れ
て
い
る
宝
石
網
の

宝
石
の
粒
の
光
の
よ
う
で
あ
る 

重
な
り
合
っ
て
そ
の
数
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い 

（
ま
た
）
心
王
と
心
数
は
各
々
、
法
界
体
性
智
・
大
円

鏡
智
・
平
等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
の
「
五
智
」
を
具
有
し
て
い
る 

多
で
あ
っ
て
異
な
る
も
の
で
は
な
く 

異
な
る
も
の
で
は
な
く
て

多
で
あ
る 

だ
か
ら
一
如
と
言
う 
一
は
た
だ
の
一
で
は
な
く
一
で
あ
り 

無
数
の
多
で
あ
っ
て
多
即
一
で
あ
る 

如
と
は
、「
如
し
」
で
は
な
く
不
変
の
道
理
と
い
う
意
味
で
あ
る 

同
一
同
様
で
相
似
で
あ
る 

こ
の
道
理
を
説
か
な
い
の
は 

聞
く
人
の
根
機
に

随
っ
て
法
を
説
く
人
（
顕
教
）
で
あ
る
。
無
尽
蔵
の
法
の
宝
庫
は 

こ
れ
に
よ
っ
て
法
宝
は
減
っ
て
な
く
な
り 

無
量
の
宝
を
運
ぶ
車
（
宝
車
）

も 

消
え
て
な
く
な
る 

こ
れ
を
損
減
と
言
う 
（
密
教
は
）
三
千
大
千
世
界
の
地
を
す
り
つ
ぶ
し
て
そ
の
粒
子
を
墨
に
し
、
そ
れ
を
千
の
国
土

を
通
り
過
ぎ
た
ら
（
千
年
に
一
度
）
一
滴
筆
か
ら
落
し
、
墨
が
な
く
な
る
ま
で
の
一
滴
（『
法
華
経
』・
顕
教
）
の
よ
う
な
無
数
の
仏
身
を
ま
と
め

た
自
性
身
・
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
の
「
四
身
」
は 
須
弥
山
を
い
く
つ
も
集
め
、
そ
れ
ら
を
つ
ぶ
し
て
作
っ
た
筆
の
よ
う
に
無
尽
の
「
三

密
」
が 

本
初
か
ら
相
即
相
入
し
て 

確
固
と
し
て
不
変
で
あ
る 

「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
を 

こ
の
よ
う
に
言
う
べ
き
で
あ
る  

 

【
付
記
】 

引
き
続
き
「
汙
字
」
門
に
つ
い
て
、
凡
夫
・
衆
生
～
小
乗
部
派
～
大
乗
と
い
っ
た
顕
教
の
相
対
二
律
の
教
理
に
は
「
損
減
」
が
あ
る
の
に
対
し
、

密
教
が
説
く
二
律
の
相
対
を
超
え
た
一
如
（
二
而
不
二
）
の
立
場
に
は
「
損
減
」
が
な
い
、
そ
れ
が
「
汙
字
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
（
実
義
）
だ

と
述
べ
て
い
る
。 

 



◇
麼
字 

【
原
文
】 

第
四
麼
字
實
義
者
。
所
謂
麼
字
門
一
切
諸
法
吾
我
不
可
得
故
。
是
名
實
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

第
四
に
麼
字
の
實
義
と
は
、
謂
わ
ゆ
る
麼
字
門
、
一
切
諸
法
吾
我
不
可
得
の
故
に
、
是
れ
を
實
義
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
麼
字
門
：「
摩
字 

」
の
字
相
と
字
義
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
「
ア
ー
ト
マ
ンqtm

an

」
か
ら
と
っ
た
「
マ 

」
を
自
相
と
し
、
そ
の
意
味
で

あ
る
「
自
我
」「
我
」
を
字
義
と
す
る
。 

 

【
私
訳
】 

第
四
に
「
麼
字 

」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
と
い
う
の
は
、（
密
教
で
言
う
）「
麼
字
」
の
字
相
や
字
義
に
お
い
て
、
一
切
の
諸
法
は
「
吾
我
」（
我
・

自
性
）
が
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
れ
を
ほ
ん
と
う
の
意
味
だ
と
言
う
。 

 

【
原
文
】 

所
謂
我
有
二
種
。
一
人
我
。
二
法
我
。
人
謂
四
種
法
身
。
法
謂
一
切
諸
法
。
從
一
法
界
一
眞
如
一
菩
提
。
乃
至
八
萬
四
千
不
可
説
不
可
説
微
塵
數

法
是
。
如
是
四
種
法
身
雖
其
數
無
量
。
而
體
則
一
相
一
味
無
此
無
彼
。
既
無
彼
此
寧
有
吾
我
。
是
則
遮
情
實
義
。 

  



【
書
き
下
し
】 

謂
わ
ゆ
る
我
に
二
種
有
り
。
一
に
人
我
、
二
に
法
我
な
り
。
人
と
は
謂
わ
く
四
種
法
身
、
法
と
は
謂
わ
く
一
切
諸
法
な
り
。
一
法
界
・
一
眞
如
・

一
菩
提
從
り
、
乃
至
八
萬
四
千
の
不
可
説
不
可
説
の
微
塵
數
の
法
、
是
れ
な
り
。
是
く
の
如
く
四
種
法
身
、
其
の
數
無
量
な
り
と
雖
も
、
體
は
則

ち
一
相
一
味
に
し
て
此
れ
無
く
彼
も
無
し
。
既
に
彼
れ
此
れ
無
し
、
寧
ろ
吾
我
有
ら
ん
や
。
是
れ
則
ち
遮
情
の
實
義
な
り
。 

 

【
註
記
】 

①
八
萬
四
千
：
無
数
の
。 

②
遮
情
：
否
定
。 

③
一
相
一
味
：
大
日
如
来
の
唯
一
絶
対
の
姿
。
四
種
法
身
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
味
わ
い
。 

 

【
私
訳
】 

仏
教
一
般
で
説
く
「
我
」
に
二
通
り
あ
る
。
一
つ
は
人
我
（
自
我
・
個
我
）、
も
う
一
つ
は
法
我
（
一
切
諸
法
の
自
性
）
で
あ
る
。（
密
教
で
は
）

人
と
は
自
性
身
・
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
の
「
四
種
法
身
」
を
言
い
、
法
と
は
一
切
の
諸
法
を
言
う
。
唯
一
の
真
実
世
界
・
唯
一
の
真
実
・

唯
一
の
サ
ト
リ
か
ら
言
い
尽
せ
な
い
ほ
ど
の
無
数
に
至
る
ま
で
の
法
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
四
種
法
身
」
は
そ
の
数
が
は
か
り
知
れ
な
い
が
、

そ
の
本
体
は
唯
一
の
大
日
如
来
と
い
う
お
姿
を
し
て
い
て
同
じ
持
ち
味
で
あ
り
、
彼
も
こ
れ
も
ち
が
い
は
な
い
（
不
二
で
あ
る
）。（
不
二
な
の
に
）

ど
う
し
て
（
相
対
的
な
）「
吾
我
」
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
「
遮
情
」（
否
定
的
な
面
で
）
の
（「
麼
字
」
の
）
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

此
處
則
金
剛
已
還
四
種
行
人
等
。
希
兮
夷
今
如
聾
如
盲
。
絶
之
又
絶
遠
之
又
遠
。
四
句
不
及
六
通
亦
極
。
是
名
絶
言
之
實
義
。 

 



【
書
き
下
し
】 

此
の
處
は
則
ち
金
剛
已
還

こ
ん
ご
う
い
げ
ん

の
四
種
の
行
人
等
、
希
兮 か

な

。
夷 い

な
る
今
、
聾
の
如
く
盲
の
如
し
。
絶
の
又
絶
、
遠
の
又
遠
な
り
。
四
句
も
及
ば
ず
、
六

通
ま
た
極
ま
る
。
是
れ
を
絶
言
の
實
義
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
處
：
境
地
。 

②
金
剛
已
還
：
伝
統
教
学
に
よ
れ
ば
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
三
に
説
か
れ
、
菩
薩
の
五
十
二
位
の
「
十
信
」・「
十
住
」「
十
行
」「
十
廻
向
」（「
三
賢
」）・

「
十
地
」
の
う
ち
の
「
九
地
」・「
因
満
」
ま
で
の
四
位
。
あ
る
い
は
、
法
相
・
三
論
・
天
台
・
華
厳
を
さ
す
（『
訳
注 

吽
字
義
釈
』
松
長
有
慶

博
士
）。 

③
夷
：
蛮
族
が
い
る
と
こ
ろ
。 

④
四
句
：
有
・
無
・
亦
有
亦
無
・
非
有
非
無
。 

⑤
六
通
：
六
神
通
。
神
足
通
・
天
耳
通
・
他
心
通
・
宿
命
通
・
天
眼
通
・
漏
尽
通
。 

 

【
私
訳
】 

こ
の
境
地
は
、「
十
信
」・「
十
住
」「
十
行
」「
十
廻
向
」（「
三
賢
」）・「
十
地
」
の
う
ち
の
「
九
地
」・「
因
満
」
の
四
段
階
に
あ
る
（
五
十
二
位
の
）

下
位
の
菩
薩
に
は
稀
有
な
こ
と
で
あ
る
。
夷
の
よ
う
に
遠
隔
の
地
で
今
、
耳
や
目
が
不
自
由
な
人
と
同
じ
で
あ
る
。
途
絶
の
上
に
途
絶
、
遠
い
上

に
遠
い
。「
有
」「
無
」「
亦
有
亦
無
」「
非
有
非
無
」
の
「
四
句
」
で
も
言
い
切
れ
ず
、「
神
足
」「
天
耳
」「
他
心
」「
宿
命
」「
天
眼
」「
漏
尽
」
の

「
六
神
通
」
で
も
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
絶
言
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
と
言
う
。 

 



【
原
文
】 

經
云
。
麼
字
者
大
日
之
種
子
。
一
切
世
間
雖
計
我
我
而
未
證
實
義
。
唯
有
大
日
如
來
於
無
我
中
得
大
我
也
。
心
王
如
來
既
至
如
是
地
。
塵
數
難
思

心
所
眷
屬
誰
不
得
此
大
我
之
身
。
是
則
表
徳
之
實
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

經
に
云
わ
く
、「
麼
字
と
は
大
日
の
種
子
な
り
」
と
。
一
切
世
間
は
我
我
を
計 け

す
と
雖
も
、
未
だ
實
義
を
證
ぜ
ず
。
唯
だ
大
日
如
來
有
っ
て
無
我
の

中
に
於
い
て
大
我
を
得
た
る
な
り
。
心
王
如
來
既
に
是
く
の
如
き
地
に
至
る
。
塵
數

ぢ
ん
じ
ゅ

難
思
の
心
所
眷
屬
、
誰
か
此
の
大
我
の
身
を
得
ざ
ら
ん
や
。

是
れ
則
ち
表
徳
の
實
義
な
り
。 

 

【
註
記
】 

①
経
に
云
わ
く
、「
麼
字
と
は
大
日
の
種
子
な
り
」：
こ
の
「
経
」
と
は
何
か
、
伝
統
教
学
に
お
い
て
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
大
日
如
来
の
種
字
は

「
麼
字
」
で
は
な
い
。
古
来
諸
説
あ
る
な
か
で
、
曇
寂
の
「
大
日
を
摩
訶
毘
盧
遮
那
と
し
、「
摩
訶
」
の
「
摩
」
を
「
麼
字
」
と
言
っ
た
」
と
い

う
説
（『
訳
注 

吽
字
義
釈
』）
は
う
な
ず
け
る
。
私
は
、
不
動
明
王
が
大
日
如
来
の
「
教
令
輪
身
」（
化
身
）
だ
と
い
う
意
味
に
と
る
。 

②
我
我
：
人
我
と
法
我
。 

③
大
我
：
真
如
。 

④
心
王
：
こ
こ
は
、
大
日
如
来
の
仏
徳
と
し
て
の
真
如
心
の
王
。 

⑤
心
所
：
こ
こ
は
、
大
日
如
来
の
真
如
心
の
は
た
ら
き
。 

 



【
私
訳
】 

あ
る
密
教
経
典
に
言
う
、「
麼
字
と
は
大
日
の
種
子
で
あ
る
」
と
。
世
間
で
は
み
な
人
我
・
法
我
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
ほ
ん
と
う
の
意
味

を
わ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
大
日
如
來
の
み
「
無
我
」
の
な
か
に
相
対
を
超
え
た
真
実
の
世
界
を
証
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
真
如
心
の
王
た
る

大
日
如
来
は
す
で
に
こ
の
よ
う
な
境
地
に
至
っ
て
い
る
。
考
え
る
こ
と
さ
え
難
し
い
塵
の
数
ほ
ど
の
心
の
は
た
ら
き
や
随
伴
す
る
者
に
、
こ
の
相

対
を
超
え
た
真
実
の
世
界
の
仏
身
を
得
な
い
者
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
「
表
徳
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

經
云
。
是
麼
字
化
身
義
者
。
所
謂
化
者
化
用
化
作
義
遮
那
如
來
自
受
用
故
化
作
種
種
神
變
現
無
量
身
雲
興
無
邊
妙
土
義
是
名
妙
用
難
思
之
實
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

經
に
云
わ
く
。「
是
の
麼
字
は
化
身
の
義
な
り
」
と
は
、
謂
わ
ゆ
る
化
は
、
化 け

用 ゆ
う

・
化
作
の
義
、
遮
那
如
來
の
自
受
用
の
故
に
、
種
々
の
神
變
を
化

作
し
て
無
量
の
身
雲
を
現
じ
、
無
邊
の
妙
土
を
興
す
義
な
り
。
是
れ
を
妙
用
難
思
の
實
義
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
經
：『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』
巻
九
。 

②
化
身
：
大
日
如
来
の
他
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
。 

③
化
用
：
他
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
に
な
っ
て
顕
わ
れ
凡
夫
・
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
。 

④
化
作
：
化
現
。
右
に
同
じ
。 

 



【
私
訳
】 

『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』
に
「
こ
の
麼
字
は
化
身
の
意
味
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
化
と
は
、
他
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
が
さ
ま
ざ

ま
な
姿
に
な
っ
て
顕
わ
れ
、
凡
夫
・
衆
生
を
済
度
す
る
化
用
・
化
作
の
意
味
で
、
大
日
如
來
の
自
ら
の
サ
ト
リ
を
自
受
法
楽
の
た
め
に
自
ら
説
法

す
る
「
自
受
用
身
」
で
あ
る
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
に
す
が
た
を
変
え
て
は
か
り
し
れ
な
い
数
の
仏
身
の
集
り
を
現
出
し
、
限
り
な
い
仏
国
土
を
興
す

意
味
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
妙
用
難
思
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
と
言
う
。 

 

【
原
文
】 

又
云
。
此
麼
字
者
三
昧
耶
自
在
義
無
所
不
遍
義
者
。
言
三
昧
耶
者
唐
言
等
持
。
等
者
平
等
持
者
攝
持
。
法
身
三
密
入
纎
芥
而
不
迮
。
亙
大
虚
而
不

寛
。
不
簡
瓦
石
草
木
不
擇
人
天
鬼
畜
。
何
處
不
遍
何
物
不
攝
。
故
名
等
持
。
是
名
平
等
之
實
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、（『
大
日
経
』「
具
縁
品
」
に
）
云
わ
く
、「
此
の
麼
字
と
は
三
昧
耶
、
自
在
の
義
な
り
」
と
。
無
所
不
遍
の
義
な
り
。
三
昧
耶
と
言
う
は
唐
に

は
等
持
と
言
う
。
等
と
は
平
等
、
持
と
は
攝
持
、
法
身
の
三
密
は
纎 せ

ん

芥 か
い

に
入
れ
ど
も
迮 せ

ば

ま
ら
ず
、
大
虚
に
亘
れ
ど
も
寛
か
ら
ず
、
瓦
石
草
木
を
簡 え

ら

ば

ず
人
天
鬼
畜
を
擇
ば
ず
、
何
れ
の
處
に
か
遍
せ
ず
、
何
れ
の
物
に
か
攝
せ
ざ
ら
ん
。
故
に
等
持
と
名
づ
く
。
是
れ
を
平
等
の
實
義
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
纎
芥
：
微
細
な
ゴ
ミ
。
ご
く
小
さ
な
こ
と
。 

②
攝
持
：
保
持
。 

 



【
私
訳
】 

又
、（『
大
日
経
』「
具
縁
品
」
に
）「
こ
の
麼
字
と
は
三
昧
耶
、
自
在
の
意
味
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、（『
大
日
経
疏
』
に
言
う
）「
遍
満
し
な

い
所
は
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
三
昧
耶
（
サ
マ
ヤ

sam
ay

a

）
は
漢
訳
し
て
「
等
持
」
と
言
う
。「
等
」
は
平
等
、「
持
」
は
保
持
、
法
身
大

日
の
「
三
密
」
は
、
微
細
な
塵
ゴ
ミ
の
な
か
に
も
入
っ
て
も
狭
ま
る
わ
け
で
も
な
く
、
虚
空
を
巡
り
め
ぐ
っ
て
も
広
い
わ
け
で
も
な
い
。
ガ
レ
キ

や
草
木
を
喜
ぶ
わ
け
で
も
な
く
、
人
界
・
天
界
・
鬼
界
を
選
ば
ず
、
ど
こ
か
に
遍
在
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
ど
ん
な
も
の
で
も
保
持
し
な
い
も
の

は
な
い
。
だ
か
ら
「
等
持
」
と
言
い
、
こ
れ
を
「
平
等
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
と
言
う
。 

 

【
原
文
】 

又
云
。
麼
字
轉
聲
名
瞞
。
即
是
妙
徳
之
一
字
眞
言
。
是
圓
滿
具
足
之
義
。
言
文
殊
童
身
者
四
徳
中
之
我
波
羅
蜜
。
無
智
而
不
妙
無
徳
而
不
圓
。
二

美
具
足
四
辯
澄
湛
。
即
是
圓
徳
之
實
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、（『
大
日
経
疏
』
巻
十
に
）
云
わ
く
、「
麼
字
轉
聲
し
て
瞞 ま

ん

と
名
づ
く
」
と
。
即
ち
是
れ
妙
徳
の
一
字
眞
言
、
是
れ
圓
滿
具
足
の
義
な
り
。
文
殊

童
身
と
言
う
は
、
四
徳
の
中
の
我
波
羅
蜜
な
り
。
智
に
し
て
妙
な
ら
ざ
る
こ
と
無
く
、
徳
に
し
て
圓
な
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
二
美
具
足
し
、
四
辯

澄
湛
な
り
。
即
ち
是
れ
圓
徳
の
實
義
な
り
。 

 

【
註
記
】 

①
瞞
：「

m
a/

」。
文
字
菩
薩
の
種
字
（
一
字
真
言
）。 

②
四
徳
：
常
・
楽
・
我
・
浄
。 



③
四
辨
：
四
無
礙
弁
、
四
無
礙
智
。「
法
無
礙
弁
」「
義
無
礙
弁
」「
辞
無
礙
弁
」「
楽
説
無
礙
弁
」。 

 

【
私
訳
】 

又
、（『
大
日
経
疏
』
巻
十
に
）
に
言
う
、「
麼
字 

」
に
悉
曇
で
言
う
空
点
（
・
）
を
つ
け
る
と
「
瞞 

m
a/

」
と
言
う
」
と
。
こ
れ
は
妙
徳

菩
薩
、
す
な
わ
ち
文
殊
師
利
菩
薩
の
一
字
眞
言
で
あ
り
、「
円
滿
具
足
」
の
意
味
で
あ
る
。
文
殊
菩
薩
と
は
、
常
・
楽
・
我
・
浄
の
四
徳
の
我
波
羅

蜜
で
あ
る
。
智
慧
は
深
妙
で
あ
り
徳
は
円
満
で
あ
る
。
智
と
徳
二
つ
の
美
点
を
具
有
し
、
説
法
の
「
法
無
礙
弁
」「
義
無
礙
弁
」「
辞
無
礙
弁
」「
楽

説
無
礙
弁
」
の
「
四
辯
」
は
無
垢
清
浄
を
湛
え
て
い
る
。
こ
れ
が
「
円
徳
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

又
云
。
麼
字
第
十
一
轉
名
𤚥
。
此
是
不
動
尊
之
心
也
。
此
尊
者
三
世
十
方
一
切
諸
佛
之
祖
師
。
四
十
二
地
一
切
菩
薩
之
所
尊
。
雖
然
現
使
者
之
眇

相
示
奴
僕 

之
垂
髮
。
屈
已
成
之
尊
位
飡
初
心
之
遺
穢
。
是
則
高
而
不
奢
損
而
招
盈
。
即
是
損
己
益
物
之
實
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、（『
大
日
経
疏
』
に
）
云
わ
く
、「
麼
字
第
十
一
の
轉
を
𤚥 ま

ん

と
名
づ
く
」
と
。
此
れ
は
是
れ
不
動
尊
の
心
な
り
。
此
の
尊
者
は
三
世
十
方
の
一
切

諸
佛
の
祖
師
、
四
十
二
地
の
一
切
菩
薩
の
所
尊
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
使
者
の
眇
相

み
ょ
う
そ
う

を
現
じ
て
奴 ぬ

僕 ぼ
く

の
垂
髮
を
示
し
、
已
成
の
尊
位
を
屈
し
て
初

心
の
遺
穢

い

え

を
飡 さ

ん

す
。
是
れ
則
ち
高
く
し
て
奢
ら
ず
、
損
し
て
盈 よ

う

を
招
く
。
即
ち
是
れ
損
己
益
物
の
實
義
な
り
。 

 



【
註
記
】 

①
𤚥
：「
マ
ム 

m
a/

」。
不
動
明
王
の
ご
真
言
「
の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
ば
ざ
ら
だ
ん 

せ
ん
だ
ま
か
ろ
し
ゃ
だ 

そ
わ
た
や 

う
ん 

た
ら
た 

 

か
ん 
ま
ん
」
の
「
ま
ん
」。 

②
心
：
一
字
真
言
。 

③
四
十
二
地
：
菩
薩
の
五
十
二
位
の
う
ち
、
最
初
の
「
十
信
」
を
の
ぞ
く
「
十
住
」「
十
行
」「
十
廻
向
」「
十
地
」「
等
覚
」「
妙
覚
」。 

④
使
者
：
大
日
如
来
の
使
者
（
教
令
輪
身
）。 

⑤
眇
相
：
左
目
を
半
分
閉
じ
た
形
相
。 

⑥
垂
髪
：
髪
の
毛
を
お
さ
げ
に
し
て
左
耳
の
方
に
た
ら
す
。 

⑦
初
心
：
行
を
は
じ
め
て
間
も
な
い
修
行
者
。 

⑧
遺
穢
：
汚
れ
た
残
飯
。 

⑨
眇
相
：
片
目
を
閉
じ
る
。
不
動
明
王
は
右
目
を
開
き
左
目
を
半
眼
に
す
る
。 

⑩
垂
髮
：
弁
髪
を
た
ら
す
。
不
動
明
王
は
弁
発
を
左
側
に
た
ら
す
。
慈
悲
の
心
を
た
れ
る
。 

 

【
私
訳
】 

又
、（『
大
日
経
疏
』
巻
十
に
）
言
う
、「
麼
字 

マ
」
と
字
母
第
十
一
番
目
の
「

ア
ム
」
で
「

𤚥
（
マ
ム
）」」
と
。
こ
れ
は
、
不
動
明
王

の
一
字
真
言
で
あ
る
。
こ
の
尊
者
は
、
三
世
十
方
の
一
切
の
諸
仏
の
祖
師
で
あ
り
、「
十
信
」
以
外
の
四
十
二
地
に
あ
る
一
切
の
菩
薩
の
尊
崇
の
的

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、（
大
日
如
来
の
）
召
し
使
い
の
よ
う
に
左
目
を
半
ば
閉
じ
た
顔
だ
ち
を
し
、
下
僕
の
よ
う
に
弁
髮
を
左
耳
に
た
ら

し
、
す
で
に
成
し
遂
げ
て
い
る
仏
の
地
位
を
曲
げ
て
ま
で
行
を
は
じ
め
て
間
も
な
い
修
行
者
の
汚
れ
た
残
飯
を
食
べ
る
。
す
な
わ
ち
高
く
し
て
奢

ら
ず
、
損
し
て
満
ち
る
。
こ
れ
が
「
損
己
益
物
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
あ
る
。 

 



【
原
文
】 

若
入
麼
字
之
吾
我
門
。
攝
之
諸
法
無
一
一
法
而
不
該
。
故
經
云
。
我
則
法
界
。
我
則
法
身
。
我
則
大
日
如
來
。
我
則
金
剛
薩
埵
。
我
則
一
切
佛
。

我
則
一
切
菩
薩
。
我
則
縁
覺
。
我
則
聲
聞
。
我
則
大
自
在
天
。
我
則
梵
天
。
我
則
帝
釋
。
乃
至
我
則
天
龍
鬼
神
八
部
衆
等
。
一
切
有
情
非
情
無
不

麼
字
。
是
則
一
而
能
多
小
而
含
大
。
故
名
圓
融
之
實
義 

 

【
書
き
下
し
】 

若
し
麼
字
の
吾
我
門
に
入
ら
ば
、
之
に
諸
法
を
攝
す
る
に
、
一
一
の
法
に
し
て
該 か

ね
ざ
る
こ
と
無
し
。
故
に
經
に
云
わ
く
、「
我
則
ち
法
界
、
我
則

ち
法
身
、
我
則
ち
大
日
如
來
、
我
則
ち
金
剛
薩
埵
、
我
則
ち
一
切
佛
、
我
則
ち
一
切
菩
薩
、
我
則
ち
縁
覺
、
我
則
ち
聲
聞
、
我
則
ち
大
自
在
天
、

我
則
ち
梵
天
、
我
則
ち
帝
釋
、
乃
至
、
我
則
ち
天
龍
鬼
神
八
部
衆
等
な
り
。
一
切
の
有
情
非
情
、
麼
字
な
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
是
れ
則
ち
一
に
し

て
能
く
多
な
り
、
小
に
し
て
大
を
含
む
」
と
。
故
に
圓
融
の
實
義
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
吾
我
：
大
我
。
真
如
。
古
来
、
伝
統
教
学
に
諸
説
あ
り
。 

②
我
則
ち
法
界
～
：
こ
れ
に
も
古
来
、
伝
統
教
学
に
諸
説
あ
り
。 

 

【
私
訳
】 

も
し
、「
麼
字 

」
の
「
大
我
」
の
境
地
に
入
っ
て
言
う
な
ら
、「
麼
字
」
に
諸
法
を
包
摂
し
て
、
一
つ
一
つ
含
ま
れ
な
い
も
の
は
な
い
。
だ
か
ら
、

経
に
言
っ
て
い
る
、「
我
れ
は
法
界
、
我
れ
は
す
な
わ
ち
法
身
、
我
れ
は
大
日
如
來
、
我
れ
は
金
剛
薩
埵
、
我
れ
は
一
切
の
仏
、
我
れ
は
一
切
の
菩

薩
、
我
れ
は
縁
覚
、
我
れ
は
声
聞
、
我
れ
は
大
自
在
天
、
我
れ
は
梵
天
、
我
れ
は
帝
釈
天
、
さ
ら
に
我
れ
は
す
な
わ
ち
天
龍
・
鬼
神
・
八
部
衆
な



ど
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
有
情
・
非
情
は
、「
麼
字
」
に
含
ま
れ
な
い
も
の
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
で
あ
っ
て
多
で
あ
り
、
小
で
あ
る
が
大
を
含
む

の
で
あ
る
」
と
。
だ
か
ら
「
円
融
」
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
と
言
う
。 

 

■
「
吽
字
」
の
総
合
釈 

◆
四
字
・
四
身 

【
原
文
】 

次
合
釋
者
。
此
吽
以
四
字
成
一
字
。
所
謂
四
字
者
阿
訶
汚
麼
。
阿
法
身
義
。
訶
報
身
義
。
汚
應
身
義
。
麼
化
身
義
。
擧
此
四
種
攝
彼
諸
法
無
不
括
。 

 

【
書
き
下
し
】 

次
に
、
合
釋
と
は
、
此
の
吽
、
四
字
を
以
っ
て
一
字
を
成
す
。
謂
わ
ゆ
る
、
四
字
と
は
、
阿
・
訶
・
汙
・
麼
な
り
。
阿
は
法
身
の
義
、
訶
は
報
身

の
義
、
汙
は
應
身
の
義
、
麼
は
化
身
の
義
な
り
。
此
の
四
種
を
擧
げ
て
彼
の
諸
法
を
攝
す
る
に
括 く

く

ら
ざ
る
も
の
無
し
。 

 

【
註
記
】 

①
四
種
：
仏
教
で
一
般
的
に
説
く
「
法
身
」「
報
身
」「
応
身
」「
化
身
」
の
四
種
身
。
こ
れ
を
伝
統
教
学
で
は
「
自
性
身
」「
受
用
身
」「
変
化
身
」

「
等
流
身
」
の
四
種
法
身
と
解
釈
す
る
。 

 

【
私
訳
】 

次
に
、「
吽
字
」
の
総
体
的
な
解
釈
を
説
く
の
で
あ
る
が
、（
改
め
て
言
え
ば
）
こ
の
「
吽 

」
は
、
四
字
で
一
語
を
構
成
し
て
い
る
。
四
字
と

は
「

」「

」「

」「

」、
す
な
わ
ち
「
阿
字
」「
訶]

字
「
汙
字
」「
麼
字
」
で
あ
る
。「
阿
字
」
は
法
身
、「
訶
字
」
は
報
身
、「
汙
字
」
は



應
身
、「
麼
字
」
は
化
身
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
四
種
の
仏
身
に
一
切
の
諸
法
を
内
包
す
る
の
に
く
く
ら
な
い
も
の
は
な
い
。 

 

◆
個
別
の
相 

【
原
文
】 

且
以
別
相
言
。
以
阿
字
門
攝
一
切
眞
如
法
界
法
性
實
際
等
理
無
所
不
攝
。
以
訶
字
門
攝
一
切
内
外
大
小
權
實
顯
密
等
教
無
所
不
攝
。
以
汚
字
門
攝

一
切
行
三
乘
五
乘
等
行
無
所
不
攝
。
以
麼
字
門
攝
一
切
果
法
無
所
不
攝
。
理
理
盡
持
事
事
悉
攝
。
故
名
總
持
。 

 

【
書
き
下
し
】 

且
つ
、
別
相
を
以
っ
て
言
わ
ば
、 

阿
字
門
を
以
っ
て
一
切
の
眞
如
・
法
界
・
法
性
・
實
際
等
の
理
を
攝
す
る
に
、
攝
せ
ざ
る
所
無
し
。 

訶
字
門
を
以
っ
て
一
切
の
内
外
・
大
小
・
權 ご

ん

實 じ
つ

・
顯
密
等
の
教
を
攝
す
る
に
、
攝
せ
ざ
る
所
無
し
。 

汙
字
門
を
以
っ
て
一
切
の
行
・
三
乘
・
五
乘
等
の
行
を
攝
す
る
に
、
攝
せ
ざ
る
所
無
し
。 

麼
字
門
を
以
っ
て
一
切
の
果
法
を
攝
す
る
に
、
攝
せ
ざ
る
所
無
し
。 

理
理
盡
く
持
し
事
事
悉
く
攝
す
。
故
に
總
持
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
別
相
：「
阿
字
」「
訶
字
」「
汙
字
」「
麼
字
」
そ
れ
ぞ
れ
の
字
相
。 

②
實
際
：
真
実
際
。
真
実
世
界
（
法
界
）
の
極
致
。 

③
内
外
：
内
は
仏
教
、
外
は
外
道
・
外
教
。 



④
大
小
：
大
乗
と
小
乗
。 

⑤
權
實
：
権
京
と
実
教
。
権
は
仮
の
教
え
・
方
便
、
実
は
根
本
の
教
え
。 

⑥
五
乘
：
人
乗
・
天
乗
・
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
。 

⑦
果
法
：
修
行
の
報
い
（
成
果
）
と
し
て
の
教
法
。 

⑧
理
理
・
事
事
：
法
界
の
自
然
法
爾
の
道
理
と
実
際
。 

 

【
私
訳
】 

さ
ら
に
、「

」「

」「

」「

」、
す
な
わ
ち
「
阿
字
」「
訶
字
」「
汙
字
」「
麼
字
」
の
そ
れ
ぞ
れ
を
字
相
で
言
え
ば
、 

「
阿
字
」（
本
不
生
）
の
門
は
、
一
切
の
真
如
・
法
界
・
法
性
・
真
実
際
な
ど
の
道
理
を
内
包
し
て
い
て
、
含
ま
な
い
も
の
は
な
い
。 

「
訶
字
」（
因
縁
）
の
門
は
、
一
切
の
内
（
仏
教
）
外
（
外
道
）・
大
（
大
乗
）
小
（
小
乗
）・
権
（
権
教
・
方
便
）
実
（
実
教
・
根
本
の
教
え
）・

顕
（
顕
教
）
密
（
密
教
）
な
ど
の
教
え
を
内
包
し
て
い
て
、
含
ま
な
い
も
の
は
な
い
。 

「
汙
字
」（
損
減
）
の
門
は
、
一
切
の
仏
教
そ
の
他
の
修
行
・
三
乘
（
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
）
の
修
行
・
五
乘
（
三
乗
に
人
・
天
の
二
乗
）
な
ど
の

修
行
を
内
包
し
て
い
て
、
含
ま
な
い
も
の
は
な
い
。 

「
麼
字
」（
果
）
の
門
は
、
一
切
の
修
行
の
報
果
を
内
包
し
て
い
て
、
含
ま
な
い
も
の
は
な
い
。 

理
と
い
う
理
を
す
べ
て
内
包
し
、
事
と
い
う
事
を
こ
と
ご
と
く
具
有
し
て
い
る
。
だ
か
ら
「
総
持
」
と
言
う
。 

 

◆
共
通
の
相 

【
原
文
】 

若
以
通
相
釋
。
各
各
攝
理
教
行
果
等
。
無
所
不
攝
無
所
不
盡
。
猶
如
因
陀
羅
宗
一
切
義
利
悉
皆
成 

就
。
又
如
伏
羲
六
爻
一
一
爻
中
各
具
萬
像
。 

 



【
書
き
下
し
】 

若
し
通
相
を
以
っ
て
釋
さ
ば
、
各
各
理
・
教
・
行
・
果
等
を
攝
す
。
攝
せ
ざ
る
所
無
く
、
盡
さ
ざ
る
所
無
し
。
猶
お
因
陀
羅
宗
の
如
く
一
切
の
義

利
悉
く
皆
成
就
す
。
又
、
伏
羲

ふ

ぎ

の
六
爻

り
っ
き
ょ
う

の
一
一
の
爻
の
中
に
各
々
萬
像
を
具
す
る
が
如
し
。 

 

【
註
記
】 

①
理
：「
阿
字
」
に
内
包
さ
れ
る
、
一
切
の
真
如
・
法
界
・
法
性
・
真
実
際
。 

②
教
：「
訶
字
」
に
内
包
さ
れ
る
、
一
切
の
内
（
仏
教
）
外
（
外
道
）・
大
（
大
乗
）
小
（
小
乗
）・
権
（
権
教
・
方
便
）
実
（
実
教
・
根
本
の
教
え
）・

顕
（
顕
教
）
密
（
密
教
）。 

③
行
：「
汙
字
」
に
内
包
さ
れ
る
、
一
切
の
仏
教
そ
の
他
の
修
行
・
三
乘
（
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
）
の
修
行
・
五
乘
（
三
乗
に
人
・
天
の
二
乗
）
の

修
行
。 

④
果
：「
麼
字
」
に
内
包
さ
れ
る
、
一
切
の
修
行
の
報
果
。 

⑤
因
陀
羅
宗
：
因
陀
羅
＝
ヒ
ン
ド
ゥ
の
勇
猛
神
イ
ン
ド
ラ
、
仏
教
の
護
法
神
と
な
っ
た
帝
釈
天
が
文
法
書
『
声
明
論
』
を
作
り
、
そ
の
一
字
一
句

に
あ
ら
ゆ
る
真
実
義
を
含
ま
せ
た
、
と
い
う
故
事
。 

⑥
義
利
：
言
葉
の
意
味
と
そ
の
益
す
る
と
こ
ろ
。 

⑦
伏
羲
の
六
爻
：
中
国
の
神
話
に
登
場
す
る
聖
帝
伏
羲
は
、
背
中
に
八
卦
を
背
負
う
亀
を
手
に
入
れ
「
八
卦
図
」
を
作
っ
た
と
い
う
故
事
。
爻
は

八
卦
を
表
わ
す
横
画
記
号
。
こ
れ
に
天
・
人
・
地
が
あ
り
、
そ
の
各
々
に
陰
陽
が
あ
っ
て
六
爻
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
は
、
共
通
の
観
点
か
ら
解
釈
す
れ
ば
、（
四
字
の
）
各
々
に
理
・
教
・
行
・
果
な
ど
を
具
有
す
る
。
含
ま
な
い
も
の
は
な
く
、
含
ま
れ
な
い
も



の
も
な
い
。
ち
ょ
う
ど
帝
釈
天
が
文
法
書
『
声
明
論
』
を
作
っ
て
、
そ
の
一
字
一
句
に
あ
ら
ゆ
る
真
実
義
を
含
ま
せ
た
の
と
同
じ
く
、（
理
・
教
・

行
・
果
は
）
一
切
の
字
義
と
そ
の
益
す
る
と
こ
ろ
と
が
こ
と
ご
と
く
成
就
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
中
国
の
神
話
に
登
場
す
る
伏
羲
が
背
中
に

八
卦
を
背
負
う
亀
を
入
手
し
八
卦
図
を
作
っ
た
故
事
が
あ
る
が
、
そ
の
八
卦
を
表
わ
す
横
画
記
号
「
爻
」
に
天
・
人
・
地
が
あ
り
、
そ
の
各
々
に

陰
陽
が
あ
っ
て
六
爻
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
万
象
を
具
有
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

◆
字
相 

【
原
文
】 

復
次
此
吽
字
中
有
訶
字
是
因
。
因
縁
所
生
法
。
於
此
法
中
諸
外
道
二
乘
及
大
乘
教
等
教
網
紛
紜
。
各
擧
旗
鼓
爭
稱
僞
帝
。
若
外
道
若
二
乘
若
大
乘
。

執
有
人
有
法
有
因
有
果
有
常
有
我
。
是
等
皆
是
麼
字
點
中
攝
。
即
是
増
益
邊
未
得
中
道
。
若
執
無
人
無
法
無
因
無
果
無
常
無
我
等
。
即
是
汙
字
點

中
攝
。
即
是
損
減
邊
。
亦
未
會
中
道
。
若
執
非
空
非
有
非
常
非
斷
非
一
非
異
等
。
阿
字
中
非
義
中
攝
。
若
執
不
生
不
滅
不
増
不
減
等
八
不
等
。
又

阿
字
中
不
義
中
攝
。
又
若
執
無
色
無
形
無
言
無
説
等
。
亦
阿
字
中
無
義
中
攝
。
亦
未
會
眞
實
義
。
並
是
遮
情
之
邊
。 

 

【
書
き
下
し
】 

復
た
次
に
、
此
の
吽
字
の
中
に
訶
字
有
り
、
是
れ
因
な
り
。
因
縁
所
生
の
法
な
り
。
此
の
法
の
中
に
於
い
て
諸
々
の
外
道
・
二
乘
及
び
大
乘
教
等

教
網
紛
紜
し
、
各
々
旗
鼓
を
擧
げ
て
爭
い
僞
帝
と
稱
す
。
若
し
外
道
、
若
し
二
乘
、
若
し
大
乘
、
有
人
・
有
法
・
有
因
・
有
果
・
有
常
・
有
我
を

執
る
。
是
ら
等
は
皆
、
是
れ
麼
字
の
點
の
中
に
攝
す
。
即
ち
是
れ
増
益
の
邊
に
し
て
未
だ
中
道
を
得
ず
。
若
し
無
人
・
無
法
・
無
因
・
無
果
・
無

常
・
無
我
等
を
執
ら
ば
、
即
ち
是
れ
汙
字
の
點
の
中
に
攝
す
。
即
ち
是
れ
損
減
の
邊
に
し
て
、
亦
た
未
だ
中
道
に
會 か

な

わ
ず
。
若
し
非
空
・
非
有
・

非
常
・
非
斷
・
非
一
・
非
異
等
を
執
ら
ば
、
阿
字
の
中
の
非
の
義
の
中
に
攝
す
。
若
し
不
生
・
不
滅
・
不
増
・
不
減
等
の
八
不
等
を
執
ら
ば
、
又
、

阿
字
の
中
の
不
の
義
の
中
に
攝
す
。
又
、
若
し
無
色
・
無
形
・
無
言
・
無
説
等
を
執
ら
ば
、
亦
た
阿
字
の
中
の
無
義
の
中
に
攝
す
。
亦
た
未
だ
眞



實
義
に
會
わ
ず
。
並
び
に
是
れ
遮
情
の
邊
な
り
。 

 

【
註
記
】 

①
教
網
：
教
理
の
網
。
教
線
。 

②
紛
紜
：
転
が
り
み
だ
れ
る
こ
と
。 

③
旗
鼓
：
旗
や
太
鼓
。 

④
増
益
：
迷
妄
を
増
や
す
、
の
意
。 

⑤
無
義
：
無
と
い
う
意
味
、
無
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
次
に
、
こ
の
「
吽
字 

」
の
な
か
に
「
訶
字 

」
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
因
」
と
い
う
意
味
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
「h

etu

」
の
基
語
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
は
す
べ
て
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
（
因
縁
所
生
の
法
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
諸
法
の
な
か
に
、
諸
々
の
外
道
・
二
乗
（
声

聞
・
縁
覚
）
及
び
大
乘
の
教
理
の
網
が
広
が
り
乱
れ
、
各
々
主
張
の
旗
を
挙
げ
太
鼓
を
打
っ
て
争
い
、
ニ
セ
の
帝
王
だ
と
言
う
。
も
し
外
道
に
し

て
も
、
二
乘
（
声
聞
・
縁
覚
）
に
し
て
も
、
大
乘
に
し
て
も
、
人
法
・
因
果
・
常
・
我
に
執
着
す
る
人
が
い
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
、「
麼
字
」
の
空

点
の
な
か
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
「
有
」
に
こ
だ
わ
っ
て
迷
妄
を
増
す
ば
か
り
で
、
ま
だ
中
道
を
体
得
で
き
て
い
な
い
。
も
し
人
法
・
因
果
・
常
・

我
等
な
ど
な
い
と
執
着
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
汙
字
」
の
点
の
な
か
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
「
損
減
」
の
次
元
に
あ
っ
て
、
こ
れ
も
ま
だ
中
道
に
か

な
っ
て
い
な
い
。
も
し
非
空
・
非
有
・
非
常
・
非
斷
・
非
一
・
非
異
に
執
着
す
る
な
ら
ば
、「
阿
字
」
の
「
非
」
の
意
味
に
含
ま
れ
る
。
も
し
不
生
・

不
滅
・
不
増
・
不
減
な
ど
の
「
八
不
」
に
執
着
す
る
な
ら
ば
、
阿
字
の
「（
本
）
不
（
生
）」
の
意
味
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
も
し
、
無
色
・
無
形
・

無
言
・
無
説
に
執
着
す
る
な
ら
ば
、「
阿
字
」
の
「
無
」
の
意
味
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
真
実
義
に
か
な
っ
て
お
ら
ず
、
否
定
の
次
元
で
あ
る
。 

 



◆
字
義 

【
原
文
】 

若
未
解
諸
法
密
號
名
字
相
眞
實
語
如
義
語
者
、
所
有
言
説
思
惟
修
行
等
悉
是
顚
倒
悉
是
戲
論
。
不
知
眞
實
究
竟
理
故
。 

故
龍
猛
菩
薩
云
。
佛
法
中
有
二
諦
。
一
者
世
諦
、
二
者
第
一
義
諦
。
爲
世
諦
故
説
有
衆
生
有
、
爲
第
一
義
諦
故
説
無
衆
生
所
有
。
復
有
二
種
。
爲

不
知
名
字
相
密
號
者
、
説
第
一
義
中
無
衆
生
、
爲
知
名
字
相
密
號
者
、
説
第
一
義
中
有
衆
生
。
若
有
人
能
知
此
吽
字
等
密
號
密
義
、
則
名
正
遍
知

者
。
所
謂
初
發
心
時
便
成
正
覺
、
轉
大
法
輪
等
、
良
由
知
此
究
竟
實
義
也
。 

 

【
書
き
下
し
】 

若
し
未
だ
諸
法
の
密
號
・
名
字
の
相
・
眞
實
語
・
如
義
語
を
解
せ
ざ
る
者
あ
っ
て
、
所
有
の
言
説
・
思
惟
・
修
行
等
、
悉
く
是
れ
顚
倒
、
悉
く
是

れ
戲
論
な
り
。
眞
實
究
竟
の
理
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
。
故
に
龍
猛
菩
薩
の
云
わ
く
、「
佛
法
の
中
に
二
諦
有
り
。
一
は
世
諦
、
二
は
第
一
義
諦
な
り
。

世
諦
爲
る
の
故
に
衆
生
有
り
と
説
き
、
第
一
義
諦
爲
る
の
故
に
衆
生
所
有
無
し
と
説
く
」。「
復
た
二
種
有
り
。
名
字
相
・
密
號
を
知
ら
ざ
る
者
の

爲
に
、
第
一
義
の
中
に
衆
生
無
き
を
説
き
、
名
字
相
・
密
號
を
知
る
者
の
爲
に
、
第
一
義
の
中
に
衆
生
有
り
を
説
く
」。
若
し
人
有
っ
て
能
く
此
の

吽
字
等
の
密
號
・
密
義
を
知
ら
ば
、
則
ち
正
遍
知
者
と
名
づ
く
。
謂
わ
ゆ
る
初
發
心
時
に
便
ち
正
覺
を
成
じ
、
大
法
輪
を
轉
ず
る
等
は
、
良
に
此

の
究
竟
の
實
義
を
知
る
に
由
る
な
り
。 

 

【
註
記
】 

①
密
號
：
密
教
的
な
称
号
・
名
称
・
真
言
。 

②
名
字
の
相
：
真
実
を
表
わ
す
名
称
や
文
字
の
分
節
。 

③
眞
實
語
：
真
実
の
コ
ト
バ
。
真
言
・
陀
羅
尼
。 

④
如
義
語
：
真
実
を
意
味
す
る
コ
ト
バ
真
言
・
陀
羅
尼
。 



⑤
龍
猛
菩
薩
：
イ
ン
ド
大
乗
中
観
派
の
祖
師
、
龍
樹
。 

⑥
正
遍
知
者
：
正
し
く
広
大
な
真
実
智
を
得
た
者
。 

 

【
私
訳
】 

も
し
ま
だ
、
諸
法
の
密
教
的
な
称
号
・
名
称
や
、
真
実
を
表
わ
す
名
称
や
文
字
の
分
節
や
、
真
実
の
コ
ト
バ
（
真
言
）・
真
実
を
意
味
す
る
コ
ト
バ

（
陀
羅
尼
）
を
理
解
し
な
い
人
が
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
の
言
葉
や
考
え
方
や
修
行
な
ど
は
す
べ
て
真
実
に
対
し
て
本
末
転
倒
で
あ
り
、
す
べ

か
ら
く
真
実
性
に
欠
け
る
虚
構
の
言
説
で
あ
る
。
究
極
の
真
実
の
道
理
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

だ
か
ら
、
龍
猛
菩
薩
が
言
っ
て
い
る
、「
仏
法
の
な
か
に
二
通
り
の
真
実
態
が
あ
る
。
一
つ
は
世
諦
（
世
俗
諦
）、
二
つ
は
第
一
義
諦
（
勝
義
諦
）

で
あ
る
。
世
俗
（
世
間
）
の
次
元
に
お
け
る
真
実
の
立
場
で
は
衆
生
を
説
き
、
サ
ト
リ
（
出
世
間
）
の
次
元
に
お
け
る
真
実
の
立
場
か
ら
は
衆
生

は
な
い
と
説
く
」
と
。（
さ
ら
に
）「
ま
た
、
二
種
あ
っ
て
、
真
実
を
表
わ
す
名
称
や
文
字
の
分
節
や
、
密
教
的
な
称
号
・
名
称
を
知
ら
な
い
人
の

た
め
に
、
第
一
義
諦
に
お
い
て
衆
生
は
な
い
と
説
き
、
真
実
を
表
わ
す
名
称
や
文
字
の
分
節
や
、
密
教
的
な
称
号
・
名
称
を
知
る
人
の
た
め
に
、、

第
一
義
諦
に
お
い
て
衆
生
あ
り
を
説
く
」
と
。
も
し
あ
る
人
が
、
よ
く
こ
の
「
吽
字
」
な
ど
密
教
的
な
称
号
・
名
称
や
密
教
的
な
意
味
を
理
解
す

る
な
ら
、
彼
を
正
し
く
広
大
な
真
実
智
を
得
た
者
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
は
じ
め
て
菩
提
心
を
発
起
し
た
時
た
ち
ま
ち
サ
ト
リ
を
得
て
、
里
栄
を

他
の
た
め
に
説
く
こ
と
が
で
き
る
人
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
こ
の
究
極
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

復
次
約
此
一
字
明
三
乘
人
因
行
果
者
。
先
明
聲
聞
人
。
次
約
縁
覺
。
後
明
菩
薩
。
初
明
聲
聞
者
。
此
吽
字
中
有
訶
字
。
即
是
因
義
。
伽
等
云
聲
聞

乘
種
性
者
是
其
因
也
。
下
有
汚
字
。
是
其
行
也
。
聲
聞
人
四
諦
法
五
停
心
觀
七
方
便
等
此
是
行
也
。
是
汚
字
字
相
此
其
當
也
。
今
聲
聞
人
灰
身
滅

智
以
爲
究
竟
果
。
此
吽
字
上
有
空
點
。
是
空
點
者
麼
字
所
生
。
麼
字
兼
人
法
二
空
義
。
其
人
空
理
即
聲
聞
所
證
之
理
。
是
名
聲
聞
人
因
行
果
。 

 



【
書
き
下
し
】 

復
た
次
に
、
此
の
一
字
に
約
し
て
三
乘
の
人
の
因
・
行
・
果
を
明
か
さ
ば
、
先
ず
聲
聞
の
人
を
明
か
し
、
次
に
縁
覺
に
約
し
、
後
に
菩
薩
を
明
か

す
。
初
め
に
聲
聞
を
明
か
す
と
は
、
此
の
吽
字
の
中
に
訶
字
有
り
。
即
ち
是
れ
因
の
義
な
り
。
伽
等
に
聲
聞
乘
の
種
性
を
云
う
は
、
是
れ
其
の
因

な
り
。
下
に
汙
字
有
り
。
是
れ
其
の
行
な
り
。
聲
聞
の
人
の
四
諦
の
法
・
五
停
心
觀

ご
じ
ょ
う
し
ん
か
ん

・
七
方
便
等
、
此
れ
は
是
れ
行
な
り
。
是
れ
汙
字
の
字
相
、

此
れ
其
れ
に
當
る
な
り
。
今
、
聲
聞
の
人
、
灰
身
滅

け
し
ん
め
っ

智 ち

以
っ
て
究
竟
の
果
と
爲
す
。
此
の
吽
字
の
上
に
空
點
有
り
。
是
の
空
點
と
は
麼
字
の
所
生

な
り
。
麼
字
は
人
法
二
空
の
義
を
兼
ね
、
其
の
人
空
の
理
は
即
ち
聲
聞
所
證
の
理
な
り
。
是
れ
を
聲
聞
の
人
の
因
・
行
・
果
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
因
・
行
・
果
：
行
因
と
修
行
と
行
果
。 

②
伽
：『
瑜
伽
師
地
論
』
第
二
十
一
。 

③
種
性
：
仏
に
な
る
素
質
。
仏
種
。 

④
四
諦
の
法
：
四
諦
は
苦
・
集
・
滅
・
道
。
こ
の
四
諦
を
空
の
観
点
か
ら
観
じ
る
観
法
。 

⑤
五
停
心
觀
：
不
浄
観
・
慈
悲
観
・
因
縁
観
・
界
分
別
観
・
数
息
観
。 

⑥
七
方
便
：
凡
夫
・
衆
生
の
修
行
位
。
五
停
心
観
・
別
相
念
住
・
総
相
念
住
の
三
賢
位
と
煗
法
・
頂
法
・
忍
法
・
世
第
一
法
の
四
善
根
位
。 

⑦
灰
身
滅
智
：
灰
に
な
る
ま
で
身
体
を
燃
や
し
て
煩
悩
を
す
べ
て
消
滅
さ
せ
る
境
地
。
上
座
部
の
最
高
の
境
地
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
次
に
、
こ
の
「
吽
字
」
一
字
に
集
約
さ
れ
て
い
る
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乘
の
行
因
（
因
）
と
修
行
と
行
果
（
果
）
に
つ
い
て
明
か
す
と
、



先
ず
声
聞
を
明
か
し
、
次
に
縁
覚
、
最
後
に
菩
薩
を
明
か
す
。
は
じ
め
に
声
聞
で
あ
る
が
、
こ
の
「
吽
字
」
の
な
か
に
「
訶
字
」
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
「
因
」
が
字
義
で
あ
る
。『
瑜
伽
師
地
論
』
な
ど
に
声
聞
乘
の
仏
に
な
る
素
質
を
説
く
の
は
、
そ
の
（
声
聞
の
）
行
因
の
こ
と
で
あ
る
。「
訶

字
」
の
下
に
「
汙
字
」（
悉
曇
で
は
三
昧
点
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、（
悉
曇
で
言
う
と
）
修
行
を
意
味
す
る
。
声
聞
の
「
四
諦
」
の
観
法
や
、「
五
停

心
観
」
や
、「
七
方
便
」
の
観
法
な
ど
、
こ
れ
が
修
行
で
あ
る
。
こ
れ
は
（
ど
れ
も
煩
悩
を
「
損
減
」
す
る
意
味
で
）「
汙
字
」
の
字
相
に
当
る
。

今
、
声
聞
は
、「
灰
身
滅
智
」
を
究
極
の
行
果
と
す
る
。
こ
の
「
吽
字
」
の
上
に
「
空
点
」
が
あ
る
。
こ
の
「
空
点
」
は
「
麼
字
」
の
別
字
で
あ
る
。

「
麼
字
」
は
人
法
二
空
の
意
味
を
兼
ね
、
そ
の
う
ち
の
人
空
の
道
理
は
声
聞
の
サ
ト
リ
の
根
拠
の
理
で
あ
る
。
こ
れ
を
声
聞
の
因
・
行
・
果
と
言

う
。 

 

【
原
文
】 

次
明
縁
覺
者
。
伽
等
所
謂
縁
覺
乘
種
性
等
是
其
因
也
。
此
吽
字
中
有
訶
字
是
其
因
也
。
縁
覺
亦
觀
十
二
因
縁
四
諦
方
便
等
。
此
吽
字
下
有
汚
字
是

其
當
也
。
縁
覺
亦
證
人
空
理
此
其
果
也
。
准
上
知
之
。 

 

【
書
き
下
し
】 

次
に
縁
覺
を
明
か
さ
ば
、
伽
等
に
謂
う
所
の
縁
覺
乘
の
種
性
等
、
是
れ
其
の
因
な
り
。
此
の
吽
字
の
中
に
訶
字
有
り
、
是
れ
其
の
因
な
り
。
縁
覺

は
亦
た
十
二
因
縁
・
四
諦
・
方
便
等
を
觀
ず
。
此
の
吽
字
の
下
に
汙
字
有
り
、
是
れ
其
れ
に
當
た
る
。
縁
覺
も
亦
た
人
空
の
理
を
證
す
。
此
れ
其

の
果
な
り
。
上
に
准
じ
て
之
を
知
れ
。 

 

【
註
記
】 

①
伽
等
：『
瑜
伽
師
地
論
』
な
ど
。 

 



【
私
訳
】 

次
に
、
縁
覚
を
で
あ
る
が
、『
瑜
伽
師
地
論
』
な
ど
に
説
く
縁
覚
の
仏
に
な
る
素
質
な
ど
は
、
そ
の
行
因
で
あ
る
。
こ
の
「
吽
字
」
に
「
訶
字
」
が

あ
り
、
こ
れ
は
「
因
」
と
い
う
字
義
を
意
味
す
る
。
縁
覺
は
ま
た
、
十
二
因
縁
や
四
諦
や
七
方
便
な
ど
を
観
法
で
観
じ
る
。
こ
の
「
吽
字
」
の
下

に
（
悉
曇
で
三
昧
点
の
）「
汙
字
」
が
あ
る
、
こ
れ
は
（
悉
曇
で
）
修
行
に
当
た
る
。
縁
覺
も
ま
た
（
声
聞
と
同
様
）
人
空
の
道
理
を
覚
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
そ
の
行
果
で
あ
る
。
上
述
の
声
聞
に
准
じ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

次
明
菩
薩
者
。
遮
那
經
金
剛
頂
經
等
説
菩
薩
人
菩
提
心
爲
因
大
悲
爲
根
方
便
爲
究
竟
。
今
此
吽
字
本
體
訶
字
。 

是
則
一
切
如
來
菩
提
心
以
爲
因
也
。

下
有
三
昧
畫
。
是
大
悲
萬
行
義
。
上
有
大
空
點
。
是
究
竟
大
菩
提
涅
槃
之
果
也
。
以
此
一
字
攝
三
乘
人
因
行
果
等
悉
攝
無
餘
。
及
以
顯
教
一
乘
祕

密
一
乘
之
因
行
等
准
知
之 

 

【
書
き
下
し
】 

次
に
菩
薩
を
明
さ
ば
、
遮
那
經
・
金
剛
頂
經
等
に
、「
菩
薩
の
人
、
菩
提
心
を
因
と
爲
し
、
大
悲
を
根
と
爲
し
、
方
便
を
究
竟
と
爲
す
」
と
説
く
。

今
、
此
の
吽
字
の
本
體
は
訶
字
な
り
。 

是
れ
則
ち
一
切
如
來
の
菩
提
心
以
っ
て
因
と
爲
す
な
り
。
下
に
三
昧
の
畫
有
り
。
是
れ
大
悲
萬
行
の
義
な

り
。
上
に
大
空
點
有
り
。
是
れ
究
竟
大
菩
提
涅
槃
の
果
な
り
。
此
の
一
字
を
以
っ
て
三
乘
の
人
の
因
・
行
・
果
等
を
攝
す
る
に
、
悉
く
攝
し
て
餘

り
無
し
。
及
び
顯
教
一
乘
以
っ
て
、
祕
密
一
乘
の
因
・
行
等
、
准
じ
て
之
を
知
れ
。 

 

【
註
記
】 

①
遮
那
經
：『
大
日
経
』。 

②
菩
提
心
を
因
と
爲
し
、
大
悲
を
根
と
爲
し
、
方
便
を
究
竟
と
爲
す
：『
大
日
経
』「
具
縁
品
」
に
説
か
れ
る
「
三
句
の
法
門
」。 



③
三
昧
の
畫
：
悉
曇
の
三
昧
点
。 

 

【
私
訳
】 

次
に
、
菩
薩
で
あ
る
が
、『
大
日
経
』
や
『
金
剛
頂
経
』
な
ど
に
、「
菩
薩
は
、
菩
提
心
を
因
と
し
、
大
悲
を
根
と
し
、
方
便
を
究
竟
と
す
る
」
と

説
か
れ
て
い
る
。
今
、
こ
の
「
吽
字 

」
の
本
体
は
「
訶
字 

」
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
切
如
來
の
菩
提
心
を
「
因
」
と
す
る
と
い
う
意
味
で

あ
る
。「
吽
字
」
の
下
に
（
悉
曇
の
）「
三
昧
点
」
の
画
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
悲
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
利
他
行
の
意
味
で
あ
る
。
上
に
は
（
悉
曇
の
）「
空

点
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
究
極
の
大
菩
提
、
す
な
わ
ち
涅
槃
と
い
う
行
果
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
吽
字
」
一
字
を
以
っ
て
三
乘
の
因
・
行
・
果
な

ど
を
こ
と
ご
と
く
包
摂
し
て
余
り
が
な
い
。
そ
の
他
、
顕
教
一
乘
の
人
も
、
密
教
一
乘
の
人
も
、
因
・
行
・
果
な
ど
に
つ
い
て
は
、
上
述
同
様
に

知
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

◆
意
義 

【
原
文
】 

次
明
以
此
一
字
通
攝
諸
經
論
等
所
明
理
者
。
且
大
日
經
及
金
剛
頂
經
所
明
。
皆
不
過
此
菩
提
爲
因
大
悲
爲
根
方
便
爲
究
竟
之
三
句
若
攝
廣
就
略
攝

末
歸
本
。
則
一
切
教
義
不
過
此
三
句
。
束
此
三
句
以
爲
一
吽
字
。
廣
而
不
亂
略
而
不
漏
。
此
則
如
來
不
思
議
力
法 

然
加
持
之
所
爲
也
。
雖
千
經
萬

論
。
亦
不
出
此
三
句
一
字
。
其
一
字
中
所
開
因
行
果
等
准
前
思
之
。
非
只
吽
字
攝
如
是
義
。
所
餘
一
一
字
門
亦
復
如
是
。 

 

【
書
き
下
し
】 

次
に
、
此
の
一
字
を
以
っ
て
、
通
じ
て
諸
經
論
等
の
明
か
す
所
の
理
を
攝
す
る
を
明
か
さ
ば
、
且
く
大
日
經
及
び
金
剛
頂
經
の
明
か
す
所
、
皆
、

此
の
菩
提
爲
因
・
大
悲
爲
根
・
方
便
爲
究
竟
の
三
句
に
過
ぎ
ず
、
若
し
廣
を
攝
し
て
略
に
就
き
、
末
を
攝
し
て
本
に
歸
さ
ば
、
則
ち
一
切
の
教
義

此
の
三
句
に
過
ぎ
ず
。
此
の
三
句
を
束
ね
て
以
っ
て
一
つ
の
吽
字
と
爲
す
。
廣
く
し
て
亂
れ
ず
、
略
し
て
漏
れ
ず
。
此
れ
則
ち
如
來
不
思
議
の
力
、



法
然
加
持
の
爲
す
所
な
り
。
千
經
萬
論
な
り
と
雖
も
、
亦
た
此
の
三
句
一
字
を
出
ず
。
其
の
一
字
の
中
に
開
く
所
の
因
・
行
・
果
等
は
前
に
准
じ

て
之
を
思
え
。
只
だ
吽
字
に
是
く
の
如
き
義
を
攝
す
る
の
み
に
非
ず
。
所
餘
の
一
一
の
字
門
、
亦
た
復
た
是
く
の
如
し
。 

 

【
私
訳
】 

次
に
、
こ
の
「
吽
字
」
一
字
に
、
通
底
す
る
諸
経
論
の
説
く
道
理
を
内
包
す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
直
言
す
れ
ば
、『
大
日
経
』『
金
剛
頂

経
』
が
説
く
所
は
皆
、
こ
の
「
菩
提
爲
因
・
大
悲
爲
根
・
方
便
爲
究
竟
」
の
「
三
句
の
法
門
」
を
過
ぎ
ず
、
も
し
広
大
な
教
説
を
集
約
し
て
簡
略

に
し
、
枝
葉
末
節
を
内
包
し
て
根
本
の
教
理
に
戻
し
た
と
し
て
も
、
一
切
の
教
義
は
こ
の
「
三
句
の
法
門
」
を
越
え
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
「
三

句
の
法
門
」
を
束
ね
る
と
、
一
つ
の
「
吽
字
」
と
な
る
。
広
大
な
意
味
を
も
ち
な
が
ら
全
体
が
乱
れ
ず
、
一
字
に
略
し
て
も
意
味
に
欠
け
る
と
こ

ろ
が
な
い
。
こ
れ
は
如
來
の
神
威
力
や
法
爾
自
然
の
加
持
力
が
そ
う
な
る
べ
く
し
て
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
千
の
経
典
に
万
の
論
書
が
あ

る
と
言
っ
て
も
、
こ
の
三
句
・
一
字
を
出
な
い
。
そ
の
一
字
の
な
か
に
開
示
さ
れ
る
因
・
行
・
果
に
つ
い
て
は
、
前
述
に
准
じ
て
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
た
だ
、「
吽
字
」
だ
け
に
こ
の
よ
う
な
意
味
を
含
む
の
で
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
の
一
つ
一
つ
の
字
門
も
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で

あ
る
。 

 

【
付
記
】 

宗
祖
大
師
は
、『
大
日
経
』『
金
剛
頂
経
』
が
説
く
所
は
皆
、
こ
の
「
菩
提
爲
因
・
大
悲
爲
根
・
方
便
爲
究
竟
」
の
「
三
句
の
法
門
」
を
過
ぎ
ず
、

と
言
う
が
、『
金
剛
頂
経
』
に
「
三
句
の
法
門
」
は
説
か
れ
て
い
な
い
。 

 

■
「
吽
字
」
の
総
括 

◆
擁
護 

【
原
文
】 



復
次
擁
護
義
者
。
謂
上
有
大
空
點
是
佉
字
門
。
即
是
大
空
義
。
即
是
般
若
佛
母
明
妃
義
。
中
有
訶
字
是
因
義
。
於
此
虚
空
藏
中
含
養
眞
因
種
子
。

即
是
大
護
義
也 

 

【
書
き
下
し
】 

復
た
次
に
、
擁
護

お
う
ご

の
義
と
は
、
謂
わ
く
上
に
大
空
點
有
り
、
是
れ
「
佉 き

ゃ

字
」
門
な
り
。
即
ち
是
れ
大
空
の
義
な
り
。
即
ち
是
れ
般
若
佛
母
明
妃
の

義
な
り
。
中
に
訶
字
有
り
、
是
れ
因
の
義
な
り
。
此
の
虚
空
藏
の
中
に
於
い
て
眞
因
の
種
子
を
含
養
す
。
即
ち
是
れ
大
護
の
義
な
り
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
次
に
、「
吽
字
」
に
「
擁
護
」
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
す
な
わ
ち
、「
訶
字 

」
の
上
に
「
空
点
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
佉
字 

」

門
で
あ
り
「
大
空
」
の
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
般
若
佛
母
明
妃
の
意
味
で
あ
る
。「
吽
字
」
の
な
か
に
「
訶
字
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
因
」
の

意
味
で
あ
る
。
こ
の
虚
空
蔵
の
な
か
に
サ
ト
リ
の
真
の
行
因
と
な
る
種
子
を
含
ん
で
育
て
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
大
護
」
の
意
味
で
あ
る
。 

 

◆
自
在
能
破 

【
原
文
】 

復
次
自
在
能
破
義
者
。
謂
上
有
空
點
即
是
佉
字
門
。
佉
字
門
猶
如
虚
空
畢
竟
清
淨
無
所
有
。
即
是
高
峯
觀
所
知
境
界
。
中
有
訶
字
是
菩
提
幢
。
亦

是
自
在
力
。 

以
此
二
字
相
應
故
。
猶
如
大
將
能
破
怨
敵
。
故
名
自
在
能
破
義 

 

【
書
き
下
し
】 

復
た
次
に
、
自
在
能
破
の
義
と
は
、
謂
わ
く
、
上
に
空
點
有
り
、
即
ち
是
れ
佉
字
門
な
り
。
佉
字
門
は
猶
し
虚
空
の
畢
竟
清
淨
に
し
て
所
有
無
き



が
如
し
。
即
ち
是
れ
高
峯
よ
り
觀
て
知
る
所
の
境
界
な
り
。
中
に
訶
字
有
り
、
是
れ
菩
提
の
幢
な
り
。
亦
た
是
れ
自
在
力
な
り
。 

此
の
二
字
を
以

っ
て
相
應
す
る
が
故
に
、
猶
し
大
將
の
能
く
怨
敵
を
破
す
る
が
如
し
。
故
に
自
在
能
破
の
意
味
と
言
う 

 

【
註
記
】 

①
高
峯
觀
：
高
い
峰
か
ら
広
大
な
眺
望
を
観
察
す
る
観
想
。
高
峯
観
三
昧
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
次
に
、「
自
在
能
破
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
す
な
わ
ち
、（「
吽
字
」
の
）
上
に
「
空
点
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
佉
字

」
門
で
あ
る
。「
佉
字
」

門
は
ち
ょ
う
ど
虚
空
が
究
極
無
垢
清
淨
で
あ
っ
て
何
も
有
し
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
い
峰
か
ら
観
想
し
て
わ
か
る
境
地
で
あ
る
。（「
吽

字
」
の
）
な
か
に
「
訶
字
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
菩
提
」
の
旗
じ
る
し
で
あ
り
、「
自
在
力
」
で
あ
る
。 

こ
の
「
佉
字

」
と
「
訶
字 

」
の

二
字
が
相
即
す
る
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
軍
隊
の
大
将
が
敵
を
よ
く
摧
破
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
自
在
能
破
」
の
意
味
と
言
う 

 

◆
能
満
願 

【
原
文
】 

復
次
能
滿
願
義
者
。
謂
訶
字
門
是
菩
提
心
寶
。
與
佉
字
門
虚
空
藏
和
合
故
。
得
成
巧
色
摩
尼
。
能
滿
一
切
衆
生
希
願
。
是
曰
能
滿
願
義 

 

【
書
き
下
し
】 

復
た
次
に
、
能
滿
願
の
義
と
は
、
謂
わ
く
、
訶
字
門
は
是
れ
菩
提
心
の
寶
な
り
。
佉
字
門
の
虚
空
藏
と
和
合
す
る
が
故
に
、
巧
色
摩
尼
を
成
ず
る

を
得
て
、
能
く
一
切
の
衆
生
の
希
願
を
滿
た
す
。
是
れ
を
能
滿
願
義
と
曰
う
。 

 



【
註
記
】 

①
巧
色
摩
尼
：
願
い
ご
と
を
か
な
え
る
美
し
い
色
の
摩
尼
宝
珠 

 

【
私
訳
】 

ま
た
次
に
、「
能
滿
願
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
す
な
わ
ち
、「
訶
字 

」
門
は
「
菩
提
心
」
の
宝
で
あ
る
。「
佉
字 

k
h
a

」
門
は
虚
空
蔵
と
和
合

一
致
す
る
か
ら
、
願
い
ご
と
を
か
な
え
る
美
し
い
色
の
「
摩
尼
宝
珠
」
を
用
い
る
修
法
を
成
就
し
て
、
一
切
の
衆
生
の
願
い
ご
と
を
よ
く
か
な
え

る
。
こ
れ
を
「
能
滿
願
」
の
意
味
と
言
う
。 

 

◆
大
力 

【
原
文
】 

復
次
大
力
義
者
。
謂
訶
字
菩
提
心
中
具
足
一
切
如
來
十
力
等
。
今
與
佉
字
合
故
。
離
諸
繋
縛
無
復
罣
礙
。
如
虚
空
中
風
自
在
旋
轉
。
故
名
大
力
。

此
大
堅
固
力
本
從
諸
佛
金
剛
種
性
生
。
又
於
無
量
劫
已
來
。
常
以
此
訶
字
眞
因 

具
修
法
行
。
佉
字
萬
徳
一
一
皆
如
金
剛
不
可
破
壞
。
是
名
大
力
義 

 

【
書
き
下
し
】 

復
た
次
に
大
力
の
義
と
は
、
謂
わ
く
、
訶
字
の
菩
提
心
の
中
に
一
切
如
來
の
十
力
等
を
具
足
す
。
今
、
佉
字
と
合
す
る
が
故
に
、
諸
繋
縛
を
離
れ

復
た
罣
礙
無
し
。
虚
空
の
中
の
風
、
自
在
に
旋
轉
す
る
が
如
し
。
故
に
大
力
と
名
づ
く
。
此
の
大
堅
固
力
は
本
、
諸
佛
の
金
剛
種
性
從
り
生
ず
。

又
、
無
量
劫
よ
り
已
來

こ
の
か
た

、
常
に
此
の
訶
字
の
眞
因
を
以
っ
て
具
に
法
行
を
修
す
。
佉
字
の
萬
徳
、
一
一
に
皆
金
剛
の
破
壞
す
べ
か
ら
ざ
る
が
如
し
。

是
れ
を
大
力
の
意
味
と
名
づ
く
。 

 



【
註
記
】 

①
如
来
の
十
力
：「
処
非
処
智
力
」「
業
異
熟
智
力
」「
静
慮
解
脱
等
持
等
至
智
力
」「
根
上
下
智
力
」「
種
種
界
智
力
」「
遍
趣
行
智
力
」「
宿
住
随
念

智
力
」「
死
生
智
力
」「
漏
尽
智
力
」。 

②
金
剛
種
性
：
堅
固
な
菩
提
心
を
も
つ
素
質
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
次
に
、「
大
力
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
す
な
わ
ち
、「
訶
字
」
の
（
字
義
の
「
因
」
＝
「
菩
提
心
因
」
の
）「
菩
提
心
」
に
一
切
如
來
の
「
十
力
」

が
具
有
さ
れ
て
い
る
。（「
十
力
」）
は
「
佉
字

」（「
虚
空
」）
と
一
如
に
な
る
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
束
縛
か
ら
離
れ
心
の
妨
げ
も
な
い
。
虚
空
の

な
か
の
風
が
、
自
由
自
在
に
吹
き
め
ぐ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
大
力
」
と
言
う
。
こ
の
絶
大
な
堅
固
な
力
は
、
も
と
も
と
諸
仏
の
堅
固

な
菩
提
心
を
も
つ
素
質
か
ら
生
じ
る
。
ま
た
、
無
限
の
昔
か
ら
、
常
に
こ
の
「
訶
字
」
の
本
来
の
「
菩
提
心
因
）
と
と
も
に
仏
法
の
修
行
を
行
っ

て
き
た
。「
佉
字
」
の
万
徳
、
一
つ
一
つ
が
皆
（
堅
固
で
）、
金
剛
石
が
破
壊
で
き
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
大
力
」
の
意
味
と
言
う
。 

 

◆
恐
怖 

【
原
文
】 

復
次
恐
怖
義
者
。
謂
是
吽
字
者
一
切
如
來
誠
實
語
。
所
謂
一
切
諸
法
無
因
無
果
本
來
清
淨
圓
寂
義
。
是
故
纔
發
菩
提
心
。
即
坐
菩
提
道
場
轉
正
法

輪
。
由
此
相
應
故
能
證
悟
一
切
佛
法
。
念
念
具
薩
般
若
智
。
直
至
究
竟
坐
金
剛
座
。
四
魔
現
前
則
入
大
慈
三
摩
地
。
恐
怖
降
伏
四
魔
等
。
所
謂
四

魔
者
蘊
魔
煩
惱
魔
死
魔
天
魔
。
如
是
魔
軍
無
不
恐
怖
降
伏
。
猶
如
日
輪
纔
擧
暗
暝
消
退
。
復
次
如
來
以
何
法
恐
怖 

諸
障
耶
。
謂
即
以
此
吽
字
門
也
。

下
三
昧
畫
即
是
具
修
萬
行
。
上
有
大
空
點
即
是
已
成
萬
徳
。
訶
字
即
是
法
幢
旗
。
三
昧
空
點
合
故
即
是
高
峯
觀
三
昧
。
上
點
是
明
妃
之
母
。
下
畫

是
胎
分
日
増
。
如
是
義
故
適
發
聲
時
魔
軍
散
壞
。
即
是
恐
怖
義
也 

 



【
書
き
下
し
】 

復
た
次
に
、
恐
怖

く

ふ

の
義
と
は
、
謂
わ
く
、
是
の
吽
字
は
、
一
切
如
來
の
誠

じ
ょ
う

實 じ
つ

の
語
な
り
。
謂
わ
ゆ
る
一
切
諸
法
は
無
因
無
果
に
し
て
、
本
來
清
淨

圓
寂
の
義
な
り
。
是
の
故
に
、
纔
に
菩
提
心
を
發
さ
ば
、
即
ち
菩
提
道
場
に
坐
し
、
正
法
輪
を
轉
ず
。
此
の
相
應
に
由
る
が
故
に
能
く
一
切
の
佛

法
を
證
悟
し
、
念
念
に
薩
般
若
智
を
具
し
、
直
に
究
竟
に
至
り
金
剛
座
に
坐
す
。
四
魔
現
前
す
れ
ば
則
ち
大
慈
三
摩
地
に
入
り
、
四
魔
等
を
恐
怖

し
降
伏
す
。
謂
わ
ゆ
る
、
四
魔
と
は
蘊
魔
・
煩
惱
魔
・
死
魔
・
天
魔
な
り
。
是
く
の
如
く
の
魔
軍
、
恐
怖
し
降
伏
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。
猶
し
日
輪

纔
か
に
擧
が
れ
ば
暗
暝
消
退
す
る
が
如
し
。
復
た
次
に
、
如
來
は
何
な
る
法
を
以
っ
て
諸
障
を
恐
怖
す
る
や
。
謂
わ
く
、
即
ち
此
の
吽
字
門
を
以

っ
て
す
る
な
り
。
下
の
三
昧
畫
は
即
ち
是
れ
具
に
萬
行
を
修
す
。
上
に
大
空
點
有
る
は
即
ち
是
れ
已
成
の
萬
徳
な
り
。
訶
字
は
即
ち
是
れ
法
幢

ほ
う
ど
う

旗 き

な

り
。
三
昧
と
空
點
と
合
す
る
が
故
に
即
ち
是
れ
高
峯

こ
う
ぶ

觀
三
昧
な
り
。
上
の
點
は
是
れ
明
妃
の
母
な
り
。
下
の
畫
は
是
れ
胎
分
日
々
に
増
す
。
是
く

の
如
く
の
義
の
故
に
、
適 ま

さ

に
聲
を
發
す
時
魔
軍
は
散
壞
す
。
即
ち
是
れ
恐
怖
の
義
な
り
。 

 

【
註
記
】 

①
誠
實
：
真
実
そ
の
も
の
。 

②
圓
寂
：
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
妨
げ
な
く
静
寂
で
あ
る
こ
と
。 

③
菩
提
道
場
：
釈
尊
が
サ
ト
リ
を
得
た
菩
提
樹
下
の
瞑
想
の
場
。 

④
正
法
輪
：（
釈
尊
の
教
え
を
）
説
法
す
る
こ
と
。 

⑤
薩
般
若
智
：
一
切
智
智
。
仏
智
。
一
切
の
真
実
を
知
る
智
慧
。 



⑥
金
剛
座
：
釈
尊
が
そ
こ
で
サ
ト
リ
を
開
い
た
堅
固
な
座
。
サ
ト
リ
の
座
。 

⑦
四
魔
：
煩
悩
（
執
着
）
魔
・
五
蘊
（
苦
）
魔
・
死
（
恐
怖
）
魔
・
天
（
他
化
自
在
の
魔
王
）
魔
。 

⑧
法
幢
旗
：
仏
法
の
旗
じ
る
し
。 

⑨
高
峯
觀
三
昧
：
高
い
峰
か
ら
眼
前
の
広
大
な
景
色
を
観
じ
て
い
る
よ
う
な
三
昧
。
無
量
の
法
門
、
普
門
。 

⑩
明
妃
：
大
力
大
護
明
妃
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
次
に
、（「
吽
字
」
に
）「
恐
怖
」
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
す
な
わ
ち
、「
吽
字
」
は
（
そ
も
そ
も
）、
一
切
如
來
の
真
実
そ
の

も
の
の
コ
ト
バ
で
あ
る
。
一
切
諸
法
は
因
も
果
も
な
く
、
も
と
よ
り
清
浄
で
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
妨
げ
な
く
静
寂
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ

の
故
に
、
わ
ず
か
に
菩
提
心
を
発
起
す
れ
ば
た
ち
ま
ち
菩
提
道
場
に
坐
し
、
正
法
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
吽
字
」
と
一
体
化
す
る
か
ら
一

切
の
仏
法
を
覚
り
、
念
ず
る
た
び
に
一
切
智
智
（
仏
智
）
を
会
得
し
、
ま
っ
す
ぐ
究
極
の
境
地
に
到
っ
て
堅
固
な
サ
ト
リ
の
座
に
坐
る
の
で
あ
る
。 

（
瞑
想
中
に
）「
四
魔
」
が
目
の
前
に
現
わ
れ
れ
ば
大
慈
悲
の
三
昧
に
入
り
、
四
魔
を
恐
怖
さ
せ
降
伏
さ
せ
る
。
四
魔
と
は
、
五
蘊
（
苦
）・
煩
惱

（
執
着
）・
死
（
恐
怖
）・
天
（
他
化
自
在
天
の
魔
王
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
魔
軍
が
恐
怖
し
降
伏
し
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど

太
陽
が
わ
ず
か
に
顔
を
出
せ
ば
暗
闇
が
消
え
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
次
に
、
如
來
は
ど
の
よ
う
な
教
え
に
よ
っ
て
心
の
妨
げ
と
な
る
諸
魔
を

恐
怖
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
言
え
ば
、
す
な
わ
ち
こ
の
「
吽
字
」
門
に
よ
っ
て
で
あ
る
。「
吽
字
」
下
の
「
三
昧
画
」
は
数
多
く
の
修
行
を
行

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。「
吽
字
」
の
上
の
「
大
空
点
」
は
す
で
に
成
就
し
て
い
る
数
多
く
の
仏
徳
の
こ
と
で
あ
る
。「
訶
字
」
は
仏
法
の
旗
じ

る
し
で
あ
る
。「
三
昧
点
」
と
「
空
点
」
と
が
二
而
不
二
と
な
る
か
ら
、
高
い
峰
か
ら
眼
前
の
広
大
な
景
色
を
観
じ
て
い
る
よ
う
な
三
昧
（
高
峯
観

三
昧
）
で
あ
る
。（「
吽
字
」
の
）
上
の
「
大
空
点
」
は
明
妃
の
母
（
般
若
母
）
で
あ
り
、
下
の
「
三
昧
画
」
は
明
妃
の
母
の
胎
内
で
胎
児
が
日
々

成
長
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、「
吽
」
の
声
を
発
す
る
時
魔
軍
は
退
散
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
恐
怖
」
の
意
味
で
あ
る
。 

 



◆
等
観
歓
喜 

【
原
文
】 

復
次
等
觀
歡
喜
義
者
。
此
吽
字
中
有
訶
字
是
歡
喜
義
。
上
有
大
空
是
三
昧
耶
。
下
有
三
昧
畫
字
是
亦
三
昧
耶
。
二
三
昧
耶
中
行
。
三
世
諸
佛
皆
同

此
觀
。
故
名
等
觀
義 

 

【
書
き
下
し
】 

復
た
次
に
、
等
觀
歡
喜
の
義
と
は
、
此
の
吽
字
の
中
に
訶
字
有
り
、
是
れ
歡
喜
の
義
な
り
。
上
に
大
空
有
り
、
是
れ
三
昧
耶
な
り
。
下
に
三
昧
畫

の
字
有
り
、
是
れ
亦
た
三
昧
耶
な
り
。
二
の
三
昧
耶
の
中
に
行
ず
。
三
世
の
諸
佛
皆
此
の
觀
に
同
じ
。
故
に
等
觀
の
義
と
名
づ
く
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
次
に
、「
等
觀
歡
喜
」
の
意
味
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
「
吽
字
」
の
な
か
に
「
訶
字
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
歡
喜
」
の
意
味
で
あ
る
。「
吽

字
」
の
上
に
「
大
空
点
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
等
同
（
三
昧
耶
）」
で
あ
る
。「
吽
字
」
の
下
に
「
三
昧
画
」
の
字
が
あ
る
。
こ
れ
も
「
等
同
（
三

昧
耶
）」
で
あ
る
。（
こ
の
空
点
と
三
昧
画
の
）
二
つ
の
「
等
同
（
三
昧
耶
）」
の
境
地
で
観
法
を
行
じ
る
の
で
あ
る
。
三
世
の
諸
仏
は
皆
こ
の
観
法

を
行
じ
る
。
故
に
「
等
観
」
の
意
味
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

【
付
記
】 

『
訳
注 

吽
字
義
釈
』（
松
長
有
慶
）
に
よ
れ
ば
、
以
上
見
て
き
た
最
後
の 

■
吽
字
の
総
括 

◆
擁
護 

◆
自
在
能
破 



◆
能
満
願 

◆
大
力 

◆
恐
怖 

◆
等
観
歓
喜 

は
、「
擁
護
」「
自
在
能
破
」「
能
満
願
」「
大
力
」「
恐
怖
」
が
『
大
日
経
疏
』
巻
九
に
説
か
れ
る
大
力
大
護
明
妃
の
真
言
に
関
す
る
説
明
か
ら
引
用

し
、
最
後
の
「
等
観
歓
喜
」
は
同
疏
の
巻
十
一
に
説
か
れ
る
観
自
在
菩
薩
の
真
言
に
関
す
る
「
吽
字
」
の
解
説
か
ら
の
引
用
だ
と
言
う
。 

 

《『
大
日
経
疏
』
第
九
よ
り
当
該
部
分
》 

爾
時
世
尊
作
如
是
念
。
我
從
初
發
意
以
來
。
常
以
此
勇
健
菩
提
心
。
護
持
正
法
及
與
衆
生
。
於
種
種
難
行
苦
行
事
中
。
猶
如
金
剛
無
有
退
轉
。
正

爲
成
就
如
是
三
昧
。
普
護
十
方
諸
佛
刹
故
。
今
我
所
願
皆
已
滿
足
。
作
所
應
作
正
是
其
時
。
即
時
發
遍
一
切
如
來
法
界
。
哀
愍
無
餘
衆
生
界
音
聲
。

説
此
持
明
法
句
。
若
我
所
言
誠
實
不
虚
者
。
其
有
誦
持
修
習
。
令
其
勢
力
與
我
無
異
。
故
名
大
力
大
護
也
。
阿
闍
梨
言
。
明
是
大
慧
光
明
義
。
妃

者
梵
云
囉
逝
。
即
是
王
字
作
女
聲
呼
之
。
故
傳
度
者
義
説
爲
妃
。
妃
是
三
昧
義
。
所
謂
大
悲
胎
藏
三
昧
也
。
此
三
昧
是
一
切
佛
子
之
母
。
此
佛
子

者
。
即
是
清
淨
法
幢
菩
提
心
。
如
彼
胎
藏
始
從
歌
羅
羅
時
。
含
藏
覆
護
。
令
不
爲
衆
縁
所
傷
。
漸
次
増
長
乃
至
誕
育
之
。
後
猶
固
懃
心
守
護
而
乳

養
之
。
是
故
説
母
恩
最
深
難
可
報
徳
也
。
從
此
三
昧
起
者
。
入
住
出
時
皆
是
不
思
議
法
界
。
非
如
世
間
禪
定
。
動
寂
相
礙
有
退
失
間
隙
時
也 

南
麼 

薩
婆
坦
他
蘖
帝

毘
也 

薩
婆
佩
野
微
蘖
帝

 

微
濕
縛
目
契
弊 

薩
婆
他 

唅 

欠 

囉
吃
沙
摩
訶
沫
麗 

薩
婆
怛
他
蘖
多
奔
昵
也
儞 

入
闍
帝  

𤙖 

𤙖 

怛
囉
磔 

怛
囉
磔 
阿
鉢
囉
底
訶
帝 

莎
訶 

初
句
歸
命
一
切
諸
如
來
。 

次
句
能
除
一
切
諸
障
恐
怖
等
。
是
歎
如
來
一
切
大
力
大
護
之
徳
。 

又
次
句
歎
無
量
法
門
。
毘
濕
嚩
亦
是
巧
義
。
所
謂
無
量
巧
度
門
。
即
是
法
幢
高
峰
觀
三
昧
普
門
業
用
。
今
欲
説
此
明
妃
故
。
先
歸
敬
一
切
如
來
如

是
功
徳
也
。 



次
云
薩
婆
他
。
是
總
指
諸
佛
如
是
功
徳
。
欲
令
同
入
一
字
門
故
。 

次
有
唅
欠
兩
字
。
正
是
眞
言
之
體
。
亦
名
種
子
。
以
下
諸
句
皆
轉
釋
此
二
字
門
。
訶
字
是
因
義
。
所
謂
大
乘
因
者
即
是
菩
提
心
。
以
一
切
因
本
不

生
故
。
乃
至
離
因
縁
故
。
名
爲
淨
菩
提
心
。
是
成
佛
眞
因
正
法
幢
旗
之
種
子
。
上
加
空
點
是
入
證
義
。
所
以
轉
聲
云
唅
也
。
佉
是
大
空
。
上
加
點

轉
聲
爲
欠
。
即
是
證
此
大
空
名
爲
般
若
佛
母
。
正
是
明
妃
之
義
。
於
此
虚
空
藏
中
含
養
眞
因
種
子
。
即
是
大
護
義
也
。
復
次
佉
字
門
。
猶
如
虚
空

畢
竟
清
淨
無
所
有
。
即
是
高
峰
觀
所
知
境
界
。
訶
字 

是
菩
提
幢
亦
是
自
在
力
。
以
此
二
字
相
應
故
。
猶
如
大
將
能
破
怨
敵
。
又
訶
字
門
是
菩
提
心

寶
。
與
佉
字
門
虚
空
藏
和
合
故
。
得
成
巧
色
摩
尼
。
能
滿
一
切
希
願
。
今
此
眞
言
中
闕
此
欠
字
。
下
文
具
有
也
。 

次
句
云
囉
乞
叉
即
擁
護
義
。
如
人
恐
怖
厄
難
若
恃
怙
有
力
大
人
。
或
得
高
城
深
池
之
固
。
則
泰
然
無
慮
。
彼
諸
怨
敵
雖
以
種
種
方
便
。
無
若
之
何
。

行
人
亦
爾
。
依
倚
菩
提
心
王
。
以
般
若
胎
藏
爲
城
郭
。
猶
如
虚
空
不
可
破
壞
。
即
是
轉
釋
前
義
也
。 

次
句
摩
訶
沫
麗
。
翻
云
大
力
。
訶
字
菩
提
心
中
。
具
足
一
切
如
來
力
。
今
與
佉
字
合
故
。
離
諸
繋
縛
無
復
罣
礙
。
如
虚
空
中
風
自
在
旋
轉
。
故
名

大
力
。
又
訶
字
自
在
力
。
與
佉
字
無
量
巧
度
門
合
故
。
猶
如
力
士
具
足
千
種
伎
能
。
是
故
衆
人
無
能
勝
者
。
故
名
大
力
也
。 

第
七
句
釋
此
大
力
所
由
。
故
云
從
一
切
如
來
功
徳
生
。
言
此
大
堅
固
力
。
本
猶
諸
佛
金
剛
種
性
生
。
又
於
無
量
劫
以
來
。
常
以
此
訶
字
眞
因
。
具

修
法
字
萬
徳
。
一
一
皆
如
金
剛
不
可
破
壞
。
今
衆
徳
已
滿
諸
力
悉
備
。
復
當
以
此
法
幢
高
峰
觀
三
昧
。
大
摧
法
界
怨
敵
普
護
衆
生
。 

次
即
發
誠
實
語
。
所
謂
𤙖
𤙖
字
也
。
𤙖
是
恐
怖
彼
聲
。
所
以
重
言
之
者
。
一
摧
外
障
一
摧
内
障
。
復
次
外
是
煩
惱
障
内
是
智
障
。
若
釋
字
門
。
如

來
以
何
法
恐
怖
諸
障
耶
。
謂
即
以
此
訶
字
門
也
。
下
三
昧
畫
即
是
具
修
萬
行
。
上
有
大
空
點
即
是
已
成
萬
徳
。
訶
字
即
是
法
幢
旗
三
昧
。
空
點
合

故
即
是
高
峰
觀
三
昧
。
訶
字
是
一
切
如
來
種
子
者
。
上
點
是
明
妃
之
母
。
下
畫
是
胎
分
日
増
。
如
是
義
故
。
適
發
聲
時
魔
軍
散
壞
也
。 

次
云
坦
囉
吒
。
是
叱
呵
懾
伏
之
義
。
如
師
子
奮
怒
大
吼
時
衆
獸
無
不
懾
伏
。
亦
重
言
者
。
是
對
根
本
煩
惱
隨
煩
惱
。
乃
至
對
治
一
切
煩
惱
。
界
内

煩
惱
界
外
煩
惱
也
。 

末
句
云
阿
鉢
囉

訶
諦
。
是
無
對
無
比
力
義
。
結
持
上
文
。
以
此
因
縁
故
。
名
爲
大
力
大
護
明
妃
也
。 

莎
訶
是
警
覺
諸
佛
令
作
證
明
。
亦
是
憶
念
持
義
。
如
前
已
釋
。 

 



ち
な
み
に
大
力
大
護
明
妃
の
真
言
と
は
、 

 
南
麼 
薩
婆
坦
他
蘖
帝

毘
也 

薩
婆
佩
野
微
蘖
帝

 

微
濕
縛
目
契
弊 

薩
婆
他 

唅 

欠  

囉
吃
沙
摩
訶
沫
麗 

薩
婆
怛
他
蘖
多
奔
昵
也
儞 

入
闍
帝  

𤙖 

𤙖 

怛
囉
磔 

怛
囉
磔 

阿
鉢
囉
底
訶
帝 

莎
訶 
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（
偶
然
ウ
ェ
ブ
上
で
発
見
し
た
も
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
、
参
考
ま
で
） 

恐
怖
を
除
去
し
あ
ら
ゆ
る
法
門
に
巧
み
な
一
切
の
如
来
た
ち
に
帰
依
し
ま
す
。
す
べ
か
ら
く
、
カ
ム
（
唅
、
訶
字
）、 

キ
ャ
ム
（
欠
、
佉
字
）。 

擁
護
と
大
力
よ
、
一
切
の
如
来
た
ち
の
功
徳
か
ら
生
ま
れ
た
者
よ
、
フ
ー
ム
、
フ
ー
ム
。
ト
ラ
ッ
ト
、
ト
ラ
ッ
ト
。
摧
滅
し
な
い
者
よ
、
成
就

あ
れ
。 

 

で
あ
る
。
こ
の
大
力
大
護
明
妃
の
真
言
の
解
説
分
に
、
宗
祖
大
師
が
言
う
「
擁
護
」「
自
在
能
破
」「
能
満
願
」「
大
力
」「
恐
怖
」
の
五
つ
が
ふ
く

ま
れ
て
い
る
。
最
後
の
「
等
観
歓
喜
」
は
、『
大
日
経
疏
』
巻
十
に
、 

 

吽
字
の
中
に
訶
字
有
り
。
是
れ
歡
喜
の
義
な
り
。
上
に
大
空
點
有
り
。
是
れ
三
昧
な
り
。
下
に
三
昧
畫
有
り
。 

此
ぼ
中
の
、
下
の
畫
字
も
亦
た
三
昧
な
り
。
二
の
三
昧
の
中
に
行
ず
る
な
り
。
三
世
の
諸
佛
は
皆
な 

此
の
觀
に
同
じ
く
す
。
故
に
名
等
觀
と
名
づ
く
る
な
り
。 

 

 

と
あ
り
、
宗
祖
大
師
の
文
は
こ
れ
と
同
じ
で
『
大
日
経
疏
』
の
引
用
そ
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
大
日
経
疏
』
が
「
三
昧
」
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
、
宗
祖
大
師
は
「
三
昧
耶
」
と
し
て
「
等
同
・
平
等
」
を
明
確
に
し
て
い
る
。 

 



こ
の
大
力
大
護
明
妃
の
真
言
に
先
立
つ
長
行
か
ら
は
、
こ
の
真
言
が
大
悲
胎
蔵
（『
大
日
経
』）
に
も
と
づ
く
利
他
行
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
察
せ

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、 

 

そ
の
時
、
世
尊
は
是
く
の
如
き
念
を
作
す
。
我
れ
、
初
發
意
從
り
以
來
、
常
に
此
の
勇
健
の
菩
提
心
を
以
っ
て
、
正
法
と
及
び
衆
生
を
護
持
す
。 

無
餘
の
衆
生
界
の
音
聲
を
哀
愍
し
て
、
此
の
持
明
法
句
を
説
く
。 

謂
わ
ゆ
る
、
大
悲
胎
藏
の
三
昧
な
り
。
此
の
三
昧
は
是
れ
一
切
の
佛
子
の
母
な
り
。
此
の
佛
子
と
は
、
即
ち
是
れ
清
淨
法
幢
の
菩
提
心
な
り
。 

漸
次
増
長
し
乃
至
誕
じ
、
之
を
育
つ
。
後
、
猶
し
固
く
心
を
懃
じ
、
守
護
し
て
之
を
乳
養
す
る
が
如
し
。
是
の
故
に
、
母
の
恩
は
最
深
に
し
て

報
徳
に
報
ず
る
べ
く
ん
ば
難
し
と
説
く
な
り
。 

            



■
あ
と
が
き 

宗
祖
大
師
は
、「
吽
字
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
末
尾
近
く
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
こ
の
『
吽
字
義
』
の
結
論
と
も
読
め
る
。
す
な
わ
ち
、 

 

こ
の
「
吽
字
」
一
字
に
、
通
底
す
る
諸
経
論
の
説
く
道
理
を
内
包
す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
直
言
す
れ
ば
、『
大
日
経
』『
金
剛
頂
経
』

が
説
く
所
は
皆
、
こ
の
「
菩
提
爲
因
・
大
悲
爲
根
・
方
便
爲
究
竟
」
の
「
三
句
の
法
門
」
を
過
ぎ
ず
、
も
し
広
大
な
教
説
を
集
約
し
て
簡
略
に

し
、
枝
葉
末
節
を
内
包
し
て
根
本
の
教
理
に
戻
し
た
と
し
て
も
、
一
切
の
教
義
は
こ
の
「
三
句
の
法
門
」
を
越
え
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
「
三

句
の
法
門
」
を
束
ね
る
と
、
一
つ
の
「
吽
字
」
と
な
る
。 

 

さ
ら
に
、
最
後
の
「
吽
字
」
の
総
括
で
、「
大
力
大
護
明
妃
」
の
真
言
を
も
と
に
し
た
「
擁
護
」「
自
在
能
破
」「
能
満
願
」「
大
力
」「
恐
怖
」
と
、

観
自
在
菩
薩
の
真
言
を
も
と
に
し
た
「
等
観
歓
喜
」
を
説
く
。
い
ず
れ
も
衆
生
済
度
の
テ
ー
マ
で
あ
り
結
果
功
徳
で
あ
り
、『
大
日
経
』「
住
心
品
」

の
「
菩
提
爲
因
・
大
悲
爲
根
・
方
便
爲
究
竟
」
で
あ
り
、
大
悲
胎
蔵
の
円
満
成
就
で
あ
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
宗
祖
大
師
は
『
吽
字
義
』
に
よ
っ
て
、「
吽
字
」
一
字
に
大
悲
利
他
行
の
結
果
功
徳
が
す
べ
て
摂
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
た
の

で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
真
言
の
最
後
に
付
け
ら
れ
る
「
フ
ー
ム
・
う
ん
」
は
、
宗
祖
大
師
に
と
っ
て
は
「
擁
護
」「
自
在
能
破
」「
能
満
願
」「
大
力
」

「
恐
怖
」「
等
観
歓
喜
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
だ
聖
音
な
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
『
吽
字
義
』
を
読
む
に
あ
た
っ
て
、「
原
文
」
を
「
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
版
」（
大
正NO.2429

）
を
依
用
し
た
。
し

か
し
「
汙
字
」
が
「
汚
字
」
に
な
っ
て
い
る
な
ど
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
誤
記
が
あ
り
、
電
子
版
「
定
本 

弘
法
大
師
全
集
」
所
収
の
「
吽
字
義
」
を
参
照

し
な
が
ら
、
時
に
私
な
り
に
直
し
た
。 

「
原
文
」
に
続
い
て
「
書
き
下
し
」
を
付
し
た
。 



「
書
き
下
し
」
に
続
い
て
「
私
訳
」
を
付
け
た
。
私
な
り
の
現
代
語
訳
で
あ
る
が
、
意
訳
に
よ
る
誤
訳
を
避
け
る
た
め
で
き
る
だ
け
原
文
に
添

っ
て
直
訳
し
た
。 

「
私
訳
」
の
あ
と
の
「
註
記
」
は
、
専
門
語
や
難
解
な
語
の
解
説
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
正
確
を
期
し
た
が
調
べ
尽
く
せ
な
い
も
の
や
長
く
な

る
の
で
簡
略
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
と
て
も
時
間
を
費
や
し
た
が
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
ご
参
考
ま
で
に
「
付
記
」
を
付
け
私
論
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

今
回
は
、
松
長
有
慶
博
士
の
『
訳
注 

吽
字
義
』
や
、
福
田
亮
成
先
生
の
『
現
代
語
訳 

吽
字
義
』（
ノ
ン
ブ
ル
社
）
や
、
畏
友
の
故
松
本
照
敬
師

の
『
吽
字
義 

考
』（『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
二
十
五
）、
そ
し
て
小
田
慈
舟
博
士
『
吽
字
義
講
説
』（『
十
巻
章
講
説
』
上
巻
）・
那
須
政
隆
博

士
『
吽
字
義
』（『
国
訳
一
切
経
』
諸
宗
部
二
十
）
な
ど
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
と
く
に
松
長
先
生
の
『
訳
注 

吽
字
義
』
に
は
『
大
日
経
』
そ
の
他

の
引
用
の
典
拠
や
伝
統
教
学
に
関
す
る
註
記
に
助
け
ら
れ
た
。
記
し
て
学
恩
に
心
か
ら
の
感
謝
を
さ
さ
げ
る
次
第
で
あ
る
。 

   

令
和
七
年 

如
月 

 

草
学
道
人 

 

長
澤
弘
隆 


